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（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ａ
～
ｃ
））。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
未
知
の
感
染
症
で
か
つ
一
類
感
染
症
な
み
の
措
置
を
必
要
と
し
そ
う
だ
と
し
て

「
新
感
染
症
」
か
ら
出
発
し
た
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。
感
染
症
法
の
類
型
に
落
し
込
む
の
に
際
し
て
、
そ
の
後
得
ら
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ

Ｓ
に
つ
い
て
の
知
見
か
ら
、
二
類
感
染
症
な
み
の
措
置
に
格
下
げ
し
た
の
も
そ
れ
な
り
の
合
理
性
が
あ
ろ
う
。
幸
い
な
こ
と
に
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
患
者
は
わ
が
国
で
は
発
生
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
迷
走
」
も
許
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
一
つ
の
感
染
症
を
め

ぐ
る
め
ま
ぐ
る
し
い
感
染
症
類
型
の
付
け
替
え
は
、
感
染
症
の
分
類
学
自
体
が
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
既
知
の
感
染
症
が
（
国
内
外
で
）
発
生
し
た
と
き
に
、
当
該
感
染
症
が
あ
ら
か
じ
め
一
類
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
に

法
定
さ
れ
て
い
れ
ば
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。
逆
に
法
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
四
類
感
染
症
な
ら
政
令
で
（
現
行
感
染
症
法
六
条
五

項
一
一
号
）、
五
類
感
染
症
な
ら
省
令
で
（
同
条
六
項
九
号
）
追
加
指
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
既
知
の
感
染
症
で
あ
っ
て
も
、
一
類
～
三
類
感
染
症
な
み
の
措
置
が
必
要
な
と
き
に
、
感
染
症
法
の
一
類
～
三
類
感
染

症
は
限
定
列
記

0

0

0

0

で
あ
る
た
め
、
追
加
指
定
で
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
既
に
知
ら
れ
て
い
る
」
感
染
症
の
う
ち
「
ま
ん

延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
に
つ
い
て
「
指
定
感
染
症

0

0

0

0

0

」
が
登
場
す
る
（
感

染
症
法
制
定
時
の
六
条
七
項
、
現
・
同
条
八
項）

（20
（

）（
本
稿
表
2
参
照
）。
指
定
感
染
症
に
指
定
す
れ
ば
、
一
類
～
三
類
感
染
症
に
準
じ
た
対

応
を
、
当
該
感
染
症
毎
に
、
政
令
で
規
定
で
き
る
（
感
染
症
法
七
条
一
項
）。
と
こ
ろ
が
右
の
指
定
感
染
症
に
指
定
す
る
旨
の
政
令
は
、

一
年
以
内
、
し
か
も
そ
の
延
長
も
一
度
限
り
で
一
年
以
内
と
い
う
制
約
が
か
か
っ
て
い
る
（
同
条
一
～
二
項
）。
法
が
こ
の
よ
う
な
期

限
を
設
け
た
趣
旨
は
、
期
限
に
よ
る
「
歯
止
め
」
が
な
け
れ
ば
、
人
権
制
約
を
と
も
な
う
新
た
な
一
類
～
三
類
感
染
症
（
病
名
又
は

症
候
群
名
）
が
、
政
令
に
よ
り
野
放
し
に
追
加
・
拡
大
さ
れ
、
あ
げ
く
の
果
て
は
限
定
列
記
で
法
定
主
義
に
し
た
法
の
趣
旨
が
尻
抜

け
に
な
り
空
洞
化
し
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
該
感
染
症
に
つ
い
て
引
き
続
き
一
類
～
三
類
感

染
症
な
み
の
措
置
が
必
要
な
ら
、
堂
々
と
法
改
正
に
よ
り
一
類
～
三
類
感
染
症
の
類
型
に
追
加
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
い
っ
て

み
れ
ば
こ
れ
は
国
会
軽
視
に
対
抗
す
る
立
法
機
関
優
位
説
（
憲
法
四
一
条
）
に
由
来
す
る
行
政
統
制
の
理
念
か
ら
き
て
い
る
。
右
の
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理
屈
は
十
分
に
理
解
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
を
考
え
た
と
き
に
は
、
現
場
は
そ
こ
ま
で
悠
長
に
構
え
て
お
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
、
正
直
頭
を
か
す
め
る
。

　

そ
こ
で
実
務
的
妥
当
性
を
考
慮
す
る
と
、
指
定
感
染
症
法
の
指
定
の
期
間
に
つ
い
て
、「
一
年
以
内
」
プ
ラ
ス
「
延
長
一
年
以
内
」

（
七
条
一
～
二
項
）
と
の
規
定
を
、
せ
め
て
「
最
長
三
年
以
内
」
程
度
に
緩
和
す
れ
ば
、
こ
の
間
行
政
は
余
分
な
政
省
令
や
法
改
正
の

作
業
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
、
目
先
の
感
染
症
対
策
に
よ
り
0

0

専
念
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
三
年
も
経
て
ば
、
当
該
感
染
症
は
終
息
し
な
い

ま
で
も
、
ひ
と
ま
ず
峠
を
越
し
て
、
当
該
感
染
症
の
恒
常
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
必
要
な
ら
ば
一
類
な
い
し
五
類
化
の
立
法
作
業

に
着
手
す
る
こ
と
も
、
よ
り
容
易
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、「
新
感
染
症

0

0

0

0

」
概
念
で
あ
る
。

　

日
常
用
語
で
「
新
感
染
症
」
と
い
え
ば
、
既
知
で
は
な
い
未
知
の
感
染
症
の
全
て
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
感

染
症
法
の
「
新
感
染
症

0

0

0

0

」
は
、
指
定
感
染
症
と
同
じ
く
「
ま
ん
延
に
よ
り
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
」
と
の
要
件
に
加
え
「
病
状
の
程
度
が
重
篤
0

0

」
と
い
う
要
件
が
付
加
さ
れ
て
い
る
（
制
定
当
時
六
条
七
項
、
現
・
同
条
九

項
）。
こ
の
結
果
、
一
類
感
染
症
法
に
準
じ
た
措
置
が
と
ら
れ
る
（
本
稿
表
2
参
照
）（
五
三
条
一
項）

（20
（

）
も
の
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
右
要
件
を
充
足
し
な
い
未
知
の
感
染
症
は
、
感
染
症
法
の
「
新
感
染
症
」
か
ら
外
れ
る
の
で
あ
る
。

　

若
干
記
述
が
前
後
す
る
が
、
そ
も
そ
も
「
新
感
染
症
」
な
い
し
「
未
知
0

0

の
感
染
症
」
と
、
そ
の
反
対
概
念
で
あ
る
「
既
知
0

0

の
感
染

症
」
と
の
線
引
き

0

0

0

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
該
感
染
症
が
感
染
症
の
教
科
書
な
い
し
一
般
的
医
学
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
れ

ば
「
既
知
」
の
感
染
症
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
未
知
の
感
染
症
は
、「
病
原
体
」
の
確
定
な
い
し
判
明
に
よ
り

「
既
知
」
に
な
る
と
い
う
扱
い
の
よ
う
で
あ
る）（20
（

。
こ
の
た
め
既
述
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
当
初
新
感
染
症
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ａ
））
が
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
は
指
定
感
染
症
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｃ
（
ａ
））。

　
「
新
感
染
症
」
の
政
令
指
定
は
、
指
定
感
染
症
と
同
じ
く
一
年
以
内
で
あ
る
が
、
指
定
感
染
症
と
は
異
な
り
、
こ
の
「
一
年
以
内
」
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の
期
間
を
何
度
で
も
再
延
長
で
き
る
（
五
三
条
一
～
二
号
）。
こ
の
意
味
で
は
「
新
感
染
症
」
は
居
心
地
の
良
い
概
念
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
逐
条
書
は
、「
病
原
体
が
判
明
し
た
段
階
で
指
定
感
染
症
、
又
は
法
改
正
等
に
よ
り
一
類
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
の
い
ず
れ

か
に
分
類
さ
れ
る）（22
（

」
と
し
て
、
新
感
染
症
を
い
わ
ば
「
仮
住
ま
い
（
寓
居
）」
で
し
か
な
い
と
し
て
い
る
。

　

新
感
染
症
指
定
の
判
断
権
者
及
び
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
既
述
（
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ｃ
（
ｃ
））
の
よ
う
に
釈
然
と
し
な
い
点
も

残
っ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
当
初
新
感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ａ
））
が
、

国
内
発
症
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
指
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
調
べ
が
つ
か
な
か
っ
た
。

　

第
四
に
、
感
染
症
法
の
新
感
染
症

0

0

0

0

（
制
定
当
時
六
条
七
項
、
現
・
同
条
九
項
）
か
ら
外
れ
た
未
知
の
感
染
症

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
取
扱
い
（
本
稿
二

（
1
）（
イ
）
Ｃ
（
ｂ
））
は
、
本
稿
執
筆
時
現
在
顕
在
化
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
将
来
問
題
が
起
こ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う

の
は
、
当
該
感
染
症
が
既
知
の
感
染
症
に
な
っ
た
時
点
で
お
も
む
ろ
に
分
類
を
考
え
る
と
い
う
の
で
は
対
応
が
手
遅
れ
に
な
る
事
態

も
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
感
染
症
法
上
の
「
新
感
染
症
」
の
よ
う
な
一
類
感
染
症
級
と
ま
で
い
か
な
い
ま
で
も
、
当
面
は
二
類
感
染
症
級
の
措
置

を
構
ず
べ
き
未
知
の
感
染
症
が
発
生
し
た
と
き
に
、
呑
気
に
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
映
画
「
暗
く
な
る
ま
で
待
っ
て
」
な
ら
ぬ
「［
病
原
体

が
判
明
0

0

し
て
］
既
知
の
感
染
症
に
な
る
ま
で
待
っ
て
」
と
か
、
あ
る
い
は
逆
に
い
き
な
り
二
類
感
染
症
へ
「
症
候
群
」
の
名
等
で
追

加
す
る
感
染
症
法
改
正
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
通
過
に
持
ち
込
む
の
は
、
な
か
な
か
世
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
れ

よ
り
も
や
は
り
暫
定
的
に
せ
よ
政
令
指
定
に
よ
っ
て
二
類
感
染
症
級
の
措
置
が
と
れ
る
選
択
肢

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
道
筋
を
つ
け
て
お
く
の
が
、
大
人
0

0

の
立
法
の
知
恵

0

0

0

0

0

0

で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
の
こ
の
提
案
は
、
あ
る
意
味
、
感
染
症
法
制
定
時
、
国
会
に
よ
る
法
案
修
正
に
よ
っ
て
、

「
指
定
感
染
症
」
を
既
知
の
感
染
症
に
限
定
し
た
（
制
定
当
時
六
条
六
項
、
現
・
同
条
八
項
）
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
感
染
症
法
の
感
染
症
類
型
の
分
類
学
は
、
一
類
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症

に
分
類
す
る
の
が
「
王
道
」
で
あ
り
、
指
定
感
染
症
や
新
感
染
症
は
い
わ
ば
「
雨
宿
り
」
的
な
「
一
時
し
の
ぎ
」
で
あ
り
、
で
き
る
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だ
け
早
く
一
類
感
染
症
か
ら
五
類
感
染
症
の
い
ず
れ
に
恒
常
的
に
分
類
す
る
か
、
ま
た
は
感
染
症
法
の
対
象
か
ら
は
ず
す
と
い
う
の

が
、
議
会
軽
視
の
そ
し
り
を
免
れ
る
良
策
と
の
思
想
が
背
景
に
存
在
す
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
野
生
動
物
と
人

と
の
接
点
の
増
加
、
地
球
温
暖
化
、
航
空
便
の
発
達
に
よ
る
格
段
の
人
の
交
流
の
増
加
等
の
諸
要
因
に
よ
っ
て
、
今
後
も
感
染
症
の

拡
大
が
確
実
に
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
迎
え
て
、
結
果
的
に
は
国
内
で
い
っ
さ
い
感
染
流
行
し
な
か
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の

感
染
症
の
分
類
を
め
ぐ
る
迷
走
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
愚
と
手
間
と
苦
労
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
感
染
症
法
の
感
染
症
類
型
間

の
変
更
・
移
動
に
か
け
る
時
間
と
手
間
と
を
よ
り
省
力
化
し
て
、
透
明
性
を
高
め
つ
つ
も
、
よ
り
迅
速
か
つ
ス
ム
ー
ス
に
類
型
間
の

移
動
が
容
易
に
な
る
「
柔
軟
性

0

0

0

」
を
備
え
た
感
染
症
類
型
に
転
換
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
（20
）　

感
染
症
法
法
案
に
は
単
に
「
感
染
症
の
疾
病
」
と
あ
っ
た
が
、
国
会
に
よ
っ
て
「
既
に
知
ら
れ
て
い
る
感
染
症
の
疾
病
」
と
修
正
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ｄ
（
ｂ
））。

（
（20
）　

一
類
感
染
症
患
者
の
入
院
先
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
の
ほ
か
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
れ
ば
右
「
以
外
の
病
院
若
し
く
は
診
療
所
」（
感
染
症
法
一
九
条
一
項
）
で
あ
る
が
、
新
感
染
症
の
所
見
の
あ
る
者
の
入
院
先

は
、「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
の
ほ
か
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
右
「
以
外
の
病
院
」
に
限
り
「
診
療
所
」
は
外
さ
れ

て
い
る
（
四
六
条
一
項
）。

（
（20
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
二
二
七
頁
。

（
（22
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
。

Ｂ　

入
院
措
置

　

感
染
症
患
者
の
入
院
措
置
に
つ
い
て
、
前
款
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
④
）
で
も
一
部
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は
よ
り
詳
細

に
再
論
し
て
お
き
た
い
。
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（
ａ
）　

感
染
症
患
者
等
が
入
院
す
べ
き
医
療
機
関
（
プ
レ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

　

一
九
九
八
年
制
定
当
時
の
感
染
症
法
は
、「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
し
て
、「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」「
第
一
種
感
染

症
指
定
医
療
機
関
」「
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
の
三
種
を
挙
げ
て
い
た
（
同
法
六
条
一
〇
項
）
が
、
結
核
予
防
法
を
廃
止
し

た
二
〇
〇
六
年
感
染
症
法
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
「
結
核
指
定
医
療
機
関
」
が
加
わ
っ
た
（
現
・
同
条
一
二
項）

（22
（

）。

　

患
者
が
入
院
す
べ
き
医
療
機
関
は
、
感
染
症
の
類
型
毎
に
、
一
類
感
染
症
患
者
は
「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若
し
く
は
第
一

種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
で
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
右
「
以
外
の
［
知
事
が
適
当
と
認
め
る
］
病
院

若
し
く
は
診
療
所
」（
一
九
～
二
〇
条
）
で
あ
る
。
二
類
感
染
症
患
者
は
、
制
定
当
時
は
単
に
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
さ
れ
た

が
、
右
概
念
外
延
に
結
核
指
定
医
療
機
関
が
加
わ
っ
て
以
降
、「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
若

し
く
は
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
網
羅
的
に
列
記
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
右
「
以
外
の

［
知
事
が
適
当
と
認
め
る
］
病
院
若
し
く
は
診
療
所
」
で
あ
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
患
者
も
二
類
感
染
症
患
者
と
同

じ
で
あ
る
（
二
六
条
）。
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者）（2（
（

は
、「
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
で
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
き
は
右
「
以
外
の
［
知
事
が
適
当
と
認
め
る
］
病
院
」
で
あ
る
（
四
六
条
）。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
の
「
医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
に
つ
い
て
、

右
の
二
六
条
の
医
療
機
関
の
ほ
か
に
、「
結
核
病
床
を
も
つ
医
療
機
関
な
ど
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
』
に
基
づ
き

都
道
府
県
等
が
病
床
の
確
保
を
要
請
し
た
医
療
機
関
（
以
下
、
協
力
医
療
機
関

0

0

0

0

0

0

［
と
い
う
］）」
を
加
え
て
い
る
。
同
条
で
わ
ざ
わ
ざ
除

外
し
た
結
核
医
療
機
関
が
復
活
し
て
い
る
の
は
奇
妙
な
気
も
す
る）（21
（

が
、
そ
れ
は
措
く
と
し
て
、
結
核
医
療
機
関
に
限
ら
な
い
こ
の

「
協
力
医
療
機
関
」
を
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
は
「
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
」
と
し
て
個
別
に
「
知
事
が
適

当
と
認
め
る
」
病
院
と
位
置
づ
け
れ
ば
、
感
染
症
法
と
矛
盾
せ
ず
、
な
ん
ら
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

法
律
問
題
で
は
な
く
実
務
な
い
し
現
実
問
題
と
し
て
は
、
一
類
感
染
症
患
者
、
二
類
感
染
症
患
者
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
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染
症
の
患
者
、
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
（
以
下
「
患
者
等
」
と
い
う
）
が
発
生
し
た
と
き
に
、
条
文
に
描
か
れ
た
図
式
通
り
に
、

確
実
に
患
者
等
を
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
の
代
替
病
院
等
を
含
む
「
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
に
入
院
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
は
、
未
知
数
で
あ
る
。

　

入
院
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
医
療
施
設
（
病
棟
数
、
集
中
治
療
の
た
め
の
医
療
設
備
・
医
療
器
材
・
医
療
機
器
・
検
査
機
器
等
）

の
ほ
か
、
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
検
査
技
師
等
の
医
療
従
事
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
須
で
あ
る
。
患
者
等
の
人
数
・
重
症
度
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
人
的
・
物
的
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
医
療
機
関
等
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
必
要
に
し
て
十
分
な
治
療
が
行
え
る
の
か

ど
う
か
は
、
不
明
な
の
で
あ
る
。

（
ｂ
）　

感
染
症
患
者
等
が
入
院
す
べ
き
医
療
機
関
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
）

　

二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
の
「
医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
流
行
の
第
三
段
階
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診

療
を
行
わ
な
い
医
療
機
関）（21
（

を
除
き
」「
全
て
の
医
療
機
関
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
使
用
可
能
な
病
床
を
総
動
員
し
て
対

応
す
る
段
階
」
と
し
て
、
ま
さ
に
総
動
員
体
制

0

0

0

0

0

を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
担
う
医
療
機
関
ま
で
が
、
感
染
症
患
者
一
色

又
は
一
部
で
も
感
染
症
患
者
優
先
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、（
慢
性
病
を
含
む
）
感
染
症
以
外
の
患
者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
得
る
し
、

一
般
患
者
と
感
染
症
患
者
と
の
院
内
の
空
調
を
含
め
た
接
触
・
接
点
を
防
が
な
い
限
り
院
内
感
染
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
、「
医
療
崩

壊
」「
医
療
不
在
」
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る）（21
（

。
仮
に
こ
の
よ
う
な
懸
念
を
払
拭
し
た
と
し
て
も
、
無
理
を
承
知
で
既
存
の
医
療
設
備

を
前
提
に
病
床
を
や
り
く
り
す
る
だ
け
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
必
要
な
病
床
を
実
際
に
確
保
で
き
る
か
、
心
も
と
な
い
。

　

そ
こ
で
右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
右
の
第
三
段
階
で
は
「
す
で
に
入
院
中
の
患
者
で
あ
っ
て
も
、
自
宅
で
の
治
療
が
可
能
な
患
者
に

対
し
、
病
状
を
説
明
し
た
上
で
退
院
を
促
し
、
自
宅
で
の
療
養
を
勧
め
」「
重
症
者
の
み
が
入
院
の
対
象
と
な
る
」
と
す
る
（
こ
の

点
は
次
の
（
Ｃ
）
で
論
じ
る
）。
さ
ら
に
「
医
療
機
関
内
の
既
存
の
病
床
以
外
に
も
、
新
た
に
病
床
を
増
設
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
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る
」
第
四
段
階
で
は

0

0

0

0

0

0

、「
医
療
機
関
以
外
に
お
い
て
も
医
療
機
関
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
」
と
し
て
、「
公
的
研
修
施
設
等

0

0

0

0

0

0

0

の
宿
泊
0

0

施
設
0

0

」
を
例
示
す
る
。
も
っ
と
も
「
宿
泊
施
設
は
、
感
染
拡
大
の
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
医
療
法
上
の
医
療
施
設
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

居
宅
の
延
長
線
上

0

0

0

0

0

0

0

の
も
の
と
し
て
整
理
す
る
」
と
い
う（（21
（

。

　

右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
最
盛
期
に
お
い
て
、
患
者
を
居
宅
な
り
法
定
外
の
代
用
施
設
と
し
て
宿
泊
施
設
に
誘
導
す
る

の
は
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
と
は
い
え
、
法
的
に
後
者
を
医
療
施
設
で
は
な
く
居
宅
の
延
長
線
と
称
す
る
に
至
っ
て
は
、
感
染
症

法
と
し
て
「
白
旗
」
を
掲
げ
る
の
に
等
し
い
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
方
策
は
、
第
一
の
選
択
肢
と
し
て
、
応
急
的
で
あ
れ
宿
泊
施
設
を

「
指
定
宿
泊
施
設
」
と
し
て
感
染
症
法
六
条
の
「
医
療
機
関
」
に
組
み
込
む
か
、
あ
る
い
は
入
院
医
療
機
関
と
し
て
「
病
院
、
診
療

所
ま
た
は
宿
泊
施
設

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
て
当
該
都
道
府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
も
の
」（
傍
点
改
正
箇
所
（（
同
法
一
九
～
二
〇
条
、
準
用
の
二

六
条
（
と
し
て
、
宿
泊
施
設
を
公
認
す
る
こ
と
で
あ
る（（
の
（21
（

。

　

第
二
の
選
択
肢
は
、
正
々
堂
々
「
新
た
な
病
床
を
増
設
」
の
王
道
を
歩
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
感
染
症
対
応
の
野
戦
0

0

病
院
と
い
う
発
想

0

0

0

0

0

0

0

が
必
要
で
あ
る
。
早
い
話
、
二
〇
二
〇
年
の
本
感
染
症
（CO

V
ID
-19

（
に
際
し
て
、
中
国
武
漢
に
発
生
し
た
大

勢
の
「
医
療
難
民
」
の
姿
を
Ｔ
Ｖ
映
像
で
目
に
し
て
心
を
痛
め
た
一
方
で
、
突
貫
工
事
で
武
漢
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
専
門
病
棟
に
は

驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
わ
が
国
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
一
八
九
五
年
に
後
藤
新
平
が
、
二
か
月
の
突
貫
工
事
で
似に
の

島し
ま

検
疫
所
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
早は
や

業わ
ざ

は
、
今
日
の
技
術
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
ユ
ー
テ
リ
ィ
テ
ィ
・
空
調
装
置
付
き
で
不

可
能
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

野
戦
病
院
的
発
想
の
感
染
症
の
臨
時
専
門
病
棟
は
、
感
染
地
域
近
郊
の
国
・
公
有
地
又
は
民
間
か
ら
土
地
提
供
を
受
け
設
置
す
る

の
が
最
善
で
あ
る
。
感
染
症
法
に
は
民
有
地
に
つ
い
て
臨
時
の
医
療
機
関
開
設
の
た
め
の
土
地
の
使
用
に
関
す
る
規
定
は
存
在
し
な

い

（
（
の
（21
（（
（21
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
気
掛
か
り
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
病
院
の
設
置
候
補
地
の
住
民
か
ら
忌
避
施
設
と
し
て
設
置
に
反
発
す
る
声

が
起
こ
り
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
、
次
善
の
策
と
し
て
、
た
と
え
ば
富
士
演
習
場
の
よ
う
な
自
衛
隊
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演
習
場
や
離
島
が
、
具
体
的
な
候
補
地
と
し
て
浮
上
す
る
だ
ろ
う
。
他
方
で
政
府
（
内
閣
府
（
も
検
討
し
始
め
て
い
た
「
医
療
船（（21
（

」、

す
な
わ
ち
遊
休
客
船
改
造
を
含
む
「
病
院
船
」
建
造
の
選
択
肢
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
既
存
の
医
療
機
関
に
加
え

て
、
右
に
述
べ
た
臨
時
専
門
病
棟
を
組
合
わ
せ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
切
る
と
い
う
発
想
が
、
不
可
欠
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

む
ろ
ん
病
棟
と
い
う
箱
物
だ
け
で
は
な
く
、
感
染
症
患
者
対
応
の
医
療
従
事
者
の
確
保
が
極
め
て
重
要
で
不
可
欠
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

（
ｃ
）　

入
院
勧
告
・
措
置
入
院
か
自
宅
療
養
等
代
用
措
置
か
？

　

前
款
（
本
稿
二
（
1
（（
ロ
（
Ｂ
（
ｄ
（
④
（
の
一
部
繰
返
し
に
な
る
が
、
感
染
症
患
者
に
対
し
て
法
文
ど
お
り
の
「
入
院
勧
告
→

入
院
措
置
」
の
途
と
な
ら
ん
で
、
自
宅
療
養
等
の
代
用
措
置
が
法
的
に
可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
再
論
し
て
お
き
た
い
。

①　

感
染
症
法
の
入
院
規
定

　

ま
ず
入
院
に
関
す
る
条
文
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、
旧
・
伝
染
病
予
防
法
七
条
は
、「
伝
染
病
予
防
上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

市
長

村
長
（
保
健
所
ヲ
設
置
ス
ル
市
ニ
於
テ
ハ
保
健
所
長
（
又
ハ
予
防
委
員
ハ
伝
染
病
患
者
ヲ
伝
染
病
院
0

0

、
隔
離
病
舎
其
ノ
他
適
当
ノ
場
所

ニ
入
ラ
シ
ム

0

0

0

0

0

ヘマ
マ

シ0

」（
傍
点
引
用
者
（
と
規
定
し
た
。
他
方
、
感
染
症
法
は
、
細
か
な
手
続
き
規
定
を
捨
象
す
る
と
、
ま
ず
一
類
感
染

症
患
者
に
つ
い
て
、「
都
道
府
県
知
事
は
、
…
…
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
…
…
感
染

症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
…
…
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
九
条
一
項
（、「
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
…
…
患
者
を

…
…
医
療
機
関
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
三
項
（
と
す
る
。
そ
し
て
二
類
感
染
症
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
感
染
症
の
患
者
に
右
規
定
を
準
用
す
る
（
二
六
条
（。
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
の
入
院
も
、「
勧
告
→
措
置
入
院
」
の

二
段
構
え
で
あ
る
（
四
六
条
一
～
二
項
（（
本
稿
二
（
1
（（
イ
（
Ｂ
（。
そ
し
て
感
染
症
法
は
、
旧
・
伝
染
病
予
防
法
と
は
異
な
り
、
第

一
に
人
権
尊
重
か
ら
「
隔
離
病
舎
」
の
選
択
肢
が
な
い
、
第
二
に
手
続
き
的
に
入
院
措
置
発
動
に
は
勧
告
が
前
置
さ
れ
て
い
る
（
二
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段
構
え
）、
第
三
に
「
入
院
さ
せ
な
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
一
義
的
義
務
規
定
で
は
な
く
、
前
置
の
勧
告
は
「
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
」、
措
置
入
院
は
「［
入
院
］
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
と
ど
め
て
い
る
。

②　

法
条
と
実
務
解
釈
・
運
用
案
と
の
落
差

　

本
稿
表
2
の
も
と
に
な
っ
た
逐
条
書
の
表）（20
（

に
よ
れ
ば
、
一
類
感
染
症
は
「
原
則
入
院
」、
二
類
感
染
症
は
「
状
況
に
応
じ
て
入
院
」

と
あ
る
。
二
類
感
染
症
（
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
）
の
入
院
は
、
一
類
感
染
症
の
規
定
を
準
用
す
る
結
果
い
ず
れ
も

「［
入
院
］
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
法
条
で
格
別
区
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
表
の
実
務
解
釈
・
運
用
（
？
）
は
、
そ
の
理
由

を
極
め
て
理
解
し
に
く
い
。

　

感
染
症
法
制
定
以
後
、
わ
が
国
で
は
エ
ボ
ラ
出
血
熱
等
の
一
類
感
染
症
は
発
生
し
て
お
ら
ず
、
一
時
期
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
こ
の
範
疇
に

加
え
た
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
国
内
で
発
生
せ
ず
し
か
も
法
改
正
で
二
類
感
染
症
に
格
下
げ
を
し
た
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ｂ
）

（
ｃ
））。
こ
の
た
め
、
一
類
感
染
症
の
入
院
勧
告
・
措
置
入
院
（
一
九
条
）
は
同
法
の
も
と
で
は
未
経
験

0

0

0

で
す
ら
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
も
あ
り
、
表
2
及
び
逐
条
書
の
落
差
の
抱
え
る
問
題
点
は
、
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

仮
に
一
類
感
染
症
患
者
と
二
類
感
染
症
患
者
へ
の
入
院
勧
告
規
定
及
び
措
置
入
院
規
定
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
れ
ば
、
表
2
に
あ

る
実
務
解
釈
・
運
用
（
？
）
の
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
類
感
染
症
患
者
に
は
、
入
院
を
「
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

」（
傍
点
改
正
箇
所
。
一
九
条
一
項
）、「
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
そ
の
者
が
入
院
し
な
い
正
当
な
理
由
が
な
い
か
ぎ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

当
該
勧
告
に
係
る
患
者
を
…
…
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
改
正
箇
所
。
同
条
三
項
）
と
改
正
し
、
二
類
感
染
症
患
者
に

は
、
現
行
の
「
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」「
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
の
ま
ま
と
す
る
（
二
六
条
。
一
九
条
三
項
改
正
に
伴
う

一
部
読
み
替
え
て
準
用
）
案
が
一
例
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
逐
条
書
は
、「
一
類
感
染
症
、
二
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
は
他
の
感
染
症
と
異
な
り
、
通
院
医

療
で
は
対
応
で
き
な
い
感
染
症
」
と
、
い
か
に
も
入
院
が
必
須
の
よ
う
に
述
べ
る）（（2
（

。
ま
た
二
類
感
染
症
で
あ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
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ザ
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
「
医
療
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
④
）
は
、
第
一

段
階
の
流
行
萌
芽
期
は
、「
当
該
患
者
は
病
状
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
勧
告
の
対
象
と
な
る
」
と
す
る
。
第
二
段
階
の
流
行
期

（
都
道
府
県
の
感
染
症
病
棟
が
満
杯
に
な
る
ま
で
）
は
、
医
療
機
関
は
「
症
状
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
入
院
診
療
を
行
う
」
と
し
、「
患

者
が
…
…
入
院
に
同
意
し
な
い
場
合
」
の
項
で
「
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
陽
性
の
場
合
、
…
…
一
九
条
に
基
づ
き
、
原
則
…
…
入
院
を
勧

告
し
、
移
送
す
る
」
と
し
て
、
勧
告
と
措
置
入
院
と
が
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
表
現
す
る
も
の
の
「
指
定
医
療
機
関
が
満
床
の
場
合
は
、

協
力
医
療
機
関
へ
の
入
院
を
勧
告
す
る
」
と
腰
が
ひ
け
て
い
る）（（2
（

。
次
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
る
と
、（
ｂ
）
で
述
べ
た
よ
う
に
第
三

段
階
で
「
入
院
勧
告
を
中
止
」
し
て
、「
重
症
者
の
み
が
入
院
の
対
象
」
で
、
自
宅
療
養
も
選
択
肢
に
入
る
。
そ
し
て
第
四
段
階
に

な
る
と
宿
泊
施
設
も
動
員
さ
れ
る
と
す
る）（（（
（

。

　

右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時

0

0

0

0

0

0

0

に
自
宅
療
養
や
医
療
機
関
以
外
で
の
医
療
提
供

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
想
定
し
た
り
、
入
院
勧
告
自
体
を
中

0

0

0

0

0

0

0

0

止0

す
る
と
し
て
い
る
の
は
、
限
ら
れ
た
医
療
機
関
の
病
床
数
等
か
ら
し
て
、
実
務
上
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
法
的
に
は
、
感
染
症
法
の
入
院
勧
告
・
措
置
入
院
規
定
（
一
九
条
）
の
枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
、「
感
染
症
の
病
原

体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
き
」（
一
類
感
染
症
の
二
二
条
一
項
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
は
二
六
条
に
よ
る

読
替
え
準
用
）、「
病
原
体
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
若
し
く
は
…
…
症
状
が
消
失
し
た
こ
と
」（
二
類
感
染
症
。
二
六
条
に
よ
る
二
二
条

一
項
読
替
え
準
用
）
と
い
う
「
退
院
基
準
」
と
の
整
合
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
何
よ
り
も
当
該
感
染
症
の
「
ま
ん
延
防
止
」

目
的
と
整
合
性
を
有
す
る
の
か
う
ま
く
調
和
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

③　

法
条
と
実
務
解
釈
・
運
用
案
と
の
落
差
を
埋
め
る
方
法

　

二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
イ
ン
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
④
）
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
病
床
の
絶
対

数
の
不
足
か
ら
、
現
実
的
で
か
つ
苦
肉
の
策
と
し
て
、
自
宅
療
養
等
を
提
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
と
感
染
症
法
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
方
法
と
し
て
は
、
第
一
に
（
ｂ
）
で
提
唱
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
初
期
段
階
で
の
野
戦
病
院
を
含
む
新
た
な
病
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棟
・
病
床
の
設
置
が
あ
る
。

　

第
二
に
法
的
構
成
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ま
ず
も
っ
て
感
染
症
法
の
「
入
院
勧
告
→
措
置
入
院
」
と
い
う
二
段
構
え
は
、
い

わ
ば
平
時
・
通
常
時
に
お
け
る
感
染
症
対
策
と
位
置
付
け
る
。
そ
し
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
よ
う
な
非
常
時
・
緊
急
時
に
お
い
て

は
、
そ
も
そ
も
「
入
院
勧
告
→
措
置
入
院
」
と
い
う
条
文
ど
お
り
の
手
間
を
か
け
て
い
て
は
感
染
症
ま
ん
延
に
お
っ
つ
か
な
い
し
、

あ
げ
く
の
果
て
に
病
床
が
満
杯
・
枯
渇
に
な
れ
ば
、
右
の
二
段
構
え
の
構
造
自
体
が
「
絵
に
か
い
た
餅
」
と
し
て
も
ろ
く
も
崩
れ
去

る
。
そ
こ
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時

0

0

0

0

0

0

0

の
病
床
不
足
・
病
床
枯
渇
を
乗
り
切
る
た
め
の
次
善
の
策
と
し
て
、
感
染
症
法
自
体
に
は
明
文
化
は

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
感
染
症
法
に
規
定
す
る
平
時
0

0

・
通
常
時
の
入
院
規
定

0

0

0

0

0

0

0

0

を
一
時
凍
結

0

0

0

0

し
て
、
入
院
患
者
を
重
病
者
に
限
定
し
、

そ
れ
以
外
の
者
の
自
宅
療
養
等
の
代
用
措
置
を
組
み
合
わ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
論
法
が
考
え
ら
れ
る
。
法
的
に
こ
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
た

め
に
は
、
感
染
症
法
を
改
正
し
て
、
入
院
勧
告
・
措
置
入
院
の
代
用
と
し
て
、
明
確
に
自
宅
療
養
や
宿
泊
療
養
を
文
言
化
す
る
）
2
の
（（（
（

か
、

又
は
特
別
法
に
よ
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
と
し
て
明
文
化
す
る
の
が
王
道
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
っ
と
も
入
院
勧
告
も
措
置
入
院
も
「
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
九
条
一
項
）「
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」（
同
条
三

項
）
と
知
事
へ
の
授
権
規
定
に
と
ど
ま
り
「
義
務
規
定
で
は
な
い
」
と
の
立
場）（（1
（

に
立
て
ば
、
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
大
袈
裟
な
話

0

0

0

0

0

で
は
な
く

0

0

0

0

、
た
と
え
入
院
勧
告
・
措
置
入
院
を
全
面
停
止
し
た
と
し
て
も
「
知
事
の
裁
量
権
の
範
囲
内

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
説
明
が
つ
き
、
法
の
規

定
と
運
用
と
の
落
差
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る）3
の
（（1
）（
2
の
（（1
）（
（（1
（

。
し
か
し
右
の
行
政
解
釈
は
、「
患
者
に
対
す
る
医
療
」
及
び
「
ま
ん
延
の
防
止
」

と
い
う
感
染
症
法
の
法
目
的
（
一
条
及
び
一
九
条
一
項
）
と
整
合
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
私
に
は
疑
問
が
残
る）（（1
（

。

④　

自
宅
療
養
等
の
代
用
措
置
の
成
功
の
鍵

　

二
〇
〇
七
年
専
門
家
会
議
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
イ
ン
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
④
）
は
、
第
三
段
階
で
「
重
症
者
の
み
が
入

院
の
対
象
」
と
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
入
院
の
優
先
順
位
を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（triage

）
は
「
発
熱
外
来
」
が
そ
の
任

に
あ
た
る
と
す
る）（（1
（

が
、
病
床
逼
迫
時
に
は
入
院
患
者
に
つ
い
て
再
度
の
ト
リ
ア
ー
ジ
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
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自
宅
療
養
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
も
っ
て
医
療
提
供
の
手
法
や
質
が
問
わ
れ
る
し
、
何
よ
り
も
自
宅
療
養
に
よ
る
「
家
庭
内
感

0

0

0

0

染0

」
が
危
惧
さ
れ
る
。
仮
に
家
庭
が
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
化
す
れ
ば
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
自
宅
療
養
と
い
う
実
に
皮

肉
な
結
果
を
招
来
す
る）（（0
（

。
こ
の
よ
う
な
自
宅
療
養
が
招
く
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
は
、
法
令
上
何
も
用
意
さ
れ
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
宅
療
養
者
に
対
す
る
適
切
な
医
療
ケ
ア

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
な
け
れ
ば
、「
棄
民
0

0

」
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

は
、（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
④
で
述
べ
た
よ
う
に
）
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
物
品
の
支
給
と
い
う

（
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者
と
の
接
触
者
に
対
す
る
四
四
条
の
三
第
四
項
の
よ
う
な
）
生
活
配
慮
の
視
点
も
不
可
欠
で
あ
る
。

⑤　

指
定
感
染
症
の
状
況
の
変
化
へ
の
対
応

　

話
題
は
が
ら
っ
と
変
わ
り
、
た
と
え
ば
指
定
感
染
症
と
し
て
指
定
さ
れ
た
感
染
症
に
つ
い
て
、
二
類
感
染
症
な
み
の
「
入
院
」
措

置
」
を
と
る
べ
く
政
令
で
準
用
規
定
に
織
り
込
ん
だ
も
の
の
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
よ
り
緩
や
か
な
措
置
で
十
分
な
こ
と
が
判

明
す
れ
ば
ど
う
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

論
理
的
に
考
え
ら
れ
る
第
一
の
対
応
は
、「
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
」
と
い
う
状
況
に
は
変
化
が
な
い
と
い
う
前
提
の

も
と
で
、
入
院
を
勧
告
（
二
六
条
に
よ
る
一
九
条
一
項
、
二
〇
条
一
項
）
し
て
も
相
手
方
が
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
に
、
入
院
措
置

（
二
六
条
に
よ
る
一
九
条
三
項
、
二
〇
条
三
項
）
を
講
じ
な
い
と
い
う
途
で
あ
る
。
感
染
症
法
は
、
一
類
感
染
症
は
文
字
通
り
原
則
入

院
だ
が
、
二
類
感
染
症
の
入
院
措
置
は
知
事
に
あ
る
程
度
裁
量
を
与
え
て
い
る
と
解
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
取
り
扱
い
に
違
和
感
は
な

い
。

　

第
二
の
対
応
は
、
そ
も
そ
も
当
該
感
染
症
患
者
の
入
院
が
「
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
」
で
な
く
な
り
、
入
院
措
置
を
伴

わ
な
い
三
類
感
染
症
へ
の
措
置
（
表
2
に
あ
る
よ
う
に
、
就
業
制
限
や
消
毒
措
置
等
）
に
格
下
げ
す
る
途
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
政
令

改
正
に
よ
っ
て
当
該
感
染
症
へ
の
準
用
規
定
の
う
ち
、
無
用
に
な
っ
た
措
置
の
規
定
を
外
す
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
対
応
は
、
三
類

感
染
症
な
み
の
措
置
す
ら
無
用
に
な
れ
ば
、
当
該
感
染
症
を
指
定
感
染
症
に
指
定
し
た
政
令
自
体
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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（
（22
）　

感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指
定
状
況
は
、
二
〇
一
九
年
四
月
一
日
現
在
、
第
一
に
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
四
医
療
機
関
合
計

一
〇
床
、
第
二
に
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
が
五
五
医
療
機
関
合
計
一
〇
三
床
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
う
ち
感
染
症
病

棟
を
有
す
る
も
の
が
三
五
一
医
療
機
関
一
七
七
五
八
病
床
、
結
核
病
床
（
稼
働
病
床
）
有
す
る
も
の
が
一
八
四
医
療
機
関
三
三
五
〇
二
床
、

結
核
患
者
収
容
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
指
定
医
療
機
関
九
九
医
療
機
関
四
三
六
床
、
第
三
に
結
核
指
定
医
療
機
関
（
結
核
患
者
に
対
す

る
適
切
な
医
療
［
通
院
医
療
］
を
担
当
さ
せ
る
医
療
機
関
）
が
一
三
六
六
〇
二
床
（
う
ち
病
院
八
二
〇
三
、
診
療
所
六
八
七
七
三
、
薬
局

五
九
六
二
六
）
で
あ
る
。http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou15/02-02.htm
l

（
（2（
）　

新
感
染
症
は
病
原
体
が
判
明
し
て
い
な
い
の
で
、
病
原
体
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
「
患
者
」
と
は
い
わ
ず
「
所
見
が

あ
る
者
」
と
い
う
。
厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
二
〇
八
頁
。
一
類
感
染
症
患
者
の
医
療
機
関
と
の
比
較
は
、
前
掲
註（
（20
）参
照
。

（
（21
）　

た
だ
し
「
結
核
病
床
に
つ
い
て
は
、
既
に
該
当
病
棟
で
行
わ
れ
て
い
る
必
要
な
結
核
医
療
を
維
持
し
、
な
お
空
床
の
数
が
多
い
等
か

ら
病
棟
の
転
用
が
可
能
な
病
床
に
つ
い
て
利
用
を
検
討
す
る
」
と
い
う
。
第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
前
掲
註（
211
）・

一
〇
一
頁
。

（
（21
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
同
右
・
一
〇
七
頁
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
療
を
行
わ
な
い
医
療
機
関
」

と
し
て
、
透
析
病
院
、
癌
セ
ン
タ
ー
を
例
示
す
る
。

（
（21
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
同
右
・
一
〇
一
頁
は
「
協
力
医
療
機
関
」
に
つ
い
て
「
陰
圧
病
室
等
に
限
定
せ
ず

…
…
他
の
病
室
等
へ
…
…
ウ
イ
ル
ス
が
流
出
し
な
い
よ
う
な
構
造
を
も
つ
病
室
」
の
存
在
を
想
定
し
、
同
右
・
一
〇
六
頁
は
「
一
般
患
者

と
物
理
的
に
離
し
、
感
染
症
法
対
策
に
十
分
配
慮
す
る
」「
患
者
の
重
篤
度
で
分
類
し
て
部
屋
を
分
け
る
な
ど
の
現
場
の
工
夫
が
必
要
」

と
述
べ
る
。

（
（21
）　

第
五
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
・
同
右
・
一
〇
八
頁
。

（
（21
の
2
）　

第
五
一
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
（
戸
部
真
澄
大
阪
経
済
大
学
教
授
と
中
山
ひ
と
み
弁
護
士
が
法
律
家
と
し
て
委

員
）・
資
料
1
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る
感
染
症
法
・
検
疫
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
一
〇
頁
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
入
院
勧
告
・
措
置
の
対
象
を
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
者
等
に
限
っ
た
上
で
、
そ
の
他
の
者
に
つ
い
て
は
、
宿
泊

療
養
・
自
宅
療
養
を
行
う
こ
と
を
法
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
す
る
」（
傍
点
引
用
者
。
二
〇
二
一
年
一
月
一
五
日
）http://w

w
w

.
m

hlw
.go.jp/stf/new

page-j-16087.htm
l

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
二
〇
二
一
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
等
の
一
部



51

わが国コロナ・パンデミック危機管理前史（二）

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
法
律
五
号
）
に
よ
る
感
染
症
法
の
一
部
改
正
で
は
、
真
正
面
か
ら
の
入
院
規
定
（
一
九
～
二
〇
条
、
二
六

条
）
の
改
正
で
は
な
く
、
も
と
も
と
は
感
染
の
疑
い
の
あ
る
者
が
居
宅
等
か
ら
外
出
し
な
い
と
の
協
力
規
定
で
あ
る
四
四
条
の
三
を
、

「
当
該
感
染
症
の
患
者
に
対
し
…
…
宿
泊
施
設
…
…
若
し
く
は
…
…
居
宅
」
か
ら
外
出
し
な
い
等
の
協
力
規
定
（
新
感
染
症
の
同
趣
旨
の

五
〇
条
の
二
も
同
様
に
改
正
）
に
変
身
さ
せ
た
。
あ
わ
せ
て
当
該
患
者
の
報
告
の
求
め
へ
の
応
諾
義
務
（
改
正
後
の
四
四
条
の
三
第
三
項

前
段
）
等
を
付
し
て
し
の
い
で
い
る
。
要
す
る
に
入
院
勧
告
の
対
象
者
を
法
解
釈
・
運
用
に
よ
っ
て
重
症
・
重
篤
者
に
絞
り
込
み
、
漏
れ

た
患
者
等
を
居
宅
又
は
宿
泊
施
設
に
と
ど
め
る
た
め
の
規
定
を
整
備
し
た
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
健
発
〇
二
〇
三
第
二
号
（
二
〇
二
一

年
二
月
三
日
付
）
各
都
道
府
県
知
事
・
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
宛
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
「
感
染
症
法
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
つ
い
て
」
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
「
現
行
の
宿
泊
療
養
・
自
宅
療
養
の
対
応
に
つ
い
て
、

改
め
て
感
染
症
法
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
」
と
胸
を
張
る
。http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/content/000733827.pdf

　

な
お
宿
泊
療
養
施
設
の
基
準
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
措
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関

係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
厚
生
労
働
省
省
令
二
四
号
）
二
条
に
よ
る
感
染
症
法
施
行
規
則
（
平
成
一
〇
厚
生
省
令
九
九

号
）
の
一
部
改
正
に
よ
る
新
設
の
二
三
条
の
七
に
規
定
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
「
居
室
に
つ
い
て
、
一
の
居
室
の
定
員
は
、
原
則
と
し
て

一
人
」（
同
条
一
号
）、「
宿
泊
療
養
者
の
滞
在
す
る
区
域
を
職
員
そ
の
他
の
者
が
作
業
を
行
う
区
域
か
ら
明
確
に
区
分
…
…
そ
の
他
の
感

染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」（
二
号
）、「
宿
泊
療
養
者
が
療
養
を
行
う
た
め
に
必
要
な

設
備
及
び
備
品
を
備
え
て
い
る
こ
と
」（
三
号
）、「
宿
泊
療
養
者
の
療
養
に
関
す
る
業
務
を
総
括
す
る
者
、
宿
泊
療
養
者
に
対
し
て
適
切

な
健
康
管
理
及
び
療
養
に
関
す
る
指
導
を
行
う
た
め
に
必
要
な
医
師
、
保
健
師
又
は
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
並
び
に
宿
泊
療
養
者

の
療
養
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
人
員
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」（
四
号
）、「
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
宿
泊
療
養
者
の
健
康

状
態
を
定
期
的
に
把
握
し
、
適
切
な
健
康
管
理
及
び
療
養
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
」（
五

号
）、「
宿
泊
療
養
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
、
そ
の
他
の
必
要
な
場
合
に
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
、

医
療
機
関
と
の
連
携
方
法
そ
の
他
の
急
変
時
等
の
場
合
に
お
け
る
必
要
な
措
置
を
定
め
て
い
る
こ
と
」（
六
号
）
と
、
あ
る
意
味
病
院
顔

負
け
の
高
水
準
の
基
準
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
適
合
す
る
宿
泊
施
設
は
決
し
て
多
く
は
な
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

（
（20
）　

本
稿
二
（
2
）
で
後
述
す
る
「
特
措
法
」
に
は
、
臨
時
の
医
療
施
設
（
同
法
四
八
条
）
及
び
土
地
の
使
用
に
関
す
る
規
定
（
四
九

条
）
が
存
在
す
る
。
本
稿
執
筆
時
（
二
〇
二
一
年
七
月
）
現
在
、
同
法
で
い
う
「
臨
時
の
医
療
施
設
」
が
設
置
さ
れ
た
話
を
耳
に
し
な
い
。
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（
（20
の
2
）　

前
註（
（21
の
2
）で
述
べ
た
二
〇
二
一
年
の
特
措
法
改
正
に
よ
っ
て
、「
臨
時
の
医
療
施
設
」
に
関
す
る
特
措
法
四
八
条
は
削
除

さ
れ
て
三
一
条
の
二
（
新
設
）
に
移
り
、
所
有
者
・
占
有
者
の
同
意
の
も
と
で
の
臨
時
の
医
療
施
設
の
た
め
の
土
地
等
の
使
用
は
、
四
九

条
一
項
を
削
除
し
て
三
一
条
の
三
（
新
設
）
に
、
所
有
者
・
占
有
者
が
不
同
意
か
所
在
不
明
の
と
き
は
、
従
前
の
四
九
条
二
項
の
み
を
生

か
し
四
九
条
本
文
と
さ
れ
た
。
寡
聞
に
し
て
こ
の
よ
う
な
面
倒
な
条
文
変
更
の
理
由
を
耳
に
し
な
い
。

（
（20
）　
「『
病
院
船
』
再
び
検
討
：
コ
ロ
ナ
で
機
運
、
来
春
報
告
書
」
二
〇
二
〇
年
四
月
一
二
日
付
時
事
ド
ッ
コ
ム　

http://w
w

w
.jiji.

com
/jc/article?k=2020041100285&

g=eco

（
（20
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
五
六
頁
表
「
感
染
症
予
防
法
の
対
象
と
な
る
疾
病
の
概
観
」。

（
（（2
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
一
三
～
一
一
四
頁
。

（
（（2
）　

第
五
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
・
前
掲
註（
211
）・
一
〇
一
、
一
〇
三
頁
。
一
〇
三
頁
は
「
患
者
が
…
…
入
院
に
同
意
し
な
い

場
合
」
と
項
目
立
て
を
し
な
が
ら
、
具
体
的
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。

（
（（（
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
〇
六
、
一
〇
八
頁
。

（
（（（
の
2
）　

前
註（
（21
の
2
）で
論
じ
た
よ
う
に
、
二
〇
二
一
年
法
改
正
は
、
自
宅
療
養
等
の
代
替
措
置
を
、
真
正
面
か
ら
位
置
付
け
た
も
の

と
は
解
せ
ら
れ
な
い
。

（
（（1
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
一
六
～
一
一
七
頁
。

（
（（1
）　

事
実
、
本
感
染
症

0

0

0

0

（CO
V

ID
-19

）
は
、
世
上
い
わ
れ
た
「
医
療
崩
壊
」
回
避
の
た
め
（
？
）、
ま
ず
も
っ
て
感
染
の
可
能
性
を
懸

念
す
る
者
の
医
療
機
関
で
の
受
診
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
者
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

厳
格
に
制
限
し
て
い
た

0

0

0

0

0

0

。
こ
の
文
脈
0

0

で
、
本
感
染
症
感
染
感
染
初
期
に
お

0

0

0

0

い
て
も

0

0

0

「
自
宅
療
養

0

0

0

0

」
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
ず
は
入
院
勧
告
の
対
象
と
な
ら
な
い
軽
症
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
宿
泊
療
養
の
対
象
0

0

と
し
て
お
い
て
、
宿
泊
施

設
の
受
入
れ
人
数
の
状
況
に
よ
っ
て
「
軽
症
者
等
が
外
出
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
自
宅
で
の
安
静
・
療
養
を
行
う
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
・
衛
生
主
管
部
（
局
）
宛
・
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部

発
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
軽
症
者
等
に
係
る
宿
泊
療
養
及
び
自
宅
療
養
の
対
象
並
び
に
自
治
体
に
お
け
る
対
応
に
向
け
た
準

備
に
つ
い
て
」
三
～
四
頁
（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
）。

　

そ
も
そ
も
が
入
院
勧
告
の
対
象
外
（
裾
切
り
）
の
者
だ
か
ら
、
本
稿
が
問
題
視
し
て
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
入
院
勧
告
（
対
象

者
）・
措
置
入
院
（
対
象
者
）
に
つ
い
て
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
時
の
話
で
は
な
く
、
次
元
が
異
な
る
話
で
あ
る
。
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と
は
い
え
、
流
行
初
期
段
階
か
ら
の
受
診
制
約
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
宿
泊
療
養
・
自
宅
療
養
に
よ
る
医
療
機
関
の
負
荷
軽
減
に
よ
り

「
医
療
崩
壊
」
回
避
に
先
手
を
打
つ
と
い
う
思
想
は
、
ま
か
り
ま
ち
が
え
ば
非
人
道
的
な
「
医
療
不
在
」
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
本
末
転

倒
に
な
り
か
ね
な
い
。

（
（（1
の
2
）　

前
註（
（（1
）に
関
連
し
て
、
井
伊
雅
子
「
医
療
体
制
と
コ
ス
ト
（
上
）・
コ
ロ
ナ
対
策
デ
ー
タ
基
盤
に
」
は
「［
二
〇
二
〇
年
二
月

～
六
月
］
全
体
と
し
て
の
［
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
等
の
］
医
療
機
関
の
逼
迫
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
あ
っ
た
と
し
て
も
局
地
的
・
部
分
的
な

逼
迫
」
と
い
う
分
析
結
果
を
述
べ
る
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
二
面
）。
し
か
し
こ
の
結
論
部
分
は
、
デ
ー
タ

分
析
と
い
う
科
学
的
体
裁
を
と
る
ま
で
も
な
く
、
人
為
的
医
療
制
限
の
実
態
か
ら
は
当
然
の
結
末
で
し
か
な
い
。
藤
原
淳
一
郎
「
近
況
報

告
・
追
伸
」
一
～
二
頁
（
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
日
）http://fujiw

arasem
inar.blogspot.com

/2020/12/2020121-i-
2020112312202026-perper.htm

l

参
照
。

（
（（1
の
3
）　

本
感
染
症
（CO

V
ID

-19
）
の
入
院
勧
告
・
措
置
対
象
者
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
二
四
日
以
降
、「
六
五
歳
以
上
の
者
、
呼

吸
器
疾
患
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
」
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
行
政
解
釈
は

0

0

0

0

0

、
入
院
勧
告

0

0

0

0

・
措
置
入
院

0

0

0

0

の
対
象
者
の
限
定

0

0

0

0

0

0

0

も
、
政
省
令
改
正
で
ま
か
な
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
健
発
一
〇
一
四
第
五
号
各
都
道
府
県
知

事
・
保
健
所
設
置
市
長
・
特
別
区
長
宛
・
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
発
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
法
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る

等
の
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
等
に
つ
い
て
（
施
行
通
知
）」（
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
一
四
日
）
参
照
。

（
（（1
）　

本
稿
は
感
染
症
法
の
条
文
の
構
造
が
入
院
勧
告
・
措
置
入
院
を
本
流
と
し
て
い
る
と
の
前
提
の
も
と
で
、
代
用
措
置
を
い
か
に
法
的

に
正
当
化
す
る
か
と
い
う
問
題
関
心
の
も
と
で
論
じ
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
本
稿
は
代
用
措
置
そ
の
も
の
の
当
否
・
妥

当
性
に
つ
い
て
価
値
判
断
を
下
す
も
の
で
は
な
い
。
後
者
の
点
で
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
当
時
、
米
国
の
「
病
院
収
容
」
に
つ
い
て
、
内
務

省
・
前
掲
註（
6
）・
九
三
～
九
四
頁
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
載
が
あ
り
、
参
考
に
な
ろ
う
（
句
読
点
は
引
用
者
加
筆
）。

　
「
理
論
と
し
て
は
凡
て
の
患
者
が
全
病
院
に
収
容
せ
ら
る
る
時
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
防
疫
上
最
も
便
利

0

0

0

0

0

0

0

な
る
べ
し
。
小
都
会
に
し
て
凡
て
の
患
者
を
迅

速
に
病
院
に
収
容
し
得
る
場
合
は
、
其
効
果
著
し
き
も
の
あ
る
べ
し
。
即
ち
凡
て
の
患
者
が
発
見
せ
ら
れ
、
他
に
伝
染
の
機
会
を
有
せ
ざ

る
以
前
に
病
院
に
収
容
せ
ら
る
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
流
行
を
阻
止
す
る
こ
と
に
効
果
な
し
。
一
般
に
家
庭
療
法
は

0

0

0

0

0

、
医
師
及
び
看
護
の
注
意

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
充
分
行
届
き
他
の
家
族
に
伝
染
の
危
険
な
き
場
合
に
於
て
望
ま
し
き
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
し
て
、
患
者
を
病
症
の
軽
重
を
問
は
ず
入
院
せ
し
め
る
こ

と
は
家
庭
療
法
を
以
て
右
の
注
意
の
行
き
届
か
ざ
る
時
に
限
り
効
果
あ
る
も
の
と
す
。
軽
症
者

0

0

0

も
全
部
病
院
に
収
容
す
る
こ
と
に
関
し
て



54

法学研究 95 巻 1 号（2022：1）

は
、
未
だ
第
二
次
的
疾
病
を
有
せ
ざ
り
し
も
の
が
病
院
に
於
て
他
の
患
者
に
接
す
る
が
為
め
に
感
染

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
と
の
反
対

生
じ
、
重
症
患
者

0

0

0

0

の
凡
て
を
入
院
せ
し
む
る
こ
と
は
之
れ
を
運
搬
す
る
こ
と
に
於
て
危
険
を
増
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
非
難
起
こ
る
べ
し
」。（
傍
点
引
用

者
）。

（
（（1
）　

第
五
回
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
部
会
・
前
掲
註（
211
）・
一
〇
六
頁
。

（
（（0
）　

各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別
区
・
衛
生
主
管
部
（
局
）
宛
・
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部

発
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
自
宅
療
養
を
行
う
場
合
の
患
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
及
び
自
宅
療
養
時
の
感
染
管
理
対
策

に
つ
い
て
」」（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
）
は
、
自
宅
療
養
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
同
居
者
の
感
染
管
理
も
含
め
て
、
医
療
面

に
言
及
は
し
て
い
る
。

Ｃ　

保
健
所
の
体
制

　

一
九
九
七
年
の
公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
報
告
書
（
本
稿
二
（
1
）（
イ
）
Ａ
）
は
、
保
健
所
を
「
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
中
核
的
機
関

0

0

0

0

0

0

と
し
て
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
管
内
に
お
け
る
感
染
症
患
者
の
発
生
状
況
の
把

握
と
対
策
の
立
案
、
管
内
感
染
症
情
報
の
一
元
的
把
握
と
い
っ
た
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
ま
た
…
…
保
健
所
長
そ
の
他
の
保
健
所
職

員
は
、
感
染
症
対
策
や
食
品
保
健
に
関
す
る
知
識
面
、
技
術
面
で
の
研
鑽
に
、
日
頃
か
ら
努
力
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」（
傍
点
引

用
者
）
と
記
し
て
い
た）（（0
（

。
翌
一
九
九
八
年
の
感
染
症
法
制
定
時
の
国
会
附
帯
決
議
で
も
、「
保
健
所
が
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
中
核
的
機
関

0

0

0

0

0

0

と
し
て
十
分
に
機
能
で
き
る
よ
う
、
そ
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と
」（
傍
点
引
用
者
。
参
議
院
国
民
福
祉
委
員
会
附
帯
決

議
第
五
項
）、「
地
域
衛
生
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
中
核
的
機
関

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
保
健
所
及
び
国
の
研
究
機
関

と
密
接
な
連
携
を
」（
傍
点
引
用
者
。
衆
議
院
厚
生
委
員
会
附
帯
決
議
第
四
項）

（（0
（

）
等
、
保
健
所
の
役
割
・
体
制
強
化
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
二
〇
〇
三
年
の
感
染
症
法
改
正
の
国
会
審
議
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ｂ
））
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
九
五
年
の
地
域
保
健
法
施
行
以
降
の
急
速
な
保
健
所
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
保
健
所
の
数
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
度
の
八
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五
二
か
所
を
ピ
ー
ク
に
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
度
以
降
五
〇
〇
か
所
を
割
込
み
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度
に
は
四
六
九

か
所
に
ま
で
減
少
し
て
い
る）2
の
（12
）（
（12
（

。
そ
の
裏
返
し
と
し
て
は
、
保
健
所
の
管
轄
が
よ
り
広
域
化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
単
な
る
保
健
所
の
設
置
件
数
だ
け
で
は
な
く
、
保
健
所
の
機
能
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
三
年
の
国
会
審
議
で
も
引
用
し

た
「
保
健
所
の
体
制
は
、
予
防
措
置
が
中
心
で
あ
る
」
と
の
坂
口
大
臣
の
答
弁
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ａ
（
ｂ
））
は
、
大
臣
自
身
が

医
師
で
あ
る
だ
け
に
問
題
の
核
心
を
突
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

右
の
よ
う
な
保
健
所
の
設
置
絶
対
数
の
減
少
、
そ
れ
に
と
も
な
う
人
員
削
減
、
平
時
に
お
い
て
日
常
的
に
保
健
所
が
果
た
し
て
い

る
役
割
を
考
え
る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
保
健
所
が
当
該
地
域
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
た
め
の
実
態
が
そ
な
わ
っ
て
お
ら
ず
、

改
善
が
急
が
れ
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な
印
象
で
あ
る
。

（
（（0
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
二
一
頁
。

（
（（0
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
七
〇
七
～
七
〇
八
、
七
〇
九
、
七
一
一
頁
に
収
録
。

（
（12
）　

全
国
保
健
所
長
会
「
保
健
所
設
置
数
・
推
移
」（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
四
日
）https://w

w
w

.phcd.jp/03/H
Csuii/

（
（12
の
2
）　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
疲
弊
す
る
保
健
所
：
保
健
所
の
統
合
・
再
編
の
ツ
ケ
が
」
ワ
タ
キ
ュ
ウ
メ
デ
ィ
カ
ル

ニ
ュ
ー
ス
六
七
七
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）https://w

w
w

.w
atakyu.jp/archives/8027　

三
原
岳
「
感
染
症
対
策
は
な
ぜ
見
落
と
さ

れ
て
き
た
の
か
：
保
健
所
を
中
心
と
し
た
歴
史
を
振
り
返
る
」
日
生
基
礎
研
究
所
レ
ポ
ー
ト
二
八
四
号
（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

https://w
w

w
.nli-reseach.co.jp/report/detail/id=65972?site=nli

Ｄ　

行
動
制
限
措
置

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
の
行
動
制
限
、
と
い
っ
て
も
感
染
者
の
就
業
制
限
、
措
置
入
院
を
除
く
そ
の
ほ
か
の
行
動
制
限
の
こ
と
で
あ
る
。

前
款
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
②
）
で
も
一
部
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
は
感
染
症
法
の
限
界

0

0

0

0

0

0

0

を
確
認
す
る
意
味
で
、
再
論
し
て

お
き
た
い
。
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（
ａ
）　

旧
伝
染
病
予
防
法
の
行
動
制
限
措
置
と
の
不
連
続
性

　
一
九
九
七
年
の
公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
報
告
書

0

0

0

0

0

0

0

（
以
下
「
小
委
報
告
書
」）
は
、
旧
伝
染
病
予
防
法
の

0

0

0

0

0

0

0

0

「
広
範
な
拡
大
予
防
措

0

0

0

0

0

0

0

0

置0

」
は
「
存
続
、
修
正
、
廃
止
と
…
…
整
理
す
る

0

0

0

0

必
要
が
あ
」
り
、
整
理
は
「（
1
）
新
し
い
法
制
度
が
的
確
に
感
染
症
の
拡
大
を

阻
止
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
と
、（
2
）
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
国
民
の
権
利
制
限
を
必
要
最
小
限
で
均

衡
の
と
れ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
請
と
を
両
立
さ
せ
る
」
べ
き
と
い
う
（
傍
点
引
用
者
）。

　
小
委
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「（
1
）
感
染
症
の
原
因
究
明
の
た
め
必
要
な
措
置
（
例
：
健
康
診
断
、
立
入
検
査
、
死
体
検
案
）、（
2
）

病
原
体
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
品
等
に
対
す
る
所
要
の
措
置
（
例
：
物
件
、
食
品
に
対
す
る
措
置
）、（
3
）
強
力
な
措

置
を
用
い
な
い
と
感
染
力
が
強
く
症
状
が
重
篤
と
な
る
感
染
症
の
発
生
・
拡
大
を
阻
止
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
一
定
の
措

置
（
例
：
水
の
使
用
停
止
、
建
物
に
対
す
る
措
置
）
に
つ
い
て
、
適
切
な
発
動
が
可
能
に
な
る
様
に
整
理
す
る
」
と
す
る）（23
（

。
裏
返
せ
ば
、

本
稿
の
問
題
意
識
に
あ
る
感
染
者
と
の
接
触
機
会
の
低
減

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
た
め
に
旧
伝
染
病
予
防
法
に
設
け
ら
れ
て
い
た
交
通
0

0

・
移
動
の
制
限

0

0

0

0

0

、

隔
離
（
八
条
、
一
九
条
一
項
二
号
）、
集
会
等
の
制
限

0

0

0

0

0

0

（
同
項
三
号
）
は
外
さ
れ
る

0

0

0

0

0

こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
必
要

な
交
通
0

0

・
移
動
の
制
限

0

0

0

0

0

、
集
会
等
の
制
限

0

0

0

0

0

0

の
二
つ
の
措
置
が
、
感
染
症
法
に
継
承
さ
れ
な
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

①　

交
通
・
移
動
の
制
限　

そ
の
1

　
旧
伝
染
病
予
防
法
八
条
（
以
下
「
旧
八
条
」
と
い
う
）
は
、
患
者
居
宅
等
及
び
患
者
等
に
つ
い
て
、「
都
道
府
県
衛
生
吏
員
又
ハ
検

疫
委
員
ニ
於
テ
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
一
定
ノ
日
時
間
伝
染
病
患
者
ア
リ
タ
ル
家
其
ノ
他
伝
染
病
毒
ニ
汚
染
シ
若
ハ
汚
染
ノ
疑
ア
ル

家
ノ
交
通
ヲ
遮
断

0

0

0

0

0

0

0

シ
又
ハ
病
毒
感
染
ノ
疑
ア
ル
者
ヲ
隔
離
所
其
ノ
他
適
当
ノ
場
所
ニ
隔
離
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」（
傍
点
引
用
者
）
と
規
定

し
た
。
右
後
段
の
「
隔
離
所
…
…
へ
の
」
隔
離
は
、
有
名
な
中
世
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
の
黒
死
病
（
ペ
ス
ト
）
流
行
時
の
隔
離
島）（2（
（

や
、

わ
が
国
で
も
一
九
〇
七
年
の
「
癩
予
防
に
関
す
る
件
」（
明
治
四
〇
法
律
一
一
号
）
に
始
ま
る
一
九
三
一
年
の
癩
予
防
法
（
昭
和
六
法

五
八
号
）
に
よ
る
「
絶
対
隔
離
」
の
不
幸
な
歴
史）（22
（

が
あ
っ
た
。
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一
九
九
七
年
の
小
委
報
告
書
は
、
患
者
・
感
染
者
を
社
会
か
ら
「
隔
離
」
し
て
切
り
離
す
の
で
は
な
く
、「
人
権
を
尊
重
し
、
差

別
や
偏
見
な
く
一
人
一
人
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
早
期
に
社
会
に
復
帰
で
き
る
等
の
健
康
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
権
利

等
に
配
慮
」
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
「
脱
」
伝
染
病
予
防
法
の
立
場）（11
（

な
の
で
、「
隔
離
」
概
念）（11
（

は
、
立
法
の
選
択
肢
と
し
て
は

論
外
で
あ
る
。

　

他
方
、
小
委
報
告
書
は
旧
八
条
前
段
の
交
通
制
限
に
つ
い
て
、「
患
者
の
入
院
、
家
屋
の
消
毒
等
に
よ
り
感
染
拡
大
の
効
果
が
あ

る
た
め
、
廃
止
し
て
差
し
支
え
な
い
」
と
し
て
い
た）（11
（

。
し
か
し
小
委
報
告
書
を
受
け
て
で
き
た
感
染
症
法
は
、
旧
八
条
の
「
交
通
遮

断
」
か
ら
入
院
・
消
毒
に
よ
っ
て
目
的
を
達
成
で
き
る
場
合
を
控
除
し
た
う
え
で
、「
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
又
は
汚
染
さ
れ
た
疑

い
が
あ
る
」
建
物
に
つ
い
て
、「
一
類
感
染
症

0

0

0

0

0

の
…
…
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
消
毒
0

0

に
よ
り
難
い
と
き

0

0

0

0

0

0

0

」
に
限
り
「
期
間
を
定
め
て
当
該
建
物
へ
の
立
入
り
を
制
限
し

0

0

0

0

0

0

0

、
又
は
禁
止

0

0

0

0

…
…
で
き
る
」（
傍
点
引
用
者
。
三
二

条
一
項
）
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
「［
立
入
り
制
限
・
禁
止
］
に
よ
っ
て
…
…
ま
ん
延
を
防
止
で
き
な
い
場
合
で
…
…
緊
急
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
限
り
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
建
物
に
つ
い
て
封
鎖
そ
の
他
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
に
必
要
な
措
置

0

0

0

0

0

を
）
（10
（

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
た
（
傍
点
引
用
者
。
同
条
二
項
）。
こ
の
よ
う
に
旧
八
条
と
比
べ
る

と
、
権
限
行
使
の
要
件
を
限
定
し
、
か
つ
措
置
を
二
段
構
え
に
し
て
お
り
、
よ
り
ソ
フ
ト
な
規
定
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

②　

交
通
・
移
動
の
制
限　

そ
の
2

　

旧
伝
染
病
予
防
法
一
九
条
一
項
柱
書
は
、「
都
道
府
県
知
事
ハ
伝
染
病
予
防
上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
」
左
ノ
事
項
ノ
全
部
又
ハ

一
部
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
、
こ
れ
を
受
け
た
同
項
二
号
は
、「
市
街
村
落
ノ
全
部
若
ハ
一
部
ノ
交
通
ヲ
遮
断

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

シ
又
ハ
人
民

ヲ
隔
離
ス
ル
コ
ト
」（
傍
点
引
用
者
、
以
下
「
旧
一
九
条
二
号
」
と
い
う
）
と
規
定
し
た
。
旧
八
条
と
同
様
に
後
段
の
「
隔
離
」
は
論
外

と
し
て
、
前
段
の
「
交
通
遮
断
」
は
感
染
症
法
に
引
き
継
が
れ
た
だ
ろ
う
か
。
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小
委
報
告
書
は
、「
極
め
て
大
規
模
の
感
染
症
の
集
団
発
生
［
は
］
…
…
現
代
の
公
衆
衛
生
水
準
を
考
慮
す
る
と
想
定
し
難
く

0

0

0

0

0

、

ま
た
0

0

、
社
会
的
に
認
め
が
た
い
措
置

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
し
て
、
旧
一
九
条
二
号
の
存
置
・
継
承
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
（
傍
点
引
用
者
。
本
稿
二

（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
②
）。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
感
染
症
法
は
要
件
・
効
果
両
面
か
ら
極
め
て
抑
制
し
、
旧
一
九
条
二
号
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
「
交
通
の
制
限
又
は
遮
断
」（
三
三
条
）
の
規
定
に
つ
く
り
か
え
た
。

　

ま
ず
要
件
で
あ
る
が
、
旧
一
九
条
二
号
の
「
伝
染
病
予
防
上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
」
か
ら
さ
ら
に
絞
り
を
か
け
、「
一
類
感
染
症

0

0

0

0

0

の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要

0

0

0

0

0

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
消
毒
に
よ
り
難
い
と
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
限
ら
れ
る
（
感
染

症
法
三
三
条
。
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
の
は
、
建
物
に
係
る
措
置
（
同
法
三
二
条
。
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｄ
（
ａ
）
②
）
と
同
様
で
あ
る
。

　

次
に
効
果
と
し
て
の
交
通
制
限
・
遮
断
に
つ
い
て
、
対
象
を
「
病
原
体
に
汚
染
さ
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

、
又
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
も
の
に

限
定
す
る
（
傍
点
引
用
者
。
同
法
三
三
条
）
の
も
先
の
建
物
に
係
る
措
置
（
同
法
三
二
条
）
と
同
様
で
あ
る
。

　

効
果
に
つ
い
て
は
二
つ
の
論
点
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
旧
一
九
条
二
号
が
「
市
街
村
落
ノ
全
部
若
ハ
一
部
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
感
染
症
法
は
、「［
汚
染
］
場
所
0

0

」（
傍
点

引
用
者
。
同
法
三
三
条
）
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
地
点
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
ど
の
程
度
の
面
的
広
が
り
を
も
っ
た
区
域
を
交
通
制

限
・
遮
断
の
「
場
所
」
と
し
て
想
定
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

二
〇
〇
七
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
大
都
市
で
は
実
施
が
難
し
い
の
で
、
人
口
密
度
が
低
く
交
通

遮
断
が
可
能
な
地
に
お
け
る
「
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
厳
格
な
人
の
移
動
制
限
ま
で
行
う
地
域
封
じ
込
め
」
を
提
唱
し
て
い
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
（
本
稿
二
（
1
）（
ハ
）
Ｄ
（
ａ
）
②
）
が
、
こ
れ
に
は
感
染
症
法
三
三
条
が
い
う
「
場
所
」
概
念
と
の
照
合
作
業

の
形
跡
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
翌
二
〇
〇
八
年
の
感
染
症
法
改
正
法
案
の
国
会
審
議
の
場
で
「
地
域
封
じ
込
め
」
の
可
能
性

の
質
問
に
対
す
る
政
府
答
弁
は
、
右
の
専
門
家
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
で
あ
り
、
あ
た
か
も
同
条
の
「
場
所
」
を
「
一
定
の

地
域
」
に
置
き
換
え
た
か
の
よ
う
な
答
弁
で
あ
る
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
（
ｄ
）
②
）。
右
の
政
府
答
弁
も
、
同
条
の
「
場
所
」
概
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念
の
文
理
解
釈
と
し
て
は
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
「
病
原
体
に
汚
染
」
と
い
う
同
条
の
要
件
か
ら
し
て
、
汚
染

「
場
所
」
と
し
て
広
域
的
な
「
一
定
の
地
域
」
を
外
延
に
含
め
解
釈
す
る
の
は
、
い
っ
そ
う
困
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
交
通
の
制
限
・
遮
断
に
は
「
七
二
時
間
以
内

0

0

0

0

0

0

の
期
間
を
定
め
て
」（
傍
点
引
用
者
。
同
条
）
と
い
う
厳
し
い
時
間
的
制
約

0

0

0

0

0

が
課
さ
れ
て
い
る
。
逐
条
書
は
「
消
毒
や
健
康
診
断
に
要
す
る
期
間
を
考
慮
」
し
た
と
い
う）（10
（

が
、
本
条
が
要
件
で
「
消
毒
に
よ
り
難

い
と
き
」
と
い
い
つ
つ
、
消
毒
に
要
す
る
期
間
を
持
ち
出
す
と
い
う
の
は
、
自
己
矛
盾
的
に
も
聞
こ
え
る
。
な
に
よ
り
七
二
時
間
で

は
、
当
該
感
染
症
の
潜
伏
期
間
に
は
到
底
及
ば
な
い
し
、
余
り
に
短
い
期
間
だ
か
ら
、
高
々
「
地
点
」
的
対
策
し
か
打
て
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
意
味
で
、
本
条
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
と
し
て
の
（
広
域
的
）
交
通
遮
断
に
は
到
底
な
り
得
な
い
と
い
う
し
か
な
い
。

③　

集
会
等
の
制
限

　

旧
伝
染
病
予
防
法
一
九
条
一
項
柱
書
「
都
道
府
県
知
事
ハ
伝
染
病
予
防
上
必
要
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
」
左
ノ
事
項
ノ
全
部
又
ハ
一
部

ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
に
続
く
同
項
三
号
は
、「
祭
礼
、
供
養
、
興
業
、
集
会
等
ノ
為
人
民
ノ
群
衆
ス
ル
コ
ト
ヲ
制
限
シ
若
ハ
禁

止
ス
ル
コ
ト
」（
以
下
「
旧
一
九
条
三
号
」
と
い
う
）
と
規
定
し
た
。

　

一
九
九
七
年
の
小
委
報
告
書
は
、
右
の
旧
一
九
条
三
号
に
つ
い
て
、「
人
権
の
制
限
が
強
く

0

0

0

0

0

0

0

0

、
ま
た
、
国
民
の
健
康
0

0

・
衛
生
意
識

0

0

0

0

の
向
上

0

0

0

に
よ
り
、
情
報
の
提
供

0

0

0

0

0

・
公
開
に
よ
り

0

0

0

0

0

、
同
様
の
効
果
が
期
待

0

0

0

0

0

0

0

0

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
廃
止
し
て
差
し
支
え
な

い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
断
じ
た）（10
（

。

　

ま
ず
人
権
制
約
面
で
み
る
と
、
仮
に
旧
一
九
条
三
号
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
れ
ば
、「
信
教
の
自
由
」（
憲
法
二
〇
条
）、「
集
会
…
…

［
等
の
］
表
現
の
自
由
」（
同
二
一
条
）、「
営
業
の
自
由
（
同
二
二
条
一
項
）
等
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
し
感
染
症
ま
ん
延

防
止
と
い
う
「
公
共
の
福
祉
」
の
要
請
に
よ
っ
て
両
者
の
調
和
点
を
み
つ
け
る
こ
と
は
お
よ
そ
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
。

　

他
方
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
と
し
て
、
小
委
が
い
う
よ
う
な
「
情
報
提
供
」
に
よ
る
行
動
「
自
粛
」
だ
け
で
目
的
を
達
成
で
き
る

と
み
る
の
は
、
余
り
に
性
善
説
に
立
つ
楽
観
的
過
ぎ
る
見
解
で
あ
ろ
う
。「
世
の
常
」
と
し
て
、
お
よ
そ
こ
の
種
の
立
法
作
業
に
際
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し
て
は
、
性
悪
説
に
立
つ
な
ん
ら
か
の
仕
掛
け
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
法
が
集
会
等
の
制
限
を
い
っ
さ
い
念
頭
に
お
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
同
法
だ
け
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
（12
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
四
～
一
五
頁
。

（
（1（
）　
「
ベ
ネ
チ
ア
で
ペ
ス
ト
患
者
の
集
団
墓
地
を
発
見
」
二
〇
〇
七
年
八
月
二
九
日
付N

ational�Geographic

日
本
版
サ
イ
トhttps//

natgeo.nikkeibp.co.jp/nng/article/new
s/14/46/

（
（11
）　

わ
が
国
で
「
ハ
ン
セ
ン
病
」
と
い
え
ば
古
く
は
光
明
皇
后
の
逸
話
の
ほ
か
、
一
九
世
紀
末
に
キ
リ
ス
ト
教
神
父
・
宣
教
師
に
よ
る
病

院
の
設
立
等
の
宗
教
関
係
者
の
存
在
が
あ
っ
た
。
厚
生
労
働
省
「
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
主
な
出
来
事
」（
以
下
「
出
来
事
」
と
い
う
）

一
頁https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/houdou/2003/01/h0131-5/dekigoto.htm
l

、
公
益
社
団
法
人
好
善
社
「
好
善
社
の
歩
み
」
三
頁

https://kouzensha.org/history.htm
l

参
照
。
私
事
に
わ
た
る
が
、
学
生
時
代
た
ま
た
ま
藤
原
偉
作
好
善
社
理
事
長
（
当
時
）
と
知

り
合
い
、
理
事
長
に
塾
・
福
音
キ
リ
ス
ト
者
学
生
会
（
Ｋ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
）
で
の
講
演
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

法
令
上
ハ
ン
セ
ン
病
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
「
癩
予
防
に
関
す
る
件
」
が
最
初
で
、
一
九
三
一
（
昭

和
六
）
年
癩
予
防
法
が
、
医
学
的
根
拠
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
隔
離
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
「
一
九

三
一
年
の
『
癩
予
防
法
』
―
強
制
隔
離
の
強
化
拡
大
の
理
由
と
責
任
」
七
四
頁https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/topics/bukyoku/
kenkou/kansen/kanren/dl/4a12.pdf

　

同
法
は
、
一
九
五
三
年
「
ら
い
予
防
法
」
と
改
題
さ
れ
た
（
昭
和
二
八
法
律
二
一
四
号
）。
国
立
療
養
所
へ
の
入
所
は
、「
勧
奨
」「
入

所
（
命
令
）」
の
二
段
構
え
で
は
あ
る
（
同
法
六
条
）
が
、
厚
生
労
働
省
・
出
来
事
・
一
頁
に
よ
れ
ば
「『
強
制
隔
離
』
…
…
は
そ
の
ま

ま
」
残
存
し
た
。
な
お
同
法
は
、
一
九
九
六
年
に
廃
止
さ
れ
た
（
平
成
八
法
律
二
八
号
）。

（
（11
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
四
頁
。
旧
伝
染
病
予
防
法
の
「
隔
離
」
に
つ
い
て
、
安
原
美
王
麿
「
急
性
伝
染
病
の

推
移
と
伝
染
病
予
防
法
の
再
検
討
」
日
本
伝
染
病
学
会
雑
誌
四
三
巻
五
号
九
一
、
一
〇
一
頁
（
一
九
六
九
）
は
、「
現
今
伝
染
病
予
防
の

三
大
原
則
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
1
）
伝
染
病
の
伝
染
源
を
除
去
す
る
か
ま
た
は
隔
離
0

0

す
る
こ
と
、
2
）
経
路
を
遮
断
す
る
こ
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と
、
3
）
感
受
性
の
あ
る
も
の
の
特
異
的
お
よ
び
非
特
異
的
抵
抗
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
…
…
［
同
法
制
定
当

時
］
第
2
、
第
3
の
方
法
で
伝
染
病
を
予
防
す
る
確
実
な
方
法
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
第
1
の
［
強
制
隔
離
と
い
う
］
方
法
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
が
「
新
憲
法
施
行
の
時
代
に
は
憲
法
違
反
の
疑
い
、
ま
た
は
精
神
に
反
す
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ

う
か
」（
傍
点
引
用
者
）
と
述
べ
る
。

（
（11
）　

話
は
か
わ
り
ヒ
ト
で
は
な
く
家
畜
の
話
で
は
あ
る
が
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
は
「
隔
離
」
の
規
定
が
い
ま
な
お
存
在
す
る
。
家
畜

の
所
有
者
は
、
伝
染
病
に
感
染
し
た
又
は
感
染
の
疑
い
の
あ
る
「
患
畜
又
は
疑
似
患
畜
…
…
を
隔
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
法
一

四
条
一
項
本
文
）。
そ
し
て
こ
こ
で
い
う
隔
離
は
、「
患
畜
及
び
疑
似
患
畜
を
遠
ざ
け
て
飼
養
し
、
あ
わ
せ
て
当
該
疾
病
の
病
原
体
の
散
逸

を
防
止
し
得
る
よ
う
な
状
況
下
に
当
該
家
畜
を
置
く
こ
と
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
伝
染
病
予
防
法
研
究
会
・
前
掲
註（
19
）・
一
四

〇
頁
。

（
（11
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
五
頁
。

（
（10
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
五
四
頁
は
、
こ
の
「
封
鎖
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
」
に
は
、
木
造
建
築
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
「
建
物
の
焼
却
等
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
建
物
を
焼
却
で
き
れ
ば
感
染
対
策
と
し
て
は
お
そ
ら
く
完
璧
で
は
あ
ろ
う
が
、

「
政
令
で
定
め
る
基
準
」
と
し
て
、「
緊
急
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
で
き
る
限
り
現
状
回
復
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
方
法
で
行
う

こ
と
」（
感
染
症
法
施
行
令
（
平
成
一
〇
政
令
四
二
〇
号
）
八
条
二
号
）
と
あ
る
の
で
、
こ
の
規
定
と
の
整
合
性
に
疑
問
が
生
じ
る
。
ま

た
消
防
法
の
破
壊
消
防
（
消
防
法
二
九
条
）
の
よ
う
な
損
失
補
償
の
要
否
に
関
す
る
特
段
の
定
め
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。
一
類
感
染
症

病
原
体
に
よ
る
汚
染
建
物
は
、
一
種
の
「
警
察
責
任
」
と
し
て
、
焼
却
さ
れ
て
も
無
補
償
と
突
っ
ぱ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
（10
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1
）・
一
五
五
頁
。

　

な
お
家
畜
伝
染
病
予
防
法
も
通
行
制
限
・
遮
断
の
規
定
に
お
い
て
「
七
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
」
と
の
制
約
を
課
し
て
い
る
。
同

法
の
逐
条
書
は
、
こ
の
七
二
時
間
に
つ
い
て
「
防
疫
上
は
で
き
る
限
り
長
時
間
の
通
行
制
限
等
を
行
え
る
こ
と
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
通
行
制
限
等
が
地
域
社
会
の
生
活
、
経
済
等
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
勘
案
し
、
道
路
等
を
介
し
て
病
原
体
が
拡
散
す
る
の

を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
最
小
限
の
初
動
防
疫
措
置
を
完
了
さ
せ
る
期
間
」
で
あ
る
が
、「（
病
原
体
を
撲
滅
さ
せ
る
消
毒
に
つ
い
て
は
、

こ
の
七
二
時
間
以
内
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
）」
と
説
明
し
て
い
る
。
家
畜
伝
染
病
予
防
法
研
究
会
・
前
掲
註（
19
）・

一
四
五
頁
。
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家
畜
伝
染
病
予
防
法
と
の
対
比
で
感
染
症
法
を
考
え
る
と
、
七
二
時
間
と
い
う
の
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
と
し
て
は
余
り
に
も
短
す
ぎ
る

と
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
（10
）　

公
衆
衛
生
審
議
会
小
委
員
会
・
前
掲
註（
22
）・
一
六
頁
。

（
ｂ
）　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
時
の
対
応
（
一
九
一
八
年
～
）

　

わ
が
国
に
お
け
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
先
例
と
し
て
は
、「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
呼
ば
れ
る
「
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が

あ
り
、
第
一
波
が
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
三
月
か
ら
初
夏
、
第
二
波
が
同
年
秋
～
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
春
（「
前
流
行
」）、
第

三
波
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
暮
～
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
（「
後
流
行
」）
で
あ
っ
た）（12
（

。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
当
時
と
現
在
と
で

は
、
衛
生
・
栄
養
状
況
、
医
学
等
の
進
歩
等
の
反
面
、
航
空
機
等
交
通
・
輸
送
手
段
の
格
段
の
発
達
に
よ
り
「
地
球
が
狭
く
な
っ

た
」
こ
と
に
よ
る
加
速
的
感
染
拡
大
リ
ス
ク
の
増
大）（12
（

の
両
面
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
の
変
化
を
割
り

引
い
た
と
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
時
の
対
応
を
分
析
す
る
こ
と
に
、
そ
れ
な
り
の
意
味
は
あ
ろ
う
。

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
当
時
は
ウ
イ
ル
ス
概
念
は
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
細
菌
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
年
に
な
っ
て
病
原
体
が
Ａ
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ウ
イ
ル
ス
の
う
ち
「
Ｈ
1
Ｎ
1
」
と
い
う
亜
型
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る）（1（
（

。
こ
の
た
め
「
流
行
に
対
し
て
、

ど
の
国
も
手
の
打
ち
よ
う
が
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
患
者
の
隔
離
、
肺
炎
・
気
管
支
炎
等
の
合
併
症
の
手
当
て
を
行
う
程
度）（11
（

」
と
か
、

「
公
衆
衛
生
的
な
対
策
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た）（11
（

」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
前
提
に
、
以
下
、
わ
が
国
の
対
応
、
米

国
で
の
分
析
結
果
と
い
う
順
で
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①　

わ
が
国
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
応
―
―
そ
の
1
・
当
時
の
対
応

　

肝
心
の
わ
が
国
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
応
を
記
録
す
る
資
料
が
、
手
元
に
は
極
め
て
乏
し
い
。
そ
も
そ
も
が
故
・
速
水
教
授
が
二
〇

〇
五
年
一
二
月
時
点
で
「
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
そ
れ
を
タ
イ
ト
ル
に
し
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た
一
冊
の
著
書
も
な
く
、
論
文
す
ら
ご
く
少
数
あ
る
に
す
ぎ
な
い）（11
（

」
と
嘆
か
れ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
私
自
身
、
二
〇
二
〇
年
一
月
中

旬
以
降
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
予
防
の
た
め
「
巣
ご
も
り
生
活
」
を
続
け
て
お
り
、
図
書
館
等
に
資
料
収
集
に
出
掛
け
ら
れ
な

い
た
め
、
限
ら
れ
た
資
料
を
も
と
に
せ
ざ
る
を
得
な
い）2
の
（11
（

。

　

当
時
の
記
録
と
し
て
、
た
と
え
ば
福
岡
日
々
新
聞
に
よ
れ
ば
、
福
岡
県
は
学
校
の
運
動
会
や
修
学
旅
行
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
通
知

し
た
（
一
九
一
八
年
一
〇
月
三
〇
日
付
）。
ま
た
谷
口
留
五
郎
福
岡
県
知
事
が
予
防
の
た
め
に
注
意
喚
起
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
内
容

は
「
他
人
と
談
話
を
為な

す
時
は
四
尺
（
一
・
二
メ
ー
ト
ル
）
以
上
を
隔
て
、
又
は
『
マ
ス
ケ
』（
マ
ス
ク
）
を
用
い
、
自
分
が
咳が
い

嗽そ
う

（
せ
き
）、
噴く
し
や
み嚔

を
為
す
と
き
は
布
片
を
以
て
鼻
、
口
を
覆
う
べ
し
」、「
宿
屋
汽
車
汽
船
等
に
於
て
往
々
伝
染
す
る
こ
と
も
あ
る
を
以も
つ

て
本
病
流
行
中
は
止や

む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
は
可な
る

成べ
く

旅
行
を
見
あ
わ
す
様
努
む
べ
し
」
と
の
旅
行
自
粛

0

0

0

0

、「
多
人
数
集
合
の
場
所
は

病
毒
伝
播
の
危
険
多
き
を
以も
つ

て
止や

む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
は
立
ち
寄
ら
ざ
る
を
安
全
な
り
と
す
」
と
の
不
要
不
急
の
集
会
の
自
粛

0

0

0

0

0

等

で
あ
る
（
同
年
一
一
月
八
日
付
））

2
の
（11
）（
（11
（

。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
応
と
し
て
学
校
の
休
校
措
置
は
、
福
岡
県
以
外
で
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た）（10
（

。

　

ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
に
よ
り
、
た
と
え
ば
北
陸
の
人
口
約
一
千
人
の
山
間
部
の
村
で
九
七
〇
名
が
罹
患
し
七
〇
名
が
死
亡
、
七
〇

名
が
瀕
死
で
「
感
冒
の
た
め
、
一
村
全
滅）（10
（

」
と
報
じ
ら
れ
た
り
、
第
二
波
で
主
要
都
市
の
な
か
で
京
阪
神
三
市
が
「
高
死
亡
率
の

ト
ッ
プ
を
競
い
［
合
い
］
…
…
最
大
の
被
害
地
」
で
、
第
三
波
で
も
京
阪
神
地
方
は
「
最
大
の
死
亡
者
を
出
し
た
地
域）（10
（

」
で
あ
っ
た
。

戦
後
「
戦
前
の
政
府
は
強
権
的
」
と
い
う
悪
の
イ
メ
ー
ジ
を
教
育
現
場
で
刷
り
込
ま
れ
た
年
代
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
地
域
に
は
当

然
の
こ
と
と
し
て
交
通
遮
断
な
い
し
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
措
置
が
と
ら
れ
た
と
思
い
込
み
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
ら
の
形
跡
を
文
献
上

確
認
で
き
な
い）2
の
（12
）（
（12
（

。
さ
ら
に
興
業
・
集
会
等
に
つ
い
て
み
る
と
、「
各
地
で
の
集
会
、
興
業
、
力
士
の
巡
業
、
活
劇
な
ど
は
続
々
中
止

か
、
ま
た
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る）（12
（

が
、
速
水
教
授
は
、「
興
業
の
閉
鎖
は
［
外
地
の
］
関マ

マ
東
州
だ
け
で
」「
日

本
で
は
、
劇
場
0

0

、
映
画
館
等
の
閉
鎖
は
遂
に
行
わ
れ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
「
神
仏
に
救
い
を
求
め
て
殺

到
す
る
満
員
電
車
の
乗
客
に
は
、
車
内
で
罹
患
の
危
険
性
が
非
常
に
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
規
制
も
加
え
ら
れ
な
か
っ
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た
」
と
い
う）2
の
（1（
）（
（1（
（

。

　

速
水
教
授
に
よ
れ
ば
、
病
原
体
も
治
療
法
も
不
明
な
ま
ま
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
対
し
て
政
府
や
自
治
体
が
講
じ
た
策
は
、「
予
防

ワ
ク
チ
ン）（11
（

の
注
射
を
勧
め
、
通
告
を
出
し
て
、
マ
ス
ク
の
使
用
、
う
が
い
や
手
洗
い
の
励
行
、
人
ご
み
を
さ
け
る
こ
と
な
ど
を
、
繰

り
返
し
促
」
す
一
方
「
小
学
校
や
中
等
学
校
で
は
、
罹
患
者
が
出
れ
ば
休
校
と
な
っ
た
」。
そ
し
て
「
鉄
道
や
通
信
は
人
手
不
足
で

機
能
を
低
下
さ
せ
た
が
、
全
面
ス
ト
ッ
プ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
何
と
か
や
り
く
り
し
て
、
最
悪
の
事
態
を
回
避
し
た
」
と
い
う）（11
（

。

②　

わ
が
国
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
応
―
―
そ
の
2
・
旧
伝
染
病
予
防
法
を
使
え
た
か
？

　

旧
伝
染
病
予
防
法
に
は
、
患
者
の
措
置
入
院
（
七
条
）、
患
者
居
宅
周
辺
の
消
毒
（
五
条
）・
交
通
閉
鎖
（
八
条
）
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
交
通
遮
断
（
一
九
条
一
項
二
号
）、
興
業
・
集
会
等
の
制
限
・
禁
止
（
同
項
三
号
）
の
措
置
も
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
（
本

稿
（
ａ
）
①
～
③
で
）
既
述
し
た
。
極
め
て
初
歩
的
な
疑
問
と
し
て
、
そ
れ
で
は
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
時
に
、
右
の
交
通
遮
断
、
興

業
・
集
会
等
の
制
限
・
禁
止
等
の
措
置
が
発
動
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、「
伝
家
の
宝
刀
」
と
し
て
床
の
間
に
飾
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
の

か
、
そ
れ
と
も
旧
伝
染
病
予
防
法
を
使
う
こ
と
が
法
的
に
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

　

右
の
疑
問
へ
の
回
答
は
、
極
め
て
単
純
な
も
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
旧
伝
染
病
予
防
法）（11
（

は
、
コ
レ
ラ
、
天
然
痘
、
ペ
ス
ト
等
の
限
定
列
記
さ
れ
た
一
〇
な
い
し
一
一
の
「
法
定
伝
染
病

0

0

0

0

0

」

（
一
条
一
項

）
2
の
（11
）（
（11
（

）
と
、
主
務
大
臣
の
指
定
に
よ
る
「
指
定
伝
染
病

0

0

0

0

0

」（
同
条
二
項）

（10
（

）
を
対
象）（10
（

に
し
て
い
た
。
未
知
の
流
行
性
感
冒
で
あ
る

ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
も
と
よ
り
法
定
伝
染
病
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
主
務
大
臣
が
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
「
指
定
伝
染
病
」
に
指

定
す
る
か
、
ま
た
は
知
事
が
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
「［
一
条
］
第
二
項
ノ
規
定
ニ
ヨ
リ
予
防
方
法
ヲ
施
行
ス
ル
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
伝

染
病
発
生
」
と
し
て
「
此
ノ
法
律
中
其
ノ
適
用
ス
ベ
キ
規
定
及
此
ノ
法
律
ヲ
適
用
ス
ベ
キ
地
域
ニ
関
ス
ル
意
見
ヲ
付
シ
…
…
大
臣
ニ

報
告
」（
同
条
四
項
）
と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
に
よ
っ
て
、
同
法
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
規
定
を
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
適
用
す
る

し
か
途
が
な
い
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
指
定
伝
染
病
等
の
道
筋
を
立
て
た
形
跡
は
ど
う
や
ら
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
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し
て
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
対
し
て
同
法
の
強
権
的
規
定
を
用
い
る
現
実
的
な
必
要
性
の
有
無
、
有
用
性
・
有
効
性
の
有
無
を
不
問
に

付
し
て
、
そ
も
そ
も
が
ス
ペ
イ
ン
風
邪
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
旧
伝
染
病
予
防
法
上
の
強
権
的
措
置
を
法
的
に
発
動
で
き
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
っ
た

0

0

0

の
で
あ
る）（10
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
な
り
自
治
体
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
対
応
は
、
少
な
く
と
も
旧
伝
染
病
予
防
法
上
の
措
置
を
用
い
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
ば
学
校
休
校
措
置
に
つ
い
て
は
教
育
［
行
政
］
法
の
領
域
の
話
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
他
の
法
令
（
緊

急
勅
令
を
含
む
）
に
よ
る
何
ら
か
の
措
置
の
存
在
の
論
理
的
可
能
性
ま
で
も
全
面
的
に
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

　

最
後
に
た
と
え
ば
興
業
・
集
会
に
つ
い
て
、
旧
伝
染
病
予
防
法
な
り
別
法
令
に
よ
る
行
動
規
制
に
至
ら
ず
に
「
自
粛
」
要
請
に
と

ど
ま
っ
た
と
し
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行
の
第
一
次
大
戦
下
の
頃
の
時
代
背
景
か
ら
し
て
、
今
以
上
に
「
世
間
の
目
」「
社
会
の

目
」
か
ら
の
「
し
め
つ
け
」
が
存
在
し
た
可
能
性
を
想
定
で
き
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
当
時
（
大
正

年
間
）
の
「
自
粛
要
請
」
が
、
二
一
世
紀
の
時
点
（
令
和
年
間
）
で
の
自
粛
要
請
と
比
べ
る
と
、
根
本
的
に
そ
の
意
味
合
い
や
果
た

す
役
割
が
異
る
可
能
性
が
あ
る
気
が
し
な
く
も
な
い
。

（
（12
）　

速
水
・
前
掲
註（
6
）・
九
八
頁
に
よ
れ
ば
、
当
時
第
二
波
を
前
流
行
、
第
三
波
を
後
流
行
と
呼
ん
だ
と
い
う
。

（
（12
）　

も
っ
と
も
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
世
界
的
流
行
に
は
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
人
の
大
量
移
動
が
遠
因
と
な
っ
て
い
る
。
加
藤
・
前
掲
註

（
5
）・
一
三
九
～
一
四
〇
頁
参
照
。

（
（1（
）　

速
水
・
前
掲
註（
6
）・
二
五
、
四
三
三
～
四
三
五
頁
、
川
名
明
彦
「
過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
『
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
後
半
）』」
二
頁
（
二
〇
一
八
）https://w

w
w

.cas.bo.jp/jp/influenza/kako_02.htm
l　

後
者
川
名
論
文
は
、
岡
部
信
彦
・
和

田
耕
治
編
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
日
本
は
い
か
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
か
』
八
二
、
九
二
～
九
三
頁
（
南
山
堂
、
二

〇
二
〇
）
に
再
録
。

（
（11
）　

速
水
・
前
掲
註（
6
）・
三
〇
頁
。

（
（11
）　

加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
一
四
一
頁
。
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（
（11
）　

速
水
・
前
掲
註（
6
）・
一
四
、
四
四
四
頁
、
前
田
裕
之
「『
ス
ペ
イ
ン
風
邪
か
ら
学
ば
な
か
っ
た
』
歴
史
人
口
学
者
の
警
鐘
」
二
〇

二
〇
年
三
月
二
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
ブ
ッ
ク
・
活
字
の
海https://style.nikkei.com
/article/DGXKZO57320540X20C20A

3M
Y5000/

（
（11
の
2
）　

仁
科
幸
一
「
大
正
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
―
ス
ペ
イ
ン
風
邪
顛
末
記
」
み
ず
ほ
情
報
総
研
レ
ポ
ー
ト
二
一
号
一
九
頁
註
二
二
（
二
〇

二
一
）https://w

w
w

.m
izuho-ir.co.jp/publication/report/2021/m

hir21_pandem
ic_01.htm

l

に
よ
れ
ば
、「
雑
誌
が
ス
ペ
イ
ン

風
邪
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
か
さ
ぐ
る
べ
く
、
国
会
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
中
央
公
論
』『
婦
人
公
論
』『
雄
弁
』、
東
京
朝
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
雑
誌
広
告
を
検
索
し
た
」
が
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
記
事
に
し
た
雑
誌
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

（
（11
）　

第
二
波
の
福
岡
県
に
つ
い
て
、
速
水
・
前
掲
註（
6
）・
一
〇
九
～
一
一
一
頁
に
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
坂
本
信
博
・
福
間
慎
一
「
正

し
か
っ
た
？
新
型
コ
ロ
ナ
で
休
校
、
一
〇
〇
年
前
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
報
道
は
…
…
」
西
日
本
新
聞
（
二
〇
二
〇
年
三
月
一
〇
日
）
三
～

四
頁https://w

w
w

.nishinippon.co.jp/item
/n/590746/

に
よ
る
。
知
事
の
注
意
喚
起
報
道
に
つ
い
て
、
速
水
・
一
一
一
頁
の
要
約

「
マ
ス
ク
の
使
用
を
薦
め
る
以
外
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
罹
患
者
の
別
室
隔
離
、
人
ご
み
へ
の
外
出
制
限
と
い
っ
た
方
策
に
と
ど
ま
っ
た
」

と
比
較
さ
れ
た
い
。

（
（11
の
2
）　

第
二
波
の
鹿
児
島
県
に
つ
い
て
、
速
水
・
前
掲
註（
6
）・
一
一
六
～
一
一
七
頁
の
ほ
か
、
当
時
の
鹿
児
島
新
聞
及
び
鹿
児
島
朝

日
新
聞
記
事
を
も
と
に
し
た
「
忘
れ
ら
れ
た
厄
災
・
ス
ペ
イ
ン
風
邪
・
鹿
児
島
の
新
聞
か
ら
①
～
⑤
完
」（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日

～
同
年
一
二
月
四
日
『
南
日
本
新
聞
』
連
載
）https://373new

s.com
/_new

s/?storyid=129202;129287;129356;129414;129495

に
詳
し
い
。

（
（10
）　

た
と
え
ば
速
水
・
前
掲
註（
6
）・
一
〇
三
、
一
四
八
、
一
六
二
、
一
九
〇
、
一
九
二
、
一
九
八
、
四
三
二
頁
等
。

（
（10
）　

速
水
・
同
右
・
一
四
六
頁
写
真
。

（
（10
）　

速
水
・
同
右
・
一
二
五
、
一
九
四
頁
。

（
（12
）　

感
染
症
に
よ
る
地
域
の
閉
鎖
は
、
韓
国
一
六
世
紀
時
代
劇
ド
ラ
マ
「
許
浚
（
邦
題
「
ホ
ジ
ュ
ン
・
宮
廷
医
官
へ
の
道T

he�
Legendary�D

octor�:�H
ur�Jun

）」（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
）
で
は
瘟
疫
に
よ
る
村
及
び
周
辺
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
閉
鎖
、

「
大
長
今
（
邦
題
「
チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
）」（
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
）
で
は
腐
っ
た
野
菜
に
よ
る
集
団
食
中
毒
を
疫
病
と
誤
り
村
の
閉

鎖
、「
獄
中
花
（
邦
題
「
オ
ク
ニ
ョ
・
運
命
の
女
）」（
完
全
創
作
ド
ラ
マ
。
二
〇
一
六
）
で
は
陰
謀
に
よ
る
偽
疫
病
で
の
村
の
閉
鎖
が
描

か
れ
て
い
る
。
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（
（12
の
2
）　

江
戸
時
代
の
痘
瘡
流
行
時
の
極
端
な
例
で
あ
る
が
、「
大
村
藩
の
隔
離
は
、
病
人
を
山
中
の
小
屋
に
放
置
す
る
『
棄
民
』
に
近

い
も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
。
磯
田
道
史
『
感
染
症
の
日
本
史
』
八
八
頁
（
文
春
新
書
、
二
〇
二
〇
）。

（
（12
）　

古
谷
経
衡
「
日
本
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
い
か
に
乗
り
越
え
た
か
。
一
〇
〇
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
・
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
教
訓
」（
二

〇
二
〇
年
二
月
二
八
日
）https://new

s.yahoo.co.jp/byline/furuyatsunehire/20200228-00165191/

（
（1（
）　

速
水
・
前
掲
註（
6
）・
四
三
三
、
一
六
三
頁
。

（
（1（
の
2
）　

原
敬
内
閣
は
「
第
一
次
大
戦
の
さ
な
か
、
米
価
が
高
騰
し
、
米
騒
動
が
お
き
…
…
民
衆
の
不
満
の
爆
発
を
恐
れ
…
…
［
ロ
シ
ア

革
命
が
］
国
内
に
波
及
し
や
し
な
い
か
と
心
配
も
し
て
い
た
」。
そ
の
た
め
明
治
政
府
と
は
異
な
り
「
国
民
や
経
済
に
負
担
を
強
い
る
強

い
感
染
予
防
の
規
制
は
、
た
め
ら
い
が
強
か
っ
た
」
し
、「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
正
体
も
不
明
で
、
リ
ス
ク
や
手
間
を
か
け
て
規
制
を
行
っ

て
、
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
か
」
分
ら
な
い
た
め
「
警
視
庁
の
衛
生
係
が
新
聞
を
介
し
て
『
な
る
べ
く
人
の
集
ま
る
場
所
に
行
か
ぬ
が
よ

い
』
と
広
告
す
る
だ
け
」
で
「
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
制
限
は
、
ほ
ぼ
何
も
」
な
く
、
米
国
で
の
「『
隔
離
0

0

』
や0

『
社
会
的
距
離
戦
略

0

0

0

0

0

0

0

』
を0

丁
寧
に
や
ら
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。
磯
田
・
前
掲
註（
（12
の
2
）・
五
七
～
五
八
、
三
一
頁
。

（
（11
）　

内
務
省
・
前
掲
註（
6
）・
三
七
四
頁
は
、
世
界
共
通
の
予
防
策
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
を
挙
げ
た
（
前
註（
2（0
）で
紹
介
済
み
）
が
、
ス
ペ

イ
ン
風
邪
の
病
原
が
細
菌
で
は
な
く
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
は
後
年
（
一
九
三
〇
年
代
）
の
こ
と
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
に

効
果
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
速
水
・
同
右
・
一
七
八
頁
。

（
（11
）　

速
水
・
同
右
・
一
六
三
、
一
九
七
、
四
三
二
～
四
三
三
頁
。
な
お
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
月
の
内
務
省
「
流
行
性
感
冒
予
防
心

得
」（
前
註（
2（0
）で
紹
介
済
み
）
参
照
。

（
（11
）　

旧
伝
染
病
予
防
法
の
条
文
は
自
宅
書
斎
の
『
六
法
全
書
・
平
成
九
年
版
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
）
に
よ
っ
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン

風
邪
時
点
と
同
一
条
文
か
否
か
の
点
検
は
、
不
本
意
な
が
ら
未
完
了
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
（11
）　

安
原
・
前
掲
註（
（11
）・
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
九
年
時
点
で
「
法
定
伝
染
病
は
、
前
掲
註（
（11
）・『
六
法
全
書
』

三
二
八
七
頁
と
同
様
、
一
一
疾
患
で
あ
る
。

（
（11
の
2
）　

岩
本
愛
吉
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
分
子
疫
学
と
日
本
の
感
染
症
研
究
・
政
策
の
歴
史
か
ら
見
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
」
七

頁
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
七
年
旧
伝
染
病
予
防
法
立
法
時
は
「
一
〇
種
類
の
急
性
伝
染
病
を
対
象
疾
患
と
し
た
」
と
あ
る
（
日
本
医
師
会

Covid-19

有
識
者
会
議
）https://w

w
w

.covid19-jm
a-m

edical-expert-m
eeting.jp/topic/2597
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（
（10
）　

安
原
・
前
掲
註（
（11
）・
一
〇
三
頁
は
、
一
九
六
九
年
時
点
で
「
指
定
伝
染
病
」
と
し
て
急
性
灰
白
髄
炎
の
み
を
挙
げ
る
。

（
（10
）　
「『
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
案
』
の
読
み
方
」
一
頁
に
よ
れ
ば
、「
伝
染
病
予
防
法
で
は
、

法
定
伝
染
病
、
指
定
伝
染
病
、
届
出
対
象
疾
患
の
三
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
。https://jata.or.jp/rit/rj/houritu.htm

（
（10
）　

そ
の
後
の
一
九
六
九
年
時
点
で
、
安
原
・
前
掲
註（
（11
）・
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
は
、
届
出
伝
染
病
に
と
ど
ま
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
は
、「
何
故
に
伝
染
病
予
防
法
の
［
法
定
伝
染
病
］
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
述
べ
、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
検
疫
伝
染
病
に
指
定
し
、
わ
が
国
に
一
歩
も
入
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

③　

米
国
で
の
分
析
結
果

　

米
国
と
い
っ
て
も
州
や
都
市
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
へ
の
対
応
の
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
、
患
者
の
届
出
、
患
者
の

病
院
収
容
・
住
宅
内
隔
離
、
患
者
又
は
家
族
の
隔
離
、
消
毒
、
共
同
飲
食
器
の
消
毒
又
は
禁
止
、
吐
痰
の
監
視
、
マ
ス
ク
使
用
、
学

校
・
劇
場
・
映
画
館
等
の
閉
鎖
、
交
通
機
関
の
雑
踏
を
緩
和
す
る
手
段
、
救
療
機
関
の
活
動
、
衛
生
教
示
、
予
防
注
射
等
が
あ
っ
た

と
い
う）（12
（

。

　

米
国
で
の
対
応
を
分
析
し
た
二
〇
〇
七
年
八
月）（12
（

と
二
〇
二
〇
年
の
論
文）（1（
（

が
、
わ
が
国
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
の

概
要
を
み
て
お
き
た
い
。

　
（
α
）　

ま
ず
二
〇
〇
七
年
八
月
論
文

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
分
析
の
時
期
は
、
一
九
一
八
年
九
月
八
日
～
一
九
一
九
年
二
月
二
日
の
二
四
週
間
で
あ
り
、

対
象
地
域
は
、
人
口
一
〇
万
人
以
上
の
六
六
都
市
か
ら
四
三
の
都
市
（
＝
一
九
二
〇
年
時
点
で
四
三
都
市
の
人
口
は
全
米
の
二
二
％
、
二

三
〇
〇
万
人）

（11
（

）
を
抽
出
し
て
、
連
邦
統
計
局
週
刊
統
計
（w

eekly�H
ealth�Index

）、
右
の
時
期
の
非
医
薬
的
介
入

0

0

0

0

0

0

・
関
与
0

0

（N
onpharm

aceutical�intervention

）
に
関
す
る
記
録
、
新
聞
、
報
告
書
等
を
駆
使
し
て
、
一
九
一
〇
～
一
九
一
六
年
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
死
亡
率
と
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
二
四
週
間
の
週
間
超
過
死
亡
率
（excess�death�rates

。
以
下
「
Ｅ
Ｄ
Ｒ
」
と
い
う
）
等
も
算
定

し
て
い
る）（11
（

。
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隔
離
（Isolation�or�quarantine

）、
学
校
閉
鎖
（School�closure

）、
集
会
禁
止
（Public�gathering�ban

）
と
い
う
三
種
の
非
医

薬
的
介
入
・
関
与
を
み
る
と
、
隔
離
の
み
が
延
べ
一
五
都
市
（
平
均
一
週
間
。
四
三
都
市
中
三
五
％
）、
学
校
閉
鎖
の
み
が
延
べ
二
二

都
市
（
平
均
一
週
間
。
二
二
％
）、
集
会
禁
止
の
み
が
延
べ
六
都
市
（
平
均
一
週
間
半
。
一
四
％
）、
隔
離
と
学
校
閉
鎖
と
が
延
べ
二
都

市
（
平
均
五
週
間
半
。
五
％
）、
隔
離
と
集
会
禁
止
が
延
べ
四
都
市
（
平
均
四
週
間
。
九
％
）、
学
校
閉
鎖
と
集
会
禁
止
が
延
べ
三
四
都

市
（
平
均
四
週
間
。
七
九
％
）、
隔
離
・
学
校
閉
鎖
・
集
会
禁
止
が
延
べ
一
五
都
市
（
平
均
四
週
間
。
三
五
％
）
と
い
う
結
果
に
な
っ
た）（11
（

。

　

モ
デ
ル
を
用
い
て
こ
れ
ら
非
医
薬
的
介
入

0

0

0

0

0

0

・
関
与
0

0

と
週
間
Ｅ
Ｄ
Ｒ
と
の
相
関
関
係
を
み
た
結
果
、
複
数
の
措
置
、
と
り
わ
け
学
校

閉
鎖
と
集
会
禁
止
措
置
の
実
施
や

0

0

0

、
そ
れ
ら
措
置
実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
死
亡
率

0

0

0

（m
ortality

）
が
低
下
す
る

0

0

0

0

0

と
い
う
結
果

が
導
き
出
さ
れ
た）（11
（

。「
時
期
（tim

e�of�activation

）、
期
間
（duration

）、
非
医
薬
的
介
入
・
関
与
の
選
択
又
は
［
非
医
薬
的
介
入
・

関
与
の
］
組
合
わ
せ
が
、
成
功
か
失
敗
か
の
重
要
な
要
因
（key�factors

）」
に
な
る
。
考
察
対
象
の
二
四
週
中
に
二
度
目
の
ピ
ー

ク
を
経
験
し
た
都
市
で
も
、
非
医
薬
的
介
入
・
関
与
に
は
効
果
が
あ
り
、
非
医
薬
的
介
入
・
関
与
を
や
め
れ
ば
死
亡
率
が
上
昇
す
る

と
い
う）（10
（

。

　

も
っ
と
も
「
歴
史
は
予
測
科
学
（predictive�science
）
で
は
な
い
」。
当
時
も
そ
れ
な
り
に
輸
送
手
段
・
通
信
手
段
の
急
激
な
発

達
、
人
口
の
都
市
集
中
等
の
変
革
を
経
験
し
て
い
る
時
代
と
い
う
点
で
は
現
在
（
二
〇
〇
七
年
）
と
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
社
会

的
、
文
化
的
、
科
学
的
相
違
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
や
公
衆
衛
生
、
集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
政
府
の
措
置
へ
の

人
権
の
考
え
方
が
異
な
る
。
ま
た
輸
送
・
通
信
手
段
・
人
口
の
都
市
集
中
等
の
社
会
変
革
も
、
当
時
と
現
在
と
で
は
質
的
に
異
な
る

面
が
あ
る
…
…
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
分
析
結
果
に
つ
い
て
留
保
を
つ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る）（10
（

。

　
（
β
）　

順
序
が
逆
に
な
っ
た
が
、
右
の
二
〇
〇
七
年
八
月
論
文
に
先
行
し
て
、
全
米
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
（
Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｓ
）
の
同

年
五
月
一
日
号
に
二
論
文
が
あ
る）2
の
（10
（

。
そ
こ
で
次
に
二
論
文
の
概
要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
（
β
―
1
）　

五
月
の
第
一
論
文

0

0

0

0

0

0

0

は
）
（10
（

、
ま
ず
人
々
の
伝
染
接
触
を
減
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
非
医
薬
的
介
入
・
関
与
は
、
次
の
イ
ン
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フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
衝
撃
を
緩
和
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
も
の
だ
が
、
非
医
薬
的
介
入
・
関
与
の
便
益
は
数
学
的
モ
デ

ル
で
は
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
け
る
介
入
・
関
与
の
効
果
（im

pact

）
の
歴
史
的
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス

（evidence

）
は
体
系
的
に
は
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
全
米
一
七
都
市
に
お
け
る
一
九
種
類
の
非
医
薬
的
介
入
・

関
与）（02
（

の
実
施
時
期
（tim

ing

）
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
て
、「
早
期
の
複
数
の
介
入
・
関
与
（early�im

plem
entation�of�

m
ultiple�interventions

）
が
、
病
気
の
伝
染
の
減
少
に
結
び
付
く
」
と
の
仮
説
（hypothesis

）
を
検
証
す
る
と
い
う
。

　

検
証
結
果
か
ら
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
流
行
早
期
に
複
合
的
介
入
・
関
与
（m

ultiple�interventions

）
を
実
施
し
た

都
市
は
、
そ
う
で
な
い
都
市
に
比
べ
て
、
ピ
ー
ク
死
亡
率
が
半
分
以
下
で
、
流
行
曲
線
も
急
激
で
は
な
い
。
前
者
都
市
の
累
積
過
剰

死
亡
率
は
、
後
者
都
市
の
そ
れ
よ
り
も
最
大
二
〇
％
ほ
ど
低
い
が
、
死
亡
率
の
差
ほ
ど
に
は
統
計
的
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

は
な
い
。
一
九
一
八
年
に
殆
ど
の
都
市
が
、
非
薬
学
的
介
入
・
関
与
を
六
週
間
以
上
は
続
け
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の

検
証
結
果
は
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
学
校
・
教
会
・
劇
場
閉
鎖
を
含
む
確
実
な
介
入
・
関
与
の
早
期
の
実
施
は
、

ピ
ー
ク
死
亡
率
低
下
に
結
び
付
く
が
、［
他
方
］、
一
つ
の
［
種
類
だ
け
の
］
介
入
・
関
与
は
、
一
九
一
八
年
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
局
面
へ

の
改
善
総
計
結
果
（im

proved�aggregate�outcom
es

）
に
は
結
び
付
か
な
い
。
こ
れ
ら
検
証
結
果
（findings

）
は
、
複
合
的
な
非

0

0

0

0

0

薬
学
的
介
入

0

0

0

0

0

・
関
与
の
す
ば
や
い
実
施

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、
重
要
な
ま
ん
延
（vital�spread

）

の
再
発
は

0

0

0

、
そ
の
よ
う
な
［
非
薬
学
的
介
入

0

0

0

0

0

0

・
関
与
0

0

］
手
段
の
緩
和

0

0

0

0

0

（relaxation�of�such�m
easures

）
に
か
か
る

0

0

0

0

だ
ろ
う）（02
（

。

　
（
β
―
2
）　

五
月
の
第
二
論
文

0

0

0

0

0

0

0

は
）
（0（
（

、
一
九
一
八
年
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
欧
州
で
は
秋
の
一
回
き
り
だ
っ
た
が
、
米
国
に
は
一
回

き
り
の
都
市
も
あ
れ
ば
二
度
の
ピ
ー
ク
を
経
験
し
た
都
市
も
あ
っ
た
こ
と
、
米
国
が
学
校
・
教
会
閉
鎖
、
集
会
禁
止
、
マ
ス
ク
着
用

命
令
、
隔
離
、
消
毒
等
の
公
衆
衛
生
的
介
入
・
関
与
（public�health�interventions

）
に
努
力
を
傾
け
た
こ
と
の
二
点
に
お
い
て
、

米
国
と
欧
州
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
す
る
。
そ
の
違
い
の
元
は
不
明
で
あ
る
が
、
米
国
で
の
よ
り
広
範
囲
の
公
衆
衛
生
的
介
入
・
関

与
を
検
証
す
る
と
い
う
。
公
衆
衛
生
的
介
入
・
関
与
に
つ
い
て
、
介
入
・
関
与
の
開
始
時
点
の
み
の
デ
ー
タ
が
七
都
市
、
介
入
・
関
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与
の
開
始
時
点
の
み
な
ら
ず
時
機
（tim

ing

）
の
デ
ー
タ
が
一
六
都
市
で
あ
る）（01
（

。

　

四
五
都
市
の
一
九
一
八
～
一
九
一
九
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
超
過
死
亡
率
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
一
九
一
七
年
の
過
剰
死
亡
率

と
の
間
に
（
お
そ
ら
く
社
会
人
口
統
計
学
的
要
素
と
関
連
し
）
相
関
関
係
が
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
超
過
死
亡
と
も
相
関
関
係
が
あ
る
。

し
か
し
流
行
開
始
日
と
の
間
に
は
相
関
関
係
は
な
い
。
も
っ
と
も
顕
著
な
相
関
関
係
は
、（
介
入
・
関
与
の
開
始
日
が
分
る
［
七
都
市

プ
ラ
ス
一
六
都
市
の
合
計
］
二
三
都
市
に
お
け
る
（
全
体
及
び
ピ
ー
ク
の
）
超
過
死
亡
と
、
当
該
都
市
の
流
行
に
い
か
に
早
く
介
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
関0

与0

（epidem
ic�interventions

）
が
導
入
さ
れ
た
か

0

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
。
一
九
一
八
年
秋
、
早
期
に
［
介
入
・
関
与
］
手
段
を
講
じ
た
都
市
は
、

緩
や
か
だ
が
相
当
の
全
死
亡
率
の
低
下
を
達
成
し
た
。
長
期
の
ま
ん
延
拡
大
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
ピ
ー
ク
死
亡
率
の
低
下
が
も
た

ら
さ
れ
た）（01
）（
（01
（

。
ど
の
米
国
都
市
も
最
適
点
を
発
見
し
な
い
が
、
実
際
、
理
論
的
に
最
大
限
可
能
な
死
亡
率
の
低
減
に
最
も
近
い
都
市
は
、

最
初
の
ピ
ー
ク
中
、
早
期
で
か
つ
効
果
的
な
介
入
・
関
与
を
実
施
し
、
感
染
が
再
度
増
加
し
た
と
き
に
は
、
再
度
［
早
期
で
か
つ
効

果
的
な
介
入
・
関
与
を
］
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る）（01
（

。

　

一
九
一
八
年
の
感
染
が
、
発
生
件
数
に
依
存
、
す
な
わ
ち
直
近
の
死
亡
率
が
高
い
と
き
は
接
触
率
（contact�rate

）
が
自
然
に
減

少
す
る
、
強
い
頻
発
依
存
関
係
を
示
し
た
と
い
う
結
論
に
は
、
注
釈
を
要
す
る
。［
こ
れ
と
］
類
似
の
社
交
的
距
離
（social�

distancing

）［
の
確
保
］
は
、
香
港
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
急
性
呼
吸
器
症
候
群
で
も
間
違
い
な
く
観
察
さ
れ
る）（00
（

。

　

統
制
手
段
は

0

0

0

0

0

、
そ
れ
が
課
さ
れ
た
期
間
を
通
し
て
伝
染

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

［
予
防
に

0

0

0

］
効
果
が
あ
る

0

0

0

0

0

、
と
の
仮
説
は

0

0

0

0

0

、
明
ら
か
に
単
純
化
し
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る

0

0

0

。
た
と
え
ば
マ
ス
ク
着
用
命
令
（m

andated�m
ask�w

earing
）
な
ど
の
手
段
は
、
や
が
て
順
守
が
減
少
す
る
。
我
々
は
ウ

イ
ル
ス
は
ず
っ
と
毒
性
が
変
わ
ら
な
い
と
仮
定
す
る
が
、
実
際
に
は
一
九
一
八
年
ウ
イ
ル
ス
の
致
死
性
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
一
九
一
九
年
一
月
迄
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
弱
ま
っ
た

0

0

0

0

0

の
で
あ
る）（00
（

。

　

介
入
・
関
与
は
い
つ
も
［
感
染
］
発
生
の
場
合
に
導
入
さ
れ
、
そ
の
ピ
ー
ク
後
に
解
除
さ
れ
る
の
で
、［
両
者
の
］
因
果
関
係
が

証
明
さ
れ
な
い
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
そ
こ
で
［
感
染
］
発
生
と
介
入
・
関
与
手
段
の
時
期
の
間
に
は
、
広
い
相
互
関



72

法学研究 95 巻 1 号（2022：1）

係
が
あ
る
と
［
い
わ
ば
］
予
め
定
義
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
変
数
分
析
（m

ultivariate�analysis

）
に
お
い
て
は
、
死
亡
率
と
介

0

0

0

0

0

入0

・
関
与
開
始
時
期
と
の
間
の
相
互
関
係
の
み
が
重
要
な
意
味
を
も
つ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。）（00
（

ま
た
、
様
々
な
介
入
・
関
与
手
段
の
影
響
（im

pact

）
を

解
き
明
か
す
た
め
の
作
業
も
必
要
で
あ
る
。

　

一
九
一
八
年
を
今
日
に
当
て
は
め
る
こ
と
に
は
、
多
大
な
慎
重
さ
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
の
米
国
は
、
今
日
か
ら
は
非
常

に
異
な
る
国
で
あ
る）（02
（

。

　

我
々
の
結
論
は
、
一
九
一
八
年
に
ま
さ
に
用
い
ら
れ
た
公
衆
衛
生
手
段
の
一
種
に
よ
り
、
将
来
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
重
要
な
役
割

が
果
た
さ
れ
る
可
能
性
を
強
調
す
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
計
画
努
力
を
、
あ
る
程
度
ま
で
勇
気
づ
け
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
流
行
時
に
伝

染
し
た
全
体
の
数
へ
の
一
時
的
で
不
完
全
な
介
入
・
関
与
の
影
響
の
我
々
の
理
論
的
分
析
は
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
一
時
的
介
入
・

関
与
に
よ
っ
て
発
病
率
（
し
た
が
っ
て
死
亡
率
）
は
三
〇
～
四
〇
％
削
減
さ
れ
得
る
が
、
こ
れ
を
超
え
て
公
衆
衛
生
手
段
の
み
で
削

減
を
達
成
す
る
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
全
住
民
の
完
了
ま
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
多
分
六
か
月
間
は
、
こ
れ
ら
公
衆
衛
生
手
段
を
維
持
す
る
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
が
必
要

0

0

0

0

で
あ
る
。
一
九
一
八
年
に
多
く
の
米
国
都
市
の
経
験
は
、
そ
の
よ
う
な
長
期
の
集
中
的
な
政
策
に
お
け
る
社
会
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
政
治
0

0

的0

、
行
動
主
義
的
挑
戦

0

0

0

0

0

0

0

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る）（02
（

。

　
（
γ
）　

最
後
の
二
〇
二
〇
年
論
文

0

0

0

0

0

0

0

は
）
（0（
（

、
一
九
一
八
年
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
全
米
都
市
で
採
用
さ
れ
た
非
薬
学
的
介
入
・
関
与
（non-

pharm
aceutical�interventions,�N

PIs

。
以
下
「
Ｎ
Ｐ
Ｉ
」
と
い
う）

（01
（

）
に
つ
い
て
、
ま
ず
先
行
す
る
二
〇
〇
七
年
五
月
の
二
論
文
（
前

述
β
）
及
び
八
月
論
文
（
前
述
α
）
か
ら
、
第
一
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
約
四
五
％
と
い
う
ピ
ー
ク
死
亡
率
の
顕
著
な
削
減
を
達
成
し
感
染

曲
線
を
平
坦
化
し
た
（flattening�the�infection�curve

）
こ
と
、
第
二
に
、
早
期
に
か
つ
積
極
的
に
介
入
し
た
都
市
は
、
累
積
超
過

死
亡
率
の
約
二
〇
％
削
減
を
体
験
し
た
こ
と
、
第
三
に
、
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、
潜
在
的
に
過
剰
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
緩
和
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
累
積
超
過
死
亡
率
と
、
よ
り
少
な
い
程
度
で
あ
る
が
累
積
感
染
率
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
、
こ
の
三

点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
整
理
す
る
。
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そ
し
て
こ
の
論
文
は
、
先
行
論
文
を
前
提
に
し
て
、
一
九
一
八
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
間
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
死
亡
率
と
経
済
活
動
へ
の

影
響
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
り）（01
（

、「
主
要
な
分
析
は
、
米
国
都
市
に
お
け
る
短
期
（short-run

）
及
び
中
期
（m

edium
-run

）
の
経

済
活
動
へ
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
影
響
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
」。

　

本
分
析
に
つ
い
て
、
心
に
と
め
て
お
く
べ
き
重
要
な
点
と
し
て
、
第
一
に
サ
ン
プ
ル
が
四
三
都
市
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と）（01
（

、
第
二

に
各
年
次
毎
の
デ
ー
タ
を
利
用
で
き
な
い
た
め
［
一
九
一
八
年
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
比
べ
た
］
一
九
一
五
、
一
九
一
六
、
一
九
一
七
年

の
生
産
高
傾
向
を
注
意
深
く
吟
味
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
第
三
に
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
の
た
め
に
一
九
一
八
年
末
に
向
け

て
経
済
環
境
は
普
通
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
第
四
に
我
々
の
地
域
を
越
え
る
分
析
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
総
合
均
衡
効
果
を
捕
ら
え
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
が
あ
る）（01
（

。

　

分
析
結
果
は
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
そ
の
も
の
は
、
短
期
的
に
は
経
済
的
混
乱
を
引
き
起
こ
す
が
、
こ
れ
ら
［
経
済
的
］
混
乱
は
、

都
市
至
る
所
で
の
厳
格
な
（strict

）
及
び
緩
か
な
（lenient

）
Ｎ
Ｐ
Ｉ
に
相
似
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
期
的
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
よ

り
よ
い
経
済
成
果
に
結
び
付
い
て
い
る
と
い
う
示
唆
に
富
む
証
拠
を
発
見
す
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、
さ
ら
な
る
経
済
活
動
の
低
迷
の
必
要

性
な
く
、
こ
れ
ら
疾
病
流
行
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
要
約
さ
れ
て
い
る）（00
（

。

　

理
論
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
経
済
的
効
果
は
、
積
極
的
に
も
消
極
的
に
も
な
り
得
る
。
そ
れ
以
外
［
の
条
件
］
が
同
じ
な
ら
ば
、
Ｎ
Ｐ

Ｉ
は
社
会
的
交
流
と
社
会
的
交
流
を
必
要
と
す
る
経
済
活
動
を
制
限
す
る）（00
（

。
と
こ
ろ
が
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、
疾
病
伝
染
曲
線
を
平
準
化
す
る

一
方
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
、
ま
た
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
経
済
成
果
（econom

ic�perform
ance

）
悪
化
に
は
結
び
付
い
て
い
な

い
）
（00
（

。

　

そ
こ
で
論
文
共
著
者
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、
な
ぜ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
間
に
経
済
的
に
有
害
で
は
な
く
、
中
期
に
お
い
て
は
有
益
で
す
ら

あ
る
の
か
？
」
と
自
問
自
答
す
る
。
一
九
一
八
年
の
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
経
済
に
影
響
し
た
正
確
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
光

を
当
て
る
こ
と
は
挑
戦
的
で
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
可
能
性
の
あ
る
道
筋
を
提
供
す
る
［
こ
と
に
な
る
］」。
劇
場
閉
鎖
、
集
会
禁
止
の
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よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の
直
接
効
果
は
、
こ
れ
ら
措
置
が
必
然
的
に
経
済
活
動
を
制
限
す
る
た
め
、［
経
済
］
縮
小
的
で
あ
る
。［
と
こ
ろ

が
］
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
制
限
す
る
多
く
の
活
動
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
な
く
て
す
ら
、
ウ
イ
ル
ス
と
接
触
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
家
計
は
消
費

を
減
ら
し
労
働
を
少
な
く
提
供
し
、［
こ
の
た
め
流
行
リ
ス
ク
は
低
減
さ
れ
］、
企
業
は
労
働
力
不
足
、
需
要
低
迷
、
不
確
実
性
の
増

加
に
応
じ
て
投
資
を
削
減
す
る
。
結
果
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｉ
発
動
が
な
く
て
も
な
お
、［
経
済
］
下
降
を
伴
う）（02
（

。

　

さ
ら
に
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、
経
済
的
混
乱
の
原
因

0

0

0

0

0

0

0

0

が
、［
Ｎ
Ｐ
Ｉ
で
は
な
く
て
］
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
そ
れ
自
身

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（the�pandem
ic�itself

）
で0

あ
る
0

0

こ
と
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
間
接
的
経
済
便
益
を
有
す
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
結
局
最
悪
の
経
済

的
下
降
（dow

nturn
）
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
ボ
ー
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
共
著
論
文
は
、
大
き
な
累
積
感
染
を
生
み
出

す
こ
と
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
曲
線
を
平
準
化
し
産
出
量
の
低
下
を
緩
和
す
る
二
セ
ク
タ
ー
・
モ
デ
ル
を
提
供
す
る
。
モ
デ
ル
で
は
、
経
済

に
必
須
の
生
産
は
、
疾
病
と
ウ
イ
ル
ス
と
の
接
触
リ
ス
ク
が
所
与
の
時
点
で
よ
り
低
く
、
全
体
の
産
出
量
の
よ
り
少
な
い
下
降
に
導

く
な
ら
ば
、
混
乱
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
さ
ら
に
累
積
感
染
率
削
減
に
よ
っ
て
、
直
接
疾
病
と
死
亡
率
削
減
に
よ
っ
て
、
罹
患
率

に
関
連
す
る
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
中
期
の
経
済
便
益
を
有
す
る）（02
（

。

　

論
文
共
著
者
は
、
一
九
一
八
年
と
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
と
を
比
較
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
固
有
の
歴
史
的
詳
細

は
、
何
故
一
九
一
八
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
が
、
経
済
的
な
下
降
に
拍
車
を
か
け
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
光
を
当
て
る
。
当
時
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
は
、

本
感
染
症
で
幾
つ
か
の
国
で
採
用
さ
れ
た
措
置
よ
り
も
緩
か
な
も
の
で
あ
る
。
営
業
閉
鎖
の
よ
う
な
よ
り
厳
格
な
措
置
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｉ

の
コ
ス
ト
を
増
加
さ
せ
そ
う
で
あ
る
。
女
性
労
働
力
参
加
は
［
現
在
よ
り
も
］
低
か
っ
た
の
で
、
一
九
一
八
年
の
学
校
閉
鎖
は
［
育

児
の
手
配
等
を
含
め
］
費
用
は
低
か
っ
た
。
一
九
一
八
年
イ
ン
フ
ル
に
よ
る
深
刻
な
影
響
と
、［
そ
の
反
面
］
中
期
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の

便
益
を
よ
り
連
想
さ
せ
る
働
き
盛
り
世
代
（prim

e-age�w
orker

）
に
と
っ
て
は
、
一
九
一
八
年
イ
ン
フ
ル
は
、
本
感
染
症
よ
り
も

よ
り
致
命
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
一
九
一
八
年
ウ
イ
ル
ス
は
、
本
感
染
症
よ
り
も
短
期
の
潜
伏
期
で
あ
り
、［
感
染
の
］

疑
い
の
あ
る
患
者
の
特
定
と
隔
離
を
よ
り
円
滑
に
し
た
。
結
果
と
し
て
、
我
々
は
一
九
一
八
年
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
教
訓
の
う
わ
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べ
の
正
当
性
の
限
界
を
強
調
す
る
。
こ
う
し
た
重
要
な
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
継
続
中
の
研
究
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
の

実
施
は
、
さ
ら
な
る
経
済
的
混
乱
な
し
に
疾
病
流
行
を
減
少
さ
せ
、
本
感
染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
早
期
の
段
階
で
Ｎ
Ｐ
Ｉ
を
実
施
し

た
国
々
は
、
よ
り
よ
い
短
期
の
経
済
成
果
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
我
々
は
、
本
感
染
症
中
の
Ｎ
Ｐ
Ｉ
実
施
の
短
期
及
び
中

期
に
お
け
る
最
終
的
効
果
（net�im

pact

）、
直
接
費
用
（direct�cost

）、
間
接
的
諸
便
益
（indirect�benefits

）
を
解
き
ほ
ぐ
す
将

来
の
研
究
を
期
待
す
る）（0（
（

。

　
（
δ
）　

以
上
、
米
国
都
市
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
対
す
る
措
置
を
分
析
し
た
四
論
文
を
概
観
し
て
き
た
。
む
ろ
ん
第
一
次
世

界
大
戦
を
引
き
ず
っ
た
一
九
一
八
年
と
現
在
と
で
は
、
社
会
・
生
活
・
経
済
等
、
あ
ま
り
に
状
況
が
異
な
る
と
い
う
面
は
あ
る
が
、

四
論
文
に
お
け
る
分
析
の
最
大
公
約
数

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
結
果
と
し
て
、
感
染
初
期
に
措
置
を
講
じ
た
都
市
ほ
ど
流
行
曲
線
が
な
だ
ら
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
か
つ

経
済
へ
の
打
撃
も
一
時
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
と
ど
ま
り
、
そ
の
回
復
も
早
い

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
当
時
用
い
ら
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対

策
に
は
、
都
市
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
ま
で
は
含
ま
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
も
確
認
で
き
た
。

（
（12
）　

対
応
策
に
つ
い
て
内
務
省
衛
生
局
・
前
掲
註（
6
）・
八
四
頁
。
同
書
・
九
〇
～
九
二
頁
に
は
北
米
公
衆
衛
生
協
会
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
特
別
委
員
会
決
議
事
項
の
う
ち
「
公
衆
の
集
会
場
を
閉
鎖
す
る
こ
と
」
の
項
が
紹
介
さ
れ
、
学
校
、
教
会
、
劇
場
、
飲
食
店
、

電
車
、
葬
儀
に
分
け
て
記
述
さ
れ
て
お
り
興
味
深
い
。
な
お
米
国
で
の
流
行
状
況
に
つ
い
て
記
述
の
同
書
第
七
章
は
、
東
洋
文
庫
版
で
は

割
愛
さ
れ
て
お
り
、
速
水
・
前
掲
註（
6
）・
六
六
頁
以
下
等
参
照
。

（
（12
）　M

arkel/Lipm
an/N

avarro/Sloan/M
ichalsen/Stern/Cetronkn,�N

onpharm
aceutical Interventions Im

plem
ented by 

U
S Cities D

uring the 1918-1919 Influenza Pandem
ic,�298�JA

M
A

�644

（A
m

erican�M
edical�A

ssociation,�A
ug.�8.�

2007

）
で
あ
る
。
大
西
淳
子
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
学
ぶ
―
学
校
閉
鎖
、
集
会
禁
止
、
隔
離
が
有
効
」
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
（
二
〇
〇
七
年
八

月
一
八
日
）https://m

edical.nikkeibp.co.jp/leaf/m
em

/pub/hotnew
s/int/200708/503993.htm

l

（
た
だ
し
会
員
外
の
た
め
全

文
を
閲
覧
で
き
ず
）、
小
原
雅
博
「『
一
億
人
死
亡
』
一
〇
〇
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
教
訓
を
生
か
せ
る
国
、
無
視
す
る
国
」（
二
〇
二

〇
年
五
月
三
〇
日
）https://president.jp/article/-/35830?page=2

参
照
。
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（
（1（
）　Correia/Luck/V

erner,�Pandem
ics D

epress the E
conom

y, Public H
ealth Interventions D

o N
ot: E

vidence from
 

the 1918 Flu

（M
ar.�2020;�last�revised�June�2020

）https://papers.ssrn.com
/so13/papers.cfm

?abstract_id=3561560　

で
あ
る
。K

em
p

「
コ
ラ
ム
：
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
か
ら
学
べ
る
か
」
三
頁
（
二
〇
二
〇
年
四
月
九

日
）https://jp.reuter.com

/article/global-econom
y-kem

p-idJPK
BN

21Q
ILN

　

木
内
登
英
「
一
〇
〇
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の

経
験
に
学
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
日
本
の
出
口
戦
略
」
二
頁
（
二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
）https://w

w
w

.nri.com
/know

w
ledge/1st/�

2020/fis/kiuchi/050

参
照
。

（
（11
）　

四
三
都
市
中
、
日
本
人
に
馴
染
み
の
深
い
東
海
岸
Ｎ
Ｙ
州
で
は
州
都
オ
ー
バ
ニ
ー
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
（
Ｎ
Ｙ

Ｃ
）、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
、
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス
の
五
都
市
、
西
海
岸
キ
ャ
リ
フ
ォ
ー
ニ
ア
州
で
は
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
三
都
市
が
含
ま
れ
て
い
る
。M

arkel/Lipm
an/N

avarro/Sloan/M
ichalsen/Stern/Cetronkn,�supra�note�261�

at�647�T
able�1�

（
（11
）　Id.�at�645

（
（11
）　

期
間
中
に
複
数
の
措
置
を
と
っ
た
都
市
が
あ
る
た
め
、
都
市
数
合
計
が
四
三
を
超
え
、
割
合
が
百
％
を
超
え
る
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

Id.�at�648�T
able�2�

（
（11
）　Id.�at�648,�649�table�3,�650�table4

（
（10
）　Id.�at�650,�653

（
（10
）　Id.�at�653

（
（10
の
2
）　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
日
本
版
と
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
連
携
企
画
「『
早
さ
』
と
『
徹
底
』
が
対
策
の
鍵
だ
っ
た
。
ス

ペ
イ
ン
か
ぜ
の
事
例
」（
二
〇
二
一
年
一
月
二
四
日
）https://new

s.yahoo.co.jp/article/fbad/16d1176735375b6094cb988b47c
d7dea40efa?page=2

に
は
、
二
〇
〇
七
年
の
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
（PN

A
S

）
に
関
連
二
論
文
が
あ
る
と
の
記
事
が
あ
る
も
の

の
著
者
・
論
文
名
を
明
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
同
誌
（
年
間
五
二
冊
）
の
目
次https://w

w
w

.pnas.org/content/by/year/2007

を

前
に
途
方
に
暮
れ
た
が
、Correia/Luck/V

erner,�supra�note�262
の
文
献
一
覧
に
該
当
論
文
が
リ
ス
ト
に
あ
り
、
掲
載
号
の
目
次

https://w
w

w
.pnas.org/content/104/18

が
特
定
さ
れ
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
の
で
あ
る
。

（
（10
）　H

atchett/M
ercher/Lippsitch,�Public H

ealth interventions and epidem
ic intensity during the 1918 influenza 
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Pandem
ic,�104�PN

A
S�7582�（M

ay�1,�2007

）

（
（02
）　H

atchett/M
ercher/Lippsitch,�id�at�7583�T

able�1�

。「
一
七
都
市
の
関
与
及
び
そ
の
時
期
」
か
ら
、
実
施
都
市
数
の
多
い
順

に
並
び
換
え
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
法
定
伝
染
病
化
、
教
会
閉
鎖
、
劇
場
閉
鎖
、
集
会
禁
止
が
一
五
件
、
隔
離
政
策
、
学
校
閉
鎖
が

一
四
件
、
そ
の
他
施
設
閉
鎖
が
一
三
件
、
葬
儀
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
閉
鎖
が
一
一
件
、
店
舗
及
び
輸
送
機
関
の
混
雑
緩
和
の
た
め
の
時
差
営

業
・
操
業
が
八
件
、
路
面
電
車
の
混
雑
禁
止
ル
ー
ル
が
六
件
、
感
染
確
認
家
族
隔
離
が
五
件
、
緊
急
事
態
宣
言
が
四
件
、
子
供
の
保
護
的

隔
離
、
交
通
機
関
以
外
の
非
密
集
ル
ー
ル
が
三
件
、
マ
ス
ク
命
令
が
二
件
、
全
域
の
職
場
閉
鎖
が
一
件
、
職
場
で
の
感
染
防
止
関
与
が
ゼ

ロ
件
で
あ
る
。

（
（02
）　H

atchett/M
ercher/Lippsitch,�id�at�7582

（
（0（
）　Boothsm

a/�Ferguson,�T
he effect of public health m

easures on the 1918 influenza pandem
ic in U

.S. cities,�104�
PN

A
S�7588�

（M
ay�1,�2007

）
共
著
者
の
所
属
機
関
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
と
ロ
ン
ド
ン
帝
国
カ
レ
ッ
ジ
で
あ
る
。
論
文
括

弧
内
に
あ
るSI�A

ppendix

は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。

（
（01
）　

措
置
開
始
時
点
の
み
の
デ
ー
タ
は
、
ボ
ス
ト
ン
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
（
Ｎ
Ｙ
州
）、
デ
ト
ロ
イ
ト
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
（
Ｎ
Ｙ
州
）、
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
、
シ
ア
ト
ル
、
ト
レ
ド
の
七
都
市
で
あ
り
、
措
置
開
始
時
点
の
み
な
ら
ず
時
期
の
デ
ー
タ
は
、
ア
ト
ラ
ン
タ
、
ボ
ル
テ
ィ
モ

ア
、
シ
カ
ゴ
、
フ
ォ
ー
ル
リ
ヴ
ァ
ー
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
、
キ
ャ
ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、Spokane

（
＝
耳
慣
れ
な
い
地
名
の
た
め
そ
の
ま
ま
標
記
）、
ワ
シ
ン
ト
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
の
一
六
都
市
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
三
都
市
は
、
い
ず
れ
も
八
月

論
文
（
前
註（
（12
））
の
四
三
都
市
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7588

（
（01
）　Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7588,�7591

　

介
入
・
関
与
開
始
時
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
数
値
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
感
染
か
ら
死
亡
に
至
る
平
均
期
間
一
二
日
を
も
と
に
、

開
始
後
一
二
日
の
死
亡
者
数
で
介
入
・
関
与
の
効
果
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
。
介
入
・
関
与
開
始
一
二
日
後
の
死
者
率
は
、
四
四
％
の
都

市
間
の
差
（betw

een-city�variance

）
を
説
明
す
る
過
剰
死
亡
率
と
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�
7588

～7589

（
（01
）　

こ
の
相
関
関
係
は
、
統
計
的
だ
け
で
は
な
く
相
関
関
係
が
起
こ
る
信
憑
性
の
あ
る
数
量
モ
デ
ル
を
論
証
す
る
。
理
論
的
分
析
か
ら
は
、
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二
重
ピ
ー
ク
の
感
染
統
制
手
段
を
み
た
都
市
は
、
統
制
が
解
除
さ
れ
た
と
き
に
住
民
に
残
っ
て
い
る
感
染
し
や
す
い
お
び
た
だ
し
い
数
の

個
々
人
の
伝
染
を
効
果
的
に
停
止
す
る
の
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
感
染
し
や
す
い
残
る
［
個
人
の
］
集
団
は
、

別
の
感
染
ピ
ー
ク
及
び
（
い
く
つ
か
の
事
案
で
は
）
介
入
・
関
与
の
再
開
（resum

ption

）
へ
導
く
感
染
再
燃
（restart

）
を
許
し
た
。

反
対
に
、
介
入
・
関
与
が
導
入
さ
れ
る
前
に
長
期
に
感
染
が
続
く
都
市
は
、
不
十
分
に
感
染
し
や
す
い
人
々
が
感
染
再
燃
（restart

）

に
残
っ
て
い
る
た
め
、
流
行
ピ
ー
ク
は
よ
り
小
さ
い
か
又
は
一
回
き
り
の
ピ
ー
ク
を
み
た
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7591

（
（01
）　Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7591

（
（00
）　

一
九
一
八
年
の
効
果
が
、（
た
と
え
ば
病
人
看
護
・
欠
勤
・
職
場
閉
鎖
等
）
人
々
が
用
心
深
く
接
触
を
減
ら
し
た
た
め
か
、
個
々
の

間
接
的
効
果
に
よ
る
の
か
は
決
め
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
年
齢
関
数
に
よ
る
混
成
の
社
会
的
混
合
と
い
っ
た
代
り
の
説
明
は
、
こ
れ
ら
の

傾
向
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。
社
会
的
構
造
は
、
デ
ー
タ
に
み
ら
れ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
流
行
増
加
率
の
急
激
な
減
少
を
部
分
的
に
再

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
で
、
最
高
レ
ベ
ル
の
感
染
し
や
す
さ
（susceptibility

）
を
負
う
人
口
の
下
位
集
合
の
徹
底
的
検
討
を
前
提

に
す
る
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7591

～7592

（
（00
）　

し
か
し
な
が
ら
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
死
亡
率
の
二
次
ま
た
は
三
次
ピ
ー
ク
は
、
死
亡
率
デ
ー
タ
よ
り
も
流
行
の
高
水
準
に
一
致
す

る
の
で
、
一
時
的
な
毒
性
の
低
下
傾
向
は
、
介
入
・
関
与
の
よ
り
大
き
な
影
響
を
示
す
。
逆
に
い
え
ば
、
ウ
イ
ル
ス
は
抗
原
的
に
進
展
し
、

一
九
一
九
年
春
の
発
生
の
上
昇
ケ
ー
ス
は
、
お
そ
ら
く
ウ
イ
ル
ス
の
部
分
的
免
疫
漏
れ
（partial�im

m
une�escape

）
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
都
市
間
流
行
状
態
の
差
を
抗
原
性
の
差
（antigenic�variation

）
に
よ
り
説
明
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
も

し
も
一
九
一
八
年
一
〇
月
に
、
い
く
つ
か
の
都
市
に
お
い
て
主
要
な
流
行
を
引
き
起
こ
す
画
期
的
な
新
変
異
（variation

）
が
広
ま
っ
て

お
れ
ば
、
全
都
市
に
成
功
裏
に
［
介
入
・
関
与
の
］
拡
大
を
期
待
で
き
た
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7592

（
（00
）　

実
際
、
見
積
も
ら
れ
る
介
入
0

0

・
関
与
の
効
果
は

0

0

0

0

0

0

、
短
期
間
実
施
さ
れ
た
都
市

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
た
と
え
ば
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
）
で
す
ら
時
と
し
て
高
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

［
介
入
・
関
与
へ
の
］
反
応
行
動
変
化
と
介
入
・
関
与
手
段
と
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
困
惑
さ
せ
ら
れ
る
が
、［
行
動
変
化
と
手

段
の
］
両
要
素
は
、
独
立
し
て
適
合
モ
デ
ル
に
大
い
に
貢
献
す
る
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7592

（
（02
）　

世
帯
規
模
は
よ
り
大
き
く
、
多
く
の
労
働
者
は
伝
染
が
激
し
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
密
集
し
た
宿
舎
に
住
ん
で
い
た
。
よ
り
一
般
的

に
広
範
囲
の
家
族
と
交
流
し
、
子
供
は
よ
り
少
な
い
年
数
を
教
育
に
費
や
し
、
旅
行
の
様
式
も
ま
た
非
常
に
異
な
っ
た
。
全
般
的
に
伝
染

病
関
係
の
死
亡
率
は
よ
り
高
く
、
栄
養
失
調
の
よ
う
な
伝
染
と
死
亡
率
に
変
化
を
も
た
ら
す
補
助
因
子
（cofactors

）
は
、
広
く
行
き
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渡
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
差
異
の
効
果
を
理
解
す
る
た
め
に
、
一
九
一
八
年
の
さ
ま
ざ
ま
な
米
国
都
市
を
比
較
研
究
す
る
さ
ら
な
る
人
口
統

計
学
的
・
社
会
経
済
学
的
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
よ
り
意
欲
を
そ
そ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
行
動
反
応
の
デ
ー
タ
収
集

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、

我
々
の
消
極
的
社
交
的
距
離
の
仮
説

0

0

0

0

0

0

0

0

を
検
証
0

0

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�
7592

（
（02
）　Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�7592

期
間
限
定

0

0

0

0

（tim
e-lim

ited

）
で
用
い
ら
れ
た
介
入
0

0

・
関
与
0

0

は
、
全
体
死
亡
率
を
穏
や
か
に

0

0

0

0

0

0

0

0

（
多
分
一
〇
～
三
〇
％
）
削
減
す
る
の
み

0

0

0

0

0

0

で
、
導
入
さ
れ
た
介
入
・
関
与
が
遅
す
ぎ
、［
介
入
・
関
与
の
］
解
除
が
早
過
ぎ
る
た
め
に
、
そ

の
影
響
0

0

（im
pact

）
は
し
ば
し
ば
限
定
的

0

0

0

で
あ
る
。
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
、
キ
ャ
ン
ザ
ス
・

シ
テ
ィ
は
、
伝
染
率
を
三
〇
～
五
〇
％
削
減
し
、
最
も
効
果
的
な
介
入
・
関
与
で
あ
っ
た
。Boothsm

a/�Ferguson,�id�at�75888

（
（0（
）　Correia/Luck/V

erner,�supra�note�262

（
（01
）　
［
先
行
論
文
に
あ
る
よ
う
に
］
一
九
一
八
年
に
米
国
都
市
で
採
用
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｉ
に
は
、
学
校
・
劇
場
・
教
会
の
閉
鎖
、
多
人
数
集

会
の
禁
止
の
よ
う
な
社
会
的
距
離
［
確
保
］
手
段
（social�distancing�m

easures

）
の
ほ
か
に
、
マ
ス
ク
着
用
命
令
、
患
者
隔
離
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
法
定
伝
染
病
化
、
消
毒
・
衛
生
措
置
等
が
あ
る
。Correia/Luck/V

erner,�id�at�4�

　

論
文
共
著
者
は
、social�distancing
を
、
こ
こ
で
は
学
校
等
の
閉
鎖
・
集
会
禁
止
の
上
位
概
念
と
し
て
用
い
て
い
る
。
し
か
し
読
者

も
お
気
付
き
の
よ
う
に
、
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19
）
の
と
き
のsocial�distancing

は
、
そ
れ
ら
行
動
制
限
措
置
と
は
切
離
し
て
、
着

席
や
行
列
の
と
き
に
周
囲
の
他
者
と
一
～
二
米
程
度
の
間
隔
を
保
つ
と
い
う
用
い
方
で
あ
り
、
私
が
あ
え
て
「
社
交
的
距
離
」
と
訳
す
の

も
、
そ
こ
か
ら
き
て
い
る
。

（
（01
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�15�

（
（01
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�5,�3�6

に
あ
る
よ
う
に
（
α
）
のM

arkel�et.al, supra�note�261

に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
（01
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�15�

～16�

（
（00
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�1�

（
（00
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�1�

～2�

（
（00
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�15�

（
（02
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�16�
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（
（02
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�16�

（
（0（
）　Correia/Luck/V

erner,�id�at�16�

～17�
（
ｃ
）　

感
染
症
法
の
行
動
制
限
の
限
界

　

わ
が
国
で
は
、
感
染
症
法
の
施
行
後
、
海
外
で
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
流
行
に
身
構
え
た
も
の
の
、

幸
か
不
幸
か
「
よ
そ
の
国
の
出
来
事
」
に
終
わ
り
、
二
〇
〇
九
年
の
い
わ
ゆ
る
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
（
後
述
本
稿
二
（
2
）

（
イ
））
を
契
機
に
い
わ
ゆ
る
特
措
法
を
制
定
し
た
（
後
述
本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
～
（
ハ
））
も
の
の
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
お
ろ
か
、
季
節

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
以
外
に
目
立
っ
た
感
染
症
の
流
行
は
な
か
っ
た）

2
の
（01
）（
（01
（

）。

　

そ
う
し
た
な
か
、
二
〇
二
〇
年
一
月
の
中
国
武
漢
市
で
の
本
感
染
症
（CO

V
ID

-19

）
報
道
後
も
、
旅
行
・
流
通
業
は
あ
い
も
か

わ
ら
ず
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
」
を
当
て
込
み
、
同
月
二
三
日
の
武
漢
市
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
も
「
対
岸
の
火
災
」
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
た
。
同
月
二
八
日
、
国
内
で
の
ツ
ア
ー
バ
ス
乗
務
員
の
感
染
と
、
い
わ
ゆ
る
「
黒
船
」
な
ら
ぬ
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・

プ
リ
ン
セ
ス
号
の
横
浜
大
黒
埠
頭
沖
到
着
（
二
月
二
日
）「［
で
］
眠
り
を
覚
ま
す
」
ま
で
は
、
あ
た
か
も
「
わ
が
大
和
民
族
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
は
無
縁
」
と
錯
覚
し
て
い
る
と
思
う
ほ
ど
に
、
楽
観
的
で
か
つ
呑
気
な
状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

冒
頭
（
本
稿
一
（
1
）
及
び
（
2
））
で
の
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
本
感
染
症
に
対
す
る
国
、
自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て
は
考
察

を
断
念
し
た
と
は
い
え
、
わ
が
国
の
本
感
染
症
対
応
は
、
特
措
法
を
用
い
て
す
ら
「
自
粛
要
請
」
の
み
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
他
国
で
み
ら
れ
る
夜
間
外
出
禁
止
を
含
む
強
い
外
出
規
制
や
、（
文
字
通
り
の
濃
厚
接
触
や
遊
興
を
含
む
問
題
概
念
で
あ

る
）「
飲
食
店
」
の
全
面
ま
た
は
店
舗
内
で
の
営
業
禁
止
と
い
っ
た
措
置
は
、
そ
も
そ
も
現
行
実
定
法
上
は
準
備
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
危
機
管
理
上
、
お
粗
末
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
も
右
の
「
自
粛
要
請
」
に
つ
い
て
も
、
厳
密
に
は
憲
法
二
九
条
三
項
の
補
償
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）
3
の
（01
（

こ
と
も
あ
っ
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て
、
営
業
の
全
面
営
業
休
止
に
至
ら
な
い
（
主
と
し
て
夜
間
）
営
業
時
間
短
縮
で
す
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
協
力
金
」
を
支
払
う
と
い
う
始
末
で
あ
る）4
の
（01
（

。

本
感
染
症
で
す
ら
な
か
な
か
収
束
し
な
い
と
な
る
と
、
繰
り
返
さ
れ
る
「
要
請
」
へ
の
「
協
力
金
」
の
原
資
が
底
を
突
き
、（
い
く

ら
日
本
銀
行
が
引
き
受
け
る
と
い
っ
て
も
）
ま
す
ま
す
赤
字
国
債
の
借
金
地
獄
か
国
民
に
不
評
の
増
税
へ
の
道
を
進
ま
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
本
感
染
症
に
よ
る
経
済
的
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
支
給
を
受
け
る
業
種
・
職
種
と
支
給
を

受
け
な
い
業
種
・
職
種
・
庶
民
と
の
間
の
不
平
等
感
や
亀
裂
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
し
か
も
地
球
温
暖
化
に
よ
る
熱

帯
系
の
感
染
症
の
北
上
や
動
物
由
来
の
新
規
感
染
症
の
可
能
性
か
ら
し
て
、
今
後
一
〇
年
刻
み
以
上
の
頻
度
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
今
回
の
安
易
な
支
出
は
、
今
後
に
禍
根
を
残
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
（01
）　

も
っ
と
も
蚊
媒
介
感
染
症
の
う
ち
デ
ン
グ
熱
感
染
者
が
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
一
六
年
（
帰
国
者
）
と
二
〇
一
九
年
に
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
大
流
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
厚
生
労
働
省
「
デ
ン
グ
熱
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/seisakunituite/
bunya/0000131101.htm

l

（
（01
の
2
）　
「
五
年
ぶ
り
に
確
認
さ
れ
た
日
本
国
内
で
感
染
し
た
デ
ン
グ
熱
の
三
例
」
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｒ
四
一
号
九
四
―
九
六
頁
（
二
〇
二
〇
年
六

月
号
）https://w
w

w
.niid.go.jp/niid/ja/typhi-m

/iasr-referenca/2522-related-articles/related-article-484/9696-484r04.
htm

l

（
（01
の
3
）　

野
党
は
再
三
「
補
償
と
セ
ッ
ト
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、
藤
原
・
前
掲
註（
14
の
2
）・
六
〇
、
六
四
頁
参
照
。

（
（01
の
4
）　

二
〇
二
〇
年
の
緊
急
事
態
宣
言
下
、
東
京
都
を
皮
切
り
に
営
業
自
粛
者
に
対
す
る
協
力
金
を
支
給
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
二
〇

二
一
年
の
特
措
法
改
正
（
令
和
三
年
法
律
五
号
）
で
新
設
さ
れ
た
感
染
症
法
防
止
（
い
わ
ゆ
る
ま
ん
延
防
止
。
略
称
「
ま
ん
防
」）
協
力

要
請
で
あ
る
営
業
時
間
の
変
更
（
い
わ
ゆ
る
営
業
時
間
短
縮
。
略
称
「
時
短
」。
特
措
法
三
一
条
六
）
に
つ
い
て
も
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
充
当
等
し
て
、
要
請
対
象
者
へ
の
協
力
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
時
短
協
力
金
、
改
正
特
措
法
で
法
的
根
拠
」

二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
電
子
版file://C:/U

ser/jf/A
ppD

ata/Local/T
em

p/Low
/1W

Q
D

K
53D

.htm

及
び
二

〇
二
一
年
四
月
二
三
日
付
東
京
都
産
業
労
働
部
「
飲
食
店
等
を
対
象
『
営
業
時
間
短
縮
に
係
る
感
染
拡
大
防
止
協
力
金
（
四
月
一
二
日
～
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五
月
一
一
日
実
施
分
）』
の
一
部
変
更
に
つ
い
てhttps://w

w
w

.m
etro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2021/04/23/39.

htm
l

参
照
。

（
2
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
（
二
〇
一
二
年
）

　

二
〇
〇
八
年
の
感
染
症
法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
す
べ
く
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
感
染
症
法

の
対
象
に
と
り
こ
ん
だ
（
本
稿
二
（
1
）（
ロ
）
Ｂ
）。

　

翌
二
〇
〇
九
年
二
月
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画

0

0

0

0

」（
以
下
「
行
動
計
画
」
と
い
う
）
が
改
定
さ
れ
、
同
計
画
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
前
段
階
（
未
発
生
期
）、
第
一
段
階
（
海
外
発
生
期
）、
第
二
段
階
（
国
内
発
生
早
期
）、
第
三
段
階
（
感
染
拡

大
期
／
ま
ん
延
期
／
回
復
期
）、
第
四
段
階
（
小
康
期
）
の
五
段
階
ご
と
に
わ
け
て
対
策
を
記
述
し
た
。

　

こ
の
う
ち
第
二
段
階
「
国
内
で
の
感
染
拡
大
防
止
」
に
は
、
自
治
体
住
民
・
業
界
団
体
関
係
者
へ
「
可
能
な
限
り
外
出
を
控
え

0

0

0

0

0

る0

」
要
請
（
傍
点
引
用
者
）、「
集
会
0

0

主
催
者
、
興
業
施
設

0

0

0

0

等
の
運
営
者
に
活
動
自
粛

0

0

0

0

」
要
請
（
傍
点
引
用
者
）、
学
校
・
通
所
施
設
等

の
設
置
者
に
「
臨
時
休
業

0

0

0

0

お
よ
び
入
学
試
験
の
延
期
等
」
要
請
（
傍
点
引
用
者
）、
住
民
・
事
業
所
・
福
祉
施
設
等
に
「
マ
ス
ク
の
着

0

0

0

0

0

用0

、
う
が
い

0

0

0

・
手
洗
い
を
強
く
勧
奨

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）、
事
業
者
に
「
症
状
の
認
め
ら
れ
た
従
業
員
の
出
勤
停
止
・
受
診
の
勧
奨
」、

事
業
者
に
「
不
要
不
急
の
業
務
の
縮
小
」
要
請
、
公
共
交
通
機
関
に

0

0

0

0

0

0

0

「
利
用
者
の
マ
ス
ク
着
用
の
呼
び
か
け

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
ど
適
切
な
感
染
防
止

対
策
を
講
ず
る
よ
う
」
要
請
（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
ふ
う
に
、
非
常
に
具
体
的
に
要
請
対
象
者
別
に
要
請
事
項
が
示
さ
れ
て
い
た）（01
（

。

　

同
月
、
あ
わ
せ
て
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
策
定
さ
れ
た）（01
（

。

　

こ
の
よ
う
な
感
染
症
法
の
も
と
で
の
行
動
計
画
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
、
こ
の
こ
と
が
特
措
法
制
定
是
非
論
の
鍵
と
な
る
。
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（
イ
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
豚
イ
ン
フ
ル
）（
二
〇
〇
九
年
～
）

　

二
〇
〇
九
年
四
月
、
本
稿
一
（
1
）
で
述
べ
た
メ
キ
シ
コ
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
。
い
わ
ゆ
る
「
豚
イ
ン
フ

ル
」）
の
発
生
を
受
け
て
、
二
〇
〇
七
年
の
閣
議
決
定）（01
（

に
基
づ
く
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
。
同
日
、
同

本
部
は
ご
く
簡
単
な
「
基
本
的
対
処
方
針
」
を
決
定
し
た）（00
（

。
次
い
で
五
月
一
日
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
専
門
家
諮
問

委
員
会
」（
委
員
長
・
尾
身
茂
教
授
）
を
設
置）（00
（

し
、
あ
わ
せ
て
「
基
本
的
対
処
方
針
」
を
改
定
し
た
。
そ
の
第
五
項
（
二
）
に
は
、
国

内
患
者
発
生
時
の
措
置
と
し
て
「
患
者
や
濃
厚
接
触
者

0

0

0

0

0

が
活
動
し
た
地
域
等
に
お
け
る
感
染
防
止
措
置
の
徹
底
」（
傍
点
引
用
者
）
と

し
て
、「
外
出
に
あ
た
っ
て
の
マ
ス
ク
着
用

0

0

0

0

0

、
う
が
い
、
手
洗
い

0

0

0

、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

0

0

0

0

0

0

の
徹
底
等
の
呼
び
か
け
。
不
要
不
急
の
外
出
自

0

0

0

0

0

0

0

0

粛
の
要
請

0

0

0

0

。
時
差
出
勤

0

0

0

0

や
自
転
車
・
徒
歩
等
に
よ
る
通
勤
の
要
請
。
集
会
0

0

、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
自
粛

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
要
請
。
必
要
に
応
じ
、

学
校
0

0

・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
要
請
。
事
業
者
に
対
し
、
不
要
不
急
の
事
業
の
縮
小
の
要
請
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
ふ
う
に
、

先
に
引
用
し
た
「
行
動
計
画
」
を
下
敷
き
に
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る）（00
（

。

　

同
年
五
月
九
日
、
検
疫
に
よ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者）122
（

、
同
月
一
六
日
に
神
戸
市
で
国
内
初
の
患
者）122
（

、
大
阪
府
の
高
校
で

集
団
感
染
が
発
生
し
た）12（
（

。
そ
こ
で
兵
庫
・
大
阪
両
府
県
は
、
集
会
・
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、
学
校
・
保
育
所
を
臨
時
休
業
し
た）121
（

。
医

療
で
は
、「
多
く
の
住
民
か
ら
の
電
話
が
保
健
所
に
殺
到
し
、
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

0

0

0

0

0

0

0

0

と
）
121
（

し
て
の
機
能
は
麻
痺
状
態
で
、
…
…
発
熱
外

0

0

0

来0

は
）
121
（

、
兵
庫
・
大
阪
と
も
数
か
所
し
か
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
こ
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
症
状
の
な
い
方
も
含
め
多
く
の
者
が
押
し

寄
せ
、
発
熱
外
来
も
パ
ン
ク
状
態
」
だ
っ
た
と
い
う）121
（

。
も
っ
と
も
患
者
の
数
は
、
同
月
一
六
日
か
ら
三
日
間
が
ピ
ー
ク
と
い
っ
た
状

況
だ
っ
た）120
（

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
同
月
二
二
日
の
政
府
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
改
定
で
は
、「
国
民
生
活
や
経
済
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
つ
つ
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
等
を
守
る
と
い
う
目
標
」
の
も
と
に
、
た
と
え
ば
「
行
動

計
画
」
や
「
基
本
的
対
処
方
針
」（
五
月
一
日
）
第
五
項
の
措
置
の
う
ち
、「
外
出
に
つ
い
て
は
、
自
粛
要
請
を
行
わ
な
い
」「
集
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に
つ
い
て
は
、
一
律
に
自
粛
要
請
は
行
わ
な
い
」
と
緩
や
か
な
も
の
で
あ
る）120
（

。
な
お
学
校
・
保
育
施
設
の
休
業
要
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請
、
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
別
途
厚
生
労
働
大
臣
が
運
用
指
針
を
作
成
し
た）120
（

。

　

大
流
行
に
備
え
て
六
月
一
九
日
に
右
の
運
用
指
針
を
改
訂
し
た）122
（

が
、
わ
が
国
で
は
英
米
で
み
ら
れ
た
夏
前
の
大
流
行
は
み
ら
れ
ず
、

八
月
中
旬
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
流
行
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た）122
（

。
翌
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
（
民
主
党
鳩
山
内
閣
の
）
厚
生
労
働

大
臣
は
「
最
初
の
流
行
（
い
わ
ゆ
る
『
第
一
波
』）
は
、
現
時
点
で
は
沈
静
化
」
と
判
断
し）12（
（

、
同
年
八
月
二
七
日
（
民
主
党
菅か
ん

内
閣
）

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
は
廃
止
さ
れ
た）121
（

。

　

結
び
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年

0

0

0

0

0

の
新
型
イ
ン
フ
ル

0

0

0

0

エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
の
特
徴

0

0

0

を
述
べ
て
お
き
た
い
。
政
府
は
二
〇
〇
九
年

一
〇
月
一
日
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
で
、
第
一
に
本
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
強
い
が
、
多
く
は
軽
症
の
ま
ま
回
復
す
る
こ

と
、
第
二
に
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
る
治
療
が
有
効
な
こ
と
の
二
点
は
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
共
通
で
あ
る

と
指
摘
す
る
。
他
方
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
最
大
の
違
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
、
基
礎
疾
患
（
ぜ
ん
そ
く
、
糖
尿
病
等
）
者
を
中
心
に
重
篤

化
・
死
亡
例
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る）121
（

。
ま
た
別
文
献
で
は
、
幸
い
な
こ
と
に
本
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
原
性
は
、
想
定
さ
れ
て
い

た
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
五
歳
以
下
の
小
児
と
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
患
者
が
多
い
が
、

今
回
は
七
七
歳
以
上
の
高
齢
者

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
感
染
防
御
の
指
標
レ
ベ
ル
以
上
の
中
和
抗
体

0

0

0

0

が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
か
つ
て
の
ス
ペ
イ
ン
風

0

0

0

0

0

邪0

（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
類
似
）
と
の
交
叉
免
疫

0

0

0

0

0

0

と
推
論
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
患
者
は
高
齢
者
で
は
な
く
、
五
歳
か
ら
一
九
歳
に
多

い
特
徴
を
示
し
た
と
い
う）121
（

。
ま
た
、「
な
ぜ
、
二
〇
〇
九
年
の
新
型
で
日
本
の
感
染
死
亡
者
は
［
他
国
に
比
し
て
］
少
な
か
っ
た
の

か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
第
一
に
医
療
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
保
険
制
度
の
完
備
、
第
二
に
早
期
発
見

（
熱
が
出
た
ら
医
療
機
関
に
行
く
習
慣
）、
第
三
に
早
期
治
療
（
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
タ
ミ
フ
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

は
発
症
後
四
八
時
間
以
内
の
投
与
で
大
き
な
効
果
）、

第
四
に
重
篤
化
リ
ス
ク
大
の
基
礎
疾
患
者
へ
の
治
療
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
第
五
に
流
行
初
期
の
学
校
・
学
級
閉
鎖
の
効
果
、
第
六
に

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
と
遺
伝
子
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
の
六
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）121
（

。
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（
（01
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
と
く

に
四
四
頁
（
二
〇
〇
九
年
二
月
改
定
）http://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/flu/kettei/092017keikaku.pdf
（
（01
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
七
日
）https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kekkaku-kansenshou04/09.htm
l

（
（01
）　

関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
（01
）・
三
五
頁
に
あ
る
第
一
段
階
で
の
政
府
対
応
で
あ
る
。
同
対
策
本
部
の
設
置
は
、
福
田
康
夫
内

閣
の
も
と
で
の
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
二
六
日
閣
議
決
定
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
。

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/sw

ineflu/
＞

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
設
置＞

「
参
考
：
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
発
生
時
の
対
策
本
部
設
置
等
の
閣
議
決
定
」

（
（00
）　

こ
れ
も
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
（01
）・
三
五
頁
に
あ
る
第
一
段
階
で
の
政
府
対
応
で
あ
る
。
基
本
的
対
処
方
針
は
、
同
右

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＞

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
第
一
回
会
合
）
基
本
的
対
処
方
針
」。
正
林
留
章
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
発
生
後
の
主
な
出
来
事
と
対
応
」、
宮
村
・
和
田
・
前
掲
註（
8
）・
二
二
―
二
五
頁
。

（
（00
）　

同
右
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＞

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
専
門
家
諮
問
委
員
会
の
設
置
」、
正
林
・
前
掲
註（
（00
）・
二
五
頁
。

（
（00
）　

同
右
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＞

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
第
二
回
会
合
）
基
本
的
対
処
方
針
」、
正
林
・
同
右
・
二
五
～
二
六

頁
に
抜
粋
。

（
122
）　

二
〇
〇
九
年
五
月
九
日
付
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
課
発
各
都
道
府
県
・
政
令
市
・
特
別
区
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
担
当
部
局

宛
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
の
発
生
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/kinkyu/kenkou/infuluenza/090510-01.
htm

l

（
122
）　

患
者
は
高
校
生
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
は
学
校
名
実
名
を
報
じ
た
。https://w

w
w

.asahi.com
/special/09015/

T
K

Y
200905160090.htm

l　

こ
れ
に
よ
る
と
私
の
出
身
高
校
の
後
輩
だ
が
、
当
時
の
私
は
塾
を
定
年
退
職
し
て
明
治
学
院
法
科
大
学
院

赴
任
直
後
で
、
塾
在
職
中
の
行
政
法
授
業
で
の
『
週
間
時
事
事
例
』（
藤
原
淳
一
郎
「
転
換
期
の
法
学
研
究
―
体
験
的
行
政
法
教
育
論
」

慶
應
義
塾
大
学
学
術
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ＞

法
学
研
究
七
九
巻
一
号
一
、
二
二
～
二
四
、
三
七
頁
「
別
添
1
」。
二
〇
〇
六
）
か
ら
縁

遠
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
日
本
経
済
新
聞
は
三
面
記
事
に
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
見
落
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
実
名
報
道
に
お
け

る
報
道
機
関
の
取
材
に
つ
い
て
、
山
下
淳
教
授
も
加
わ
っ
た
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
検
証
委
員
会
『
兵
庫
県

0

0

0

新
型
イ
ン
フ
ル
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エ
ン
ザ
対
策
検
証
委
員
会
報
告
書

0

0

0

―
第
2
波
に
備
え
た
対
策
に
関
す
る
提
言
』
七
七
―
七
八
頁
（
傍
点
引
用
者
。
二
〇
〇
九
年
九
月
）

https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/kk42/docum

ents/000135807.pdf

及
び
国
立
感
染
症
研
究
所
『
神
戸
市
・
兵
庫
県
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
集
団
発
生
疫
学
調
査
報
告
』https://idsc.nih.go.ja/disease/sw

ine_influenza/pdf09/K
obeH

yogo1.pdf

参
照
。

（
12（
）　

二
〇
〇
九
年
五
月
一
六
日
付
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
本
部
事
務
局
発
各
都
道
府
県
・
保
健
所
設
置
市
・
特
別

区
衛
生
主
管
部
局
長
宛
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内
発
生
に
か
か
る
対
応
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/kinkyu/
kenkou/infuluenza/090516-04.htm

l

、
同
・
別
紙
1
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
専
門
家
諮
問
委
員
会
「『
基
本
的
対
処
方

針
』
の
実
施
に
つ
い
て
」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/kinkyu/kenkou/infuluenza/090516-02.htm
l

、
同
・
別
紙
2
・
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
幹
事
会
「
確
認
事
項
」https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/kinkyu/kenkou/infuluenza/090516-01.htm

l

（
121
）　

正
林
・
前
掲
註（
（00
）・
三
〇
頁
。
学
校
の
休
業
に
つ
い
て
、
国
は
行
動
計
画
（
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
（01
））
四
四
、
四
九

頁
、「
感
染
防
止
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
（01
））
四
八
、
五
〇
頁
で
言
及
し
て
い
る
。
学
校
の
臨
時

休
業
に
つ
い
て
、
和
田
耕
治
「
地
域
で
の
感
染
拡
大
防
止
策
」
和
田
・
前
掲
註（
8
）・
一
一
四
、
一
三
一
頁
以
下
、
兵
庫
県
に
お
け
る
実

態
は
、
濱
田
浩
嗣
「
兵
庫
県
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
流
行
時
の
学
校
臨
時
休
業
」
同
右
・
一
三
四
頁
以
下
、

兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
前
掲
註（
122
）・
四
二
～
四
五
、
四
七
～
五
〇
頁
参
照
。

（
121
）　

行
動
計
画
（
関
係
省
庁
対
策
会
議
・
前
掲
註（
（01
））
四
一
頁
に
は
、
第
一
段
階
で
「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
る
（
傍
点

引
用
者
）。
和
田
耕
治
「
医
療
体
制
」
宮
村
・
和
田
・
前
掲
註（
8
）・
一
八
四
頁
、
兵
庫
県
の
実
態
は
、
兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
前
掲
註

（
122
）・
一
一
～
一
五
頁
参
照
。

（
121
）　

行
動
計
画
・
同
右
・
四
五
頁
は
、
第
二
段
階
で
「
発
熱
外
来
の
整
備

0

0

0

0

0

0

0

」
と
あ
り
、
医
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
関
係
省
庁
対
策

会
議
・
前
掲
註（
（01
））
に
は
、
発
生
前
か
ら
発
熱
外
来
の
準
備
（
五
九
頁
）、
第
二
段
階
及
び
第
三
段
階
で
「
発
熱
外
来
等
の
対
応
」
と

あ
る
（
六
五
、
七
〇
頁
）。
兵
庫
県
に
お
け
る
「
専
門
外
来
医
療
機
関
（
発
熱
外
来
）
の
実
態
は
、
兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
前
掲
註

（
122
）・
一
七
～
一
九
頁
参
照
。

（
121
）　

正
林
・
前
掲
註（
（00
）・
三
〇
頁
、
和
田
・
前
掲
註（
121
）・
一
八
五
頁
。

（
120
）　

兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
前
掲
註（
122
）・
四
頁
。

（
120
）　

外
出
に
あ
た
り
人
混
み
を
避
け
る
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
等
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。「
基
本
的
対
処
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方
針
」（
二
〇
〇
九
年
五
月
二
二
日
）https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/sw
ineflu/

＞

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本

部
（
第
四
回
会
合
）＞

配
付
資
料
。
ま
た
はhttps://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/inful_cope.
htm

l＞

政
府
の
基
本
的
対
処
方
針＞

二
〇
〇
九
年
五
月
二
二
日
版
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
「『
基
本
的
対
処
方
針
』
等
の
Ｑ

＆
Ａ
」
参
照
。

（
120
）　

厚
生
労
働
省
「
医
療
の
確
保
、
検
疫
、
学
校
・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
の
要
請
等
に
関
す
る
運
用
指
針
」https://w

w
w

.
kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/sw

ineflu/
＞

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
（
第
四
回
会
合
）＞

配
付
資
料＞

「
医
療
の
確
保
、

検
疫
、
学
校
・
保
育
施
設
等
の
臨
時
休
業
の
要
請
等
に
関
す
る
運
用
指
針
」。
正
林
・
前
掲
註（
（00
）・
三
一
～
三
四
頁
。

（
122
）　

正
林
・
前
掲
註（
（00
）・
三
四
～
四
〇
頁
。

（
122
）　

正
林
・
同
右
・
三
四
、
四
〇
～
四
二
頁
。

（
12（
）　

正
林
・
同
右
・
四
二
～
四
四
頁
。

（
121
）　https://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/kikikanri/flu/sw
ineflu/

＞

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
本
部
廃
止
」。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
本
部
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）に
対
す
る
今
後
の
取
組
」
二
頁
は
、「
通
常
の
感
染
症
と
し
て
対
応
す
る
体

制
に
切
り
替
え
る
」
と
す
る
。https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/inful_cope.htm
l＞

政
府

の
基
本
的
対
処
方
針＞

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）に
対
す
る
今
後
の
取
組
」。

（
121
）　
「
基
本
的
対
処
方
針
」https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/inful_cope.htm
l＞

政
府
の

基
本
的
対
処
方
針＞

「（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
日
版
）
基
本
的
対
処
方
針
」

（
121
）　

小
田
切
孝
人
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）の
特
徴
」
中
「
2
『
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
1
Ｎ
1
）二

〇
〇
九
ウ
イ
ル
ス
の
ウ
イ
ル
ス
学
的
な
知
見
』」
宮
村
・
和
田
・
前
掲
註（
8
）・
五
〇
、
五
四
、「
3
疫
学
的
特
徴
」
正
林
督
章
・
和
田
耕

二
・
同
書
・
六
五
頁
。

（
121
）　

加
藤
・
前
掲
註（
5
）・
一
四
二
～
一
四
三
頁
。

（
ロ
）　

特
措
法
制
定
の
経
緯

　

次
に
特
措
法
の
制
定
経
緯
を
み
て
お
き
た
い
。
特
措
法
の
逐
条
書
に
は
、
制
定
過
程
に
わ
ず
か
な
記
載
が
あ
る
の
み）120
（

な
の
で
、
第
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一
八
〇
回
国
会
（
二
〇
一
二
年
）
に
お
け
る
特
措
法
法
案
審
議
の
政
府
側
説
明
・
答
弁）120
（

か
ら
も
法
案
作
成
過
程
の
輪
郭
を
探
る
こ
と

に
な
る
。
法
案
作
成
過
程
に
お
け
る
公
文
書
が
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る
の
か
自
体
疑
問
で
あ
る
し
、
外
出
自
粛
の
時
節
が
ら
、
公
文

書
館
等
に
出
か
け
て
探
し
出
す
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
右
の
わ
ず
か
な
手
掛
か
り
を
も
と
に
し
て
、
内
閣
府
等
の
ウ
ェ
ブ
で

検
索
し
、
た
ま
た
ま
入
手
し
得
た
資
料
に
よ
っ
て
以
下
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
不
足
分
は
、
以
下
で
紹
介
す
る
資
料
作
成
の
団

体
や
委
員
会
に
関
与
し
た
法
学
者
を
含
む
後
輩
研
究
者
に
委
ね
る
し
か
な
い
。

（
120
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
四
―
六
頁
。

（
120
）　

政
府
に
向
け
た
要
望
書
・
提
言
の
提
出
団
体
と
し
て
、
全
国
知
事
会
、
日
本
医
師
会
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
下
「
経
団
連
」

と
い
う
）、
二
〇
〇
八
年
六
月
の
（
当
時
の
自
民
・
公
明
）
与
党
鳥
由
来
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

提
言
等
（
後
藤
斎
副
大
臣
及
び
園
田
康
博
大
臣
政
務
官
・
第
一
八
〇
回
国
会
衆
議
院
内
閣
委
員
会
議
録
三
月
二
三
日
二
―
三
、
八
頁
、
一

七
頁
等
）、
自
治
体
実
務
者
・
学
識
経
験
者
等
と
の
意
見
交
換
が
あ
っ
た
（
園
田
大
臣
政
務
官
・
同
右
一
七
頁
、
中
川
正
春
国
務
大
臣
・

同
国
会
参
議
院
内
閣
委
員
会
会
議
録
四
月
一
七
日
二
頁
等
）
と
い
う
。
こ
の
う
ち
自
公
両
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
提
言
は
、
両
党
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
調
べ
た
が
、
内
容
を
知
る
手
掛
か
り
は
な
か
っ
た
。
政
府
と
自
治
体
実
務
者
・
学
識
経
験
者
等
と
の
意
見
交
換
は
本

稿
Ｄ
（
ｂ
）
で
述
べ
る
。

Ａ　

兵
庫
県
検
証
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
九
年
）

　

ま
ず
本
稿
（
イ
）
の
二
〇
〇
九
年
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
の
体
験
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た

「
兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
検
証
委
員
会
報
告
書
」
か
ら
み
て
お
こ
う
。（
イ
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
の

渡
航
歴
な
き
国
内
患
者
第
一
号
は
兵
庫
・
大
阪
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
後
述
Ｄ
（
ｂ
）
②
で
述
べ
る
二
〇
一
二
年

の
「
法
制
の
た
た
き
台
」
を
め
ぐ
る
政
府
と
自
治
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
討
協
議
会
に
兵
庫
県
の
担
当
者
を
招
い
た
の
は
あ
る
意

味
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
捨
象
し
て
も
、
右
報
告
書
は
、
〇
九
年
当
時
の
法
令
・
制
度
の
在
り
方
及
び
運
用
上
の
問
題
点
を
、
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災
害
対
策
基
本
法
の
類
似
の
状
況
等
と
比
較
の
う
え
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
右
報
告
書
は
特
措
法
案
作
成
に

お
い
て
「
現
場
の
声

0

0

0

0

」
と
し
て
貴
重
な
提
言
の
資
料
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
報
告
書
が
、
政
府
と
の
実
務
者
検
討
協
議
会
の
参
考

資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
も
、
う
な
ず
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
ａ
）　

報
告
書
の
構
成

　

報
告
書
の
記
述
の
流
れ
と
し
て
は
、
第
二
編
「
対
応
状
況
と
課
題
」
で
個
別
論
点
ご
と
に
国
・
県
の
関
係
規
定
、
県
の
と
っ
た
対

策
、
有
効
で
あ
っ
た
対
応
と
解
決
す
べ
き
課
題
の
順
に
述
べ
た
の
ち
、
第
五
章
を
「
行
政
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
―
法
制
度
を
中
心
と

し
て
」
で
結
ぶ
。
さ
ら
に
第
三
編
「
今
後
の
対
応
に
向
け
た
提
言
」
の
第
五
章
「
行
政
シ
ス
テ
ム
」
第
一
節
「
法
制
度
等
の
見
直

し
」
で
、
具
体
的
な
提
言
を
行
う
。

（
ｂ
）　
「
報
告
書
」
提
示
の
論
点
（
第
二
編
第
五
章
）

　

第
一
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
「
新
型
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
に
対
す
る
組
織
・
計
画
が
法
律
で
明
記
さ
れ
ず
、
責
任
の

所
在
が
不
明
確
で
あ
る
。
政
府
の
対
策
本
部
の
設
置
の
ほ
か
、
対
策
本
部
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」
は
、
法
律
で
規
定
さ
れ
ず
、
対

処
方
針
が
「
ど
の
程
度
の
拘
束
力
を
持
つ
の
か
」
明
確
で
な
い
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
5
Ｎ
1
）
を
念
頭
に
作
成
さ
れ
て
い
た

政
府
の
新
型
イ
ン
フ
ル
へ
の
「
行
動
計
画
」
や
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
は
、
自
治
体
作
成
の
計
画
と
の
整
合
性
を
と
る
仕
組
み
が
用

意
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
都
道
府
県
・
市
町
村
間
や
都
道
府
県
域
を
超
え
る
場
合
の
調
整
も
な
い
。

　

第
二
に
、
学
校
・
保
育
所
・
通
所
通
施
設
・
県
民
利
用
施
設
の
休
業
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
等
、「
感
染
症
法
上
、
社
会
活

動
制
限
を
要
請
あ
る
い
は
指
示
等
す
る
規
定
は
な
い
」。
ま
た
、
誰
が
社
会
活
動
制
限
を
要
請
す
る
か
が
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え

ば
二
〇
〇
九
年
五
月
一
六
日
付
対
策
本
部
幹
事
会
確
認
事
項
に
は
「
各
都
道
府
県
」
と
あ
っ
た
の
が
、
翌
六
月
一
九
日
付
厚
生
労
働
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省
運
用
指
針
で
は
「
都
道
府
県
等0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
さ
れ
、
ぶ
れ
が
み
ら
れ
た
。

　

第
三
に
、
医
師
等
へ
の
医
療
実
施
の
指
示
や
、
マ
ス
ク
等
の
物
品
等
を
収
用
す
る
権
限
が
な
い
。
医
師
等
へ
の
補
償
、（
二
〇
〇

九
年
秋
以
降
は
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
）
二
次
感
染
の
休
業
補
償
が
制
度
的
に

な
い
。

　

第
四
に
、
感
染
症
法
に
は
医
療
費
等
の
国
の
費
用
負
担
の
規
定
［
六
一
、
六
二
条
］
が
あ
る
に
は
あ
る
が
、
県
市
町
村
の
〇
九
年

イ
ン
フ
ル
対
策
に
は
約
八
五
億
円
の
経
費
が
必
要
で
、
財
源
補
填
が
課
題
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
検
疫
・
水
際
対
策
の
一
段
の
強
化
・
徹
底
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
六
に
、［
感
染
症
法
六
条
七
項
の
］
新
型
イ
ン
フ
ル
に
つ
い
て
、［
同
法
二
六
条
に
よ
る
準
用
に
よ
り
］
一
律
感
染
症
法
の
二
類

感
染
症
相
当
の
対
応
と
定
め
ら
れ
、
症
状
消
失
患
者
に
入
院
措
置
等
の
過
剰
な
対
応
も
あ
っ
た）120
（

。

（
ｃ
）　
「
報
告
書
」
に
お
け
る
提
言
（
第
三
編
第
五
章
）

　

ま
ず
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
地
方
分
権
の
時
代
に
即
し
た
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
の
転
換
」（
傍
点
引
用
者
）「
危
機
管
理
の
発
想

0

0

0

0

0

0

0

の
組

み
込
み
」（
傍
点
引
用
者
）、
自
治
体
の
「
役
割
と
責
任
の
明
確
化
」
の
三
点
を
掲
げ
る
。
各
論
点
に
つ
い
て
、
大
要
次
の
よ
う
に
提

言
す
る
。

　

第
一
に
、
対
策
本
部
、
計
画
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化
。「
国
内
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
全
国
的
に
統
一
的
、

均
一
的
な
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
」
新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
を
実
施
す
る
「
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
対
策
本
部
、
計

画
を
法
律
で
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
」。
さ
ら
に
市
町
村
の
役
割
の
明
確
化
、
都
道
府
県
へ
の
調
整
権
限
の
付
与
、
広
域
調
整
の

し
く
み
の
検
討
を
提
言
す
る
。

　

第
二
に
、
社
会
活
動
制
限
の
法
的
位
置
づ
け
の
明
確
化
。
行
政
が
社
会
的
活
動
制
限
の
「
要
請
、
勧
告
、
又
は
指
示
を
行
う
こ
と
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を
法
律
で
明
確
に
規
定
」。
こ
の
場
合
、
法
に
よ
る
「
拘
束
力
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
国
民
の
総
意
と
し
て
制
限
を
行
う
ス
タ
ン

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ス0

を
法
律
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要）1（2
（

」（
傍
点
引
用
者
）
で
、
制
限
主
体
は

0

0

0

0

0

、
都
道
府
県
及
び
保
健
所
設
置
市

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
行
い
、
都
道

府
県
が
総
合
調
整
・
指
示
す
る
仕
組
み
を
整
備
す
べ
き
と
提
言
す
る
。

　

第
三
に
、
医
療
実
施
の
要
請）1（2
（

・
指
示
と
補
償
。
す
な
わ
ち
、
大
量
の
患
者
が
発
生
し
た
と
き
、
医
師
に
「
協
力
を
要
請
を
し
て
も
、

正
当
な
理
由
が
な
く
、
要
請
に
応
じ
な
い
と
き
、
都
道
府
県
知
事
等
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
限
り
、
当
該
医
師
等
に

医
療
を
行
う
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
法
律
で
規
定
す
べ
き
」（
傍
点
引
用
者
）
で
、
こ
の
よ
う
な
義
務
化
に
伴
い
、
医

師
の
死
亡
・
負
傷
の
損
害
賠
償
、
経
費
の
実
費
弁
償
の
制
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
す
る
。

　

ま
た
、
知
事
等
が
「
食
料
や
生
活
必
需
品
等
の
所
有
者
に
…
…
保
管
や
売
り
渡
し
を
要
請
し
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
要
請
に

応
じ
な
い
と
き
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
収
用
で
き
る
よ
う
法
律
で
規
定
す
る
べ
き
」
と
提
言
す
る
。

　

第
四
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
を
「
国
家
の
危
機
管
理
上
重
大
な
課
題
と
し
て
と
ら
え
…
…
災
害
救
助
法
に
準
じ
た
、
国
に
よ
る

財
政
支
援
を
行
う
制
度
を
創
設
す
べ
き
」
と
提
言
す
る
。

　

第
五
に
、
発
生
国
か
ら
の
帰
国
者
の
停
留
な
ど
、
検
疫
に
お
け
る
水
際
対
策
の
強
化
を
提
言
す
る
。

　

第
六
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
は
二
類
感
染
症
相
当
の
対
応
と
さ
れ
て
い
る
が
、
毒
性
、
重
症
率
、
感
染
率
、
患
者
の
発
声
状
況
等
を

考
慮
し
機
動
的
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
政
令
で
類
型
や
実
施
で
き
る
対
策
を
定
め
る
こ
と
」
を
提
言
す
る）1（（
（

。

（
ｄ
）　
「
報
告
書
」
の
提
言
す
る
法
制
化
の
選
択
肢

　

報
告
者
は
、
提
言
の
ま
と
め
と
し
て
、
法
制
化
に
三
つ
の
選
択
肢
を
示
し
て
い
る
。

　

第
一
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
適
用
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
国
と
保
健
所
設
置
団
体
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
」
感
染
症
法
に
「
有
事
対
応
の
体
制
と
対
策
を
盛
り
込
ん
で
い
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く
」
法
改
正
で
あ
る
。

　

第
三
は
、「
社
会
機
能
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
感
染
症
の
発
生
は
極
め
て
希
で
あ
り
、
特
殊
な
対
応
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
な
ら

…
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
み
を
対
象
と
す
る
特
別
法
を
制
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
す
る）1（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
報
告
書
は
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
特
別
法
制
定
の
途
を
示
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、（
ｃ
）
の
報

告
書
第
三
編
第
五
章
の
法
制
度
改
革
提
案
の
多
く
が
、
の
ち
に
現
実
に
特
措
法
案
に
織
り
込
ま
れ
お
り
、
誠
に
意
義
深
い
報
告
書
に

な
っ
て
い
る
。

（
120
）　

兵
庫
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
検
証
委
員
会
・
前
掲
註（
122
）・
八
六
～
八
九
頁
。

（
1（2
）　

趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
法
技
術
的
に
ど
の
よ
う
な
条
文
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

（
1（2
）　

兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
前
掲
註（
122
）・
一
一
六
頁
は
感
染
症
法
一
六
条
の
二
「
協
力
の
要
請
」
規
定
で
は
不
十
分
と
す
る
。
厚
生
労

働
省
・
前
掲
註（
1
）・
九
九
頁
に
よ
れ
ば
、
同
条
が
い
う
「
措
置
の
実
施
に
対
す
る
必
要
な
措
置
」
と
は
、「
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め

緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
…
…
病
床
の
確
保
等
、
必
要
な
協
力
」
を
指
す
。
そ
こ
で
本
提
案
は
、
感
染
症
法
一
六
条
の
2
よ

り
む
し
ろ
医
師
法
一
九
条
一
項
の
医
師
の
診
療
義
務
を
下
敷
き
に
同
法
五
条
の
「
医
師
等
の
責
務
」
規
定
に
付
加
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ

ろ
う
か
。

（
1（（
）　

兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
同
右
・
一
一
四
～
一
一
七
頁
。

（
1（1
）　

兵
庫
県
検
証
委
員
会
・
同
右
・
一
一
七
～
一
一
八
頁
。

Ｂ　

総
括
報
告
書
（
二
〇
一
〇
年
）

　

二
〇
一
〇
年
三
月
（
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
・
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
時
代
）
に
設
置
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
対
策
総
括
会
議
（
座
長
・
金
澤
一
郎
日
本
学
術
会
議
会
長
）
は
、
同
年
六
月
（
管
内
閣
時
代
）
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

「
1
・
は
じ
め
に
」「
2
・
全
般
的
事
項
」「
3
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」「
4
・
広
報
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
5
・
水
際
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対
策
」「
6
・
公
衆
衛
生
対
策
（
学
校
等
の
臨
時
休
業
等
）」「
7
・
医
療
体
制
」「
8
・
ワ
ク
チ
ン
」「
9
・
む
す
び
に
」
の
九
章
編
成

か
ら
成
り
、
こ
の
う
ち
本
論
部
分
は
「
Ａ
・
体
制
・
制
度
の
見
直
し
や
検
討
・
事
前
準
備
を
要
す
る
問
題
」
と
「
Ｂ
・
運
用
上
の
課

題
」
に
分
け
て
提
言
す
る
全
体
一
〇
頁
の
報
告
書
で
あ
る）1（1
（

。
報
告
書
の
各
論
（
右
の
3
か
ら
8
）
の
中
か
ら
、
私
の
関
心
事
に
的
を

し
ぼ
っ
て
検
討
す
る
。

（
ａ
）　

全
般
的
事
項）1（1
（

　

二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
対
策
に
は
、
い
く
つ
か
の
準
備
不
足
や
制
約
が
あ
っ
た
と
す
る
。

　

す
な
わ
ち
「
行
動
計
画
」「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
病
原
性
の
高
い
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
1
Ｎ
1
）
を

念
頭
に
置
き
、「
突
然
大
規
模
な
集
団
発
生
が
起
こ
る
状
況

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
対
す
る
具
体
的
提
示
は
な
か
っ
た
（
傍
点
引
用
者
）。
改
訂
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
〇
九
年
二
月
）
に
基
づ
く
対
策
実
施
の
事
前
準
備
・
調
整
不
足
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
、
病
原

性
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
新
型
イ
ン
フ
ル
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
法
的
枠
組
み
の
未
整
備
等
で
あ
る
。

　

全
般
に
わ
た
る
提
言
と
し
て
、
第
一
に
「
病
原
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応
」
と
し
て
、
水
際
作
戦
・
学
校
閉
鎖
等
、
複
数
の
対
策

の
選
択
肢
を
予
め
用
意
し
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
決
定
す
る
シ
ス
テ
ム
。
第
二
に
「
迅
速
か
つ
合
理
的
な
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
」、

第
三
に
「
地
方
と
の
関
係
と
事
前
準
備
」
と
し
て
、
事
前
に
決
め
て
お
け
る
こ
と
は
事
前
に
。
地
方
が
ど
こ
ま
で
裁
量
を
持
つ
か
等

の
役
割
分
担
も
確
認
。
第
四
に
、「
危
機
管
理
に
関
わ
る
体
制
の
強
化
」、
そ
し
て
第
五
に
「
法
整
備

0

0

0

」
と
し
て
「
対
策
の
実
効
性
を

確
保
す
る
た
め
、
感
染
症
対
策
全
般
の
あ
り
方
（
感
染
症
の
類
型
、
医
療
機
関
の
あ
り
方
な
ど
）
に
つ
い
て
、
国
際
保
健
規
則
や
地
方

自
治
体
、
関
係
学
会
等
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
感
染
症
法
や
予
防
接
種
法
の
見
直
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
行
う
等0

、
各
種
対
策
の

0

0

0

0

0

法
的
根
拠
の
明
確
化

0

0

0

0

0

0

0

0

を
図
る
」（
傍
点
引
用
者
）
と
す
る
。
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（
ｂ
）　

各
論
（
抄
）

①　

水
際
対
策
（
報
告
書
・
5）1（1
（

）

　

ま
ず
も
っ
て
「
検
疫
に
よ
り
感
染
拡
大
時
期
を
遅
ら
せ
る
［
と
い
う
意
見
の
］
…
…
有
効
性
を
証
明
す
る
科
学
的
根
拠
は
明
ら
か

で
は
な
い
」（
報
告
書
5
・
Ａ
4
）
こ
と
も
あ
り
、「『
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
』
と
［
一
般
人
に
］
誤
解
を
与
え
な
い
観
点
か
ら
、

そ
の
名
称
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
十
分
な
周
知
が
必
要
」（
Ａ
5
）
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
「
感
染
力
だ
け

で
な
く
致
死
率
等
健
康
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
健
康
監
視
の
対
象
者
の
範
囲
を
必
要
最
小
限
と
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
中
止
の
基
準
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
」（
Ａ
3
）
や
「
機
動
的
に
水
際
対
策
の
縮
小
な
ど
の
見
直
し
」（
Ａ
1
）
を

求
め
て
い
る
。

②　

公
衆
衛
生
対
策
（
学
校
等
の
臨
時
休
業
等
）（
報
告
書
・
6）1（0
（

）

　

学
校
・
保
育
所
・
通
所
施
設
等
の
臨
時
休
業
は
、
今
回
（
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
に
）
効
果
が
あ
っ
た
（
報
告
書
6
・
Ａ
1
）
と
し

た
う
え
で
、
病
原
性
に
応
じ
た
休
業
要
請
は
、
国
が
目
安
（
方
針
、
基
準
）
を
示
し
、
自
治
体
が
運
用
を
判
断
す
べ
き
で
（
Ａ
2
）、

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
た
休
業
要
請
と
理
解
を
得
る
た
め
の
広
報
が
必
要
で
あ
る
（
Ｂ
1
）。
臨
時
休
業
、
集
会
・
イ
ベ
ン
ト
自
粛

要
請
に
は
社
会
的
・
経
済
的
影
響
を
伴
う
た
め
、
国
は
対
策
の
是
非
や
事
業
者
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策
定
を
含
め
た

運
用
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
実
施
に
際
し
社
会
的
・
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
更
な
る
周
知
が
必
要
と

す
る
（
Ａ
3
）。
臨
時
休
業
情
報
を
地
域
医
療
機
関
や
医
師
会
と
学
校
等
の
施
設
関
係
者
が
迅
速
に
情
報
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
べ
き
で
（
Ａ
4
）、
休
業
中
の
生
徒
等
が
休
業
の
意
味
、
休
業
中
の
行
動
に
つ
い
て
理
解
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
く
な

る
の
で
一
層
の
周
知
が
必
要
（
Ｂ
2
）。
発
病
者
の
自
宅
待
機
期
間
・
就
業
可
能
時
期
の
判
断
等
、
国
が
考
え
方
を
示
す
べ
き
で
あ

る
（
Ｂ
2
）。
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③　

医
療
体
制
（
報
告
書
・
7）1（0
（

）

　

国
が
基
本
的
方
針
、
考
え
方
を
示
し
た
上
で
、
都
道
府
県
ご
と
に
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
医
療
提
供
体
制
の
検
討
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
（
Ａ
1
）。「
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
」
及
び
「
発
熱
外
来
」
の
設
置
の
是
非
、
対
象
者
、
役
割
・
機
能
・
体
制
等
、
病
原
性
等

も
考
慮
し
な
が
ら
再
整
理
す
べ
き
で
あ
る
（
Ａ
2
）。
医
療
従
事
者
が
、
地
域
医
療
体
制
維
持
の
た
め
協
力
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ

（
個
人
防
護
具
）
提
供
、
休
業
時
・
医
療
従
事
者
死
亡
・
後
遺
症
の
補
償
を
含
め
仕
組
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
（
Ａ
4
）。
自

治
体
が
、
当
該
地
域
が
「
感
染
拡
大
期
」
か
「
ま
ん
延
期
」
か
的
確
に
判
断
し
、
入
院
措
置
中
止
や
発
熱
外
来
の
役
割
切
替
え
を
円

滑
に
行
え
る
よ
う
、
実
地
疫
学
等
の
専
門
家
が
助
言
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
等
検
討
す
べ
き
で
あ
る
（
Ｂ
1
）。
医
療
機
関
に

必
要
か
つ
正
確
な
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
（
Ｂ
2
）。

④　

報
告
書
む
す
び）1（0
（

　

本
報
告
書
は
、「
9
・
む
す
び
に
」
に
お
い
て
、
本
「
提
言
を
最
大
限
尊
重
し
、
国
に
お
い
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計

画
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
等
の
検
討
作
業
に
速
や
か
に
着
手
」
す
る
こ
と
、
都
道
府
県
、
市
町
村
も
、
国
の
対
策
見
直
し
を
受
け

て
「
各
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ
る
行
動
計
画
等
の
策
定
・
改
訂
」
を
す
る
こ
と
を
う
な
が
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
報
告
書
の
最
後
に
「
危
機
管
理
対
策
は
、
…
…
発
生
前
の
段
階
か
ら
の
準
備
、
と
り
わ
け
…
…
人
員
体
制
や
予
算
の
充
実

な
く
し
て
、
抜
本
的
な
改
善
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
以
前
か
ら
重
ね
重
ね
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
り
、
今
回
こ

そ
、
発
生
前
の
段
階
か
ら
の
体
制
強
化
の
実
現
を
強
く
要
望
し
、
総
括
に
代
え
た
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

⑤　
「
報
告
書
」
そ
の
後

　

本
報
告
書
「
む
す
び
に
」
に
あ
る
提
言
を
受
け
て
、
翌
二
〇
一
一
年
、
ち
ょ
う
ど
菅
内
閣
（
細
川
律
夫
厚
生
労
働
大
臣
）
か
ら
野

田
内
閣
（
小
宮
山
洋
子
厚
生
労
働
大
臣
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
九
月
に
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
が
改
定
さ

れ
た
。
同
計
画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
の
「
対
策
実
施
を
通
じ
て
、
実
際
の
現
場
で
の
運
用
や
病
原
性
が
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低
い
場
合
の
対
応
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
知
見
や
教
訓
等
が
得
ら
れ
た
」
と
し
て
、
右
総
括
報
告
書
を
注
記
で
メ
ン
シ
ョ
ン
し
て
い

る
）
112
（

。

　

右
の
行
動
計
画
の
「
改
定
の
『
ポ
イ
ン
ト）112
（

』」
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
改
定
に
よ
り
追
加
等
を
行
う
事
項
」
と
し
て
、
第
一
に
、
従
前

の
「
発
熱
外
来

0

0

0

0

」
を
「
帰
国
者

0

0

0

・
接
触
者
外
来

0

0

0

0

0

」
と
名
称
変
更
し
、
そ
の
設
置
時
期
を
従
前
の
国
内
発
生
時
で
は
な
く
海
外
発
生
時

に
前
倒
し
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
地
域
の
発
生
状
況
に
よ
り
、
地
域
未
発
生
期
、
地
域
発
生
早
期
、
地
域
感
染
期
の
三
段
階
に
都
道

府
県
ご
と
に
分
け
、
段
階
ご
と
に
対
応
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
製
造
・
販
売
・
運
送
事
業
者
等
へ
の
医
薬
品
・
食
料
品
等
の
緊
急
物

資
の
円
滑
な
流
通
・
運
送
を
要
請
、
第
四
に
、
生
活
関
連
物
資
の
安
定
化
の
た
め
、
買
い
占
め
等
の
監
視
、
国
民
生
活
窓
口
の
設
置
、

第
五
に
、
中
小
企
業
等
の
経
営
安
定
化
に
資
す
る
政
府
関
係
金
融
機
関
等
へ
の
要
請
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
1（1
）　

厚
生
労
働
省
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
対
策
総
括
会
議
報
告
書
」（
二
〇
一
〇
年
六
月
一
〇
日
）https://

w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/dl/infu100610-00.pdf

な
お
「
厚
生
労
働
省
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
1
Ｎ
1
）
対
策
総
括
会
議
報
告
書
ま
と
ま
る
」
二
〇
一
〇
年
七
月
五
日
付
日
医
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
一
一
七
二
号
参
照
。

（
1（1
）　

厚
生
労
働
省
・
前
掲
註（
1（1
）・
二
～
三
頁
。

（
1（1
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
六
頁
。

（
1（0
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
七
頁
。

（
1（0
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
八
～
九
頁
。

（
1（0
）　

厚
生
労
働
省
・
同
右
・
一
〇
頁
。

（
112
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
閣
僚
会
議
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」（
二
〇
一
一
年
九
月
二
〇
日
）
と
く
に
二
頁
。

https://202/214/194/148/jp/seisaku/ful/kettei/110920keikaku.pdf

（
112
）　
「『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
（
平
成
二
三
年
九
月
二
〇
日
改
定
）』
の
ポ
イ
ン
ト
」https://w

w
w

.cas.go.jp/
seisaku/ful/dai47/dai47.htm

l＞

参
考
資
料
3
。
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Ｃ　
「
論
点
整
理
」（
二
〇
一
一
年
）

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
、
第
四
七
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
は
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
に
必
要
な
法
制
度
の
論
点
整
理
」
を
ま
と
め
た）11（
（

（
以
下
「
論
点
整
理

0

0

0

0

」
と
い
う
）。

（
ａ
）　
「
論
点
整
理
」
の
内
容

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
以
下
単
に
「
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
対
策
「『
行
動
計
画
』
の
実
効
性
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
、
た
と
え
ば
以
下
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
法
的
枠
組
み
を
検
討

0

0

0

0

0

0

0

0

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
四
論
点
を
挙

げ
る）111
（

（
傍
点
引
用
者
）。
い
ず
れ
の
論
点
に
つ
い
て
も
「
…
…
必
要
で
は
な
い
か
」「
…
…
重
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
霞
が
関
論
点

ペ
ー
パ
ー
独
特
の
表
現
で
結
ん
で
い
る
論
点
提
示
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
言
い
切
り
型
に
し
て
お
く
。

　

四
論
点
は
、
第
一
に
イ
ン
フ
ル
発
生
へ
の
官
民
の
事
前
の
備
え
、
第
二
に
イ
ン
フ
ル
発
生
時
の
国
等
の
対
応
体
制
、
民
間
の
協
力

確
保
や
国
際
連
携
、
第
三
に
感
染
力
・
病
原
性
が
高
い
緊
急
時
に
お
い
て
、
国
民
生
活
・
国
民
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
、
第

四
に
感
染
力
・
病
原
性
が
高
い
緊
急
時
に
お
い
て
、
感
染
拡
大
・
被
害
軽
減
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

①　

イ
ン
フ
ル
発
生
へ
の
官
民
の
事
前
の
備
え

　

第
一
に
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
の
行
動
計
画
を
法
律
上
位
置
づ
け
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
国
全
体
の
ま
と
ま
り
あ
る

備
え
の
確
保
。

　

第
二
に
、
最
低
限
度
の
国
民
生
活
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
行
動
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
医
療
関
係
者
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供

者
、
医
薬
品
・
食
料
品
等
の
製
造
・
販
売
者
、
運
送
事
業
者
、
報
道
機
関
等
社
会
機
能
の
維
持
に
関
わ
る
事
業
者
（
以
下
「
社
会
機

能
維
持
事
業
者
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
フ
ル
発
生
時
の
重
要
業
務
に
関
す
る
事
業
継
続
計
画
の
策
定
等
の
実
施
。

　

第
三
に
、
イ
ン
フ
ル
対
策
に
関
す
る
研
究
推
進
。



98

法学研究 95 巻 1 号（2022：1）

②　

イ
ン
フ
ル
発
生
時
の
国
等
の
対
応
体
制
、
民
間
の
協
力
確
保
や
国
際
連
携

　

第
一
に
、
国
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
対
応
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
も
踏
ま
え
た
対
策
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
に
対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

第
二
に
、
社
会
機
能
維
持
事
業
者
の
協
力
を
確
保
す
る
仕
組
み
（
た
と
え
ば
要
請
等
や
災
害
対
策
基
本
法
、
国
民
保
護
法
等
の
指
定
公

共
機
関
制
度
）。

　

第
三
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
連
携
。

③　

感
染
力
・
病
原
性
が
高
い
緊
急
時
に
お
い
て
、
国
民
生
活
・
国
民
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置

　

第
一
に
、
国
民
生
活
・
国
民
経
済
安
定
確
保
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
α
・
医
薬
品
、
衛
生
用
品
、
食
料
、
石
油
等
重
要
な
物
資

の
安
定
供
給
及
び
物
価
の
安
定
確
保
、
β
・
電
気
、
水
道
、
ガ
ス
、
公
共
交
通
、
運
輸
、
金
融
・
決
済
シ
ス
テ
ム
、
報
道
機
関
等
国

民
生
活
・
国
民
経
済
安
定
確
保
の
た
め
に
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
確
保
、
γ
・
埋
火
葬
、
廃
棄
物
等
生
活
衛
生
環
境
の
確
保
の
た

め
の
措
置
。

　

第
二
に
、
企
業
の
経
済
活
動
の
安
定
を
図
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
政
府
関
係
金
融
機
関
等
を
通
じ
た
企
業
活
動
の
継
続
支
援
の

た
め
の
金
融
支
援
。

　

第
三
に
、
民
事
上
の
債
権
債
務
や
行
政
上
の
権
利
義
務
関
係
の
混
乱
回
避
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
α
・
債
務
履
行
期
限
の
延
長
、

β
・
行
政
上
の
申
請
期
限
の
延
長
等
。

④　

感
染
力
・
病
原
性
が
高
い
緊
急
時
に
お
い
て
、
感
染
拡
大
・
被
害
軽
減
の
た
め
の
措
置

　

第
一
に
、
国
内
侵
入
を
遅
ら
せ
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
α
・
海
外
か
ら
の
帰
国
者
・
入
国
者
を
停
留
す
る
施
設
の
確
保
、
β
・

発
生
国
か
ら
の
入
国
の
抑
制
。

　

第
二
に
、
国
内
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
措
置
と
し
て
、
α
・
催
事
、
興
業
等
不
特
定
多
数
者
が
集
ま
る
行
事
・
営
業
の
抑
制
、
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β
・
学
校
、
保
育
所
、
通
所
福
祉
施
設
等
の
休
業
、
γ
・
地
域
封
じ
込
め
の
た
め
の
集
中
的
対
策

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
医
療
、
交
通
規
制
、
生
活
支
援
）。

　

第
三
に
、
予
防
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
、
α
・
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
医
療
従
事
者
、
社
会
機
能
維
持
者
対
象
）、

β
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
接
種

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
医
療
従
事
者

0

0

0

0

0

・
社
会
機
能
維
持
者
に
対
す
る
先
行
接
種
を
含
む

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

全
国
民
対
象
）、
γ
・
接
種
の
優

先
順
位
、
実
施
者
、
医
療
従
事
者
の
協
力
確
保
、
費
用
、
備
蓄
な
ど
。

　

第
四
に
、
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
α
・
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
の
協
力
確
保
（
被
災
補
償
等
の
あ
り
方
を
含

む
）、
β
・
医
療
を
行
う
た
め
の
臨
時
施
設
の
確
保

0

0

0

0

0

0

0

、
γ
・
医
薬
品
等
の
備
蓄
、
δ
医
薬
品
承
認
等
の
医
療
関
係
法
の
特
例

0

0

0

0

0

0

0

0

（
外
国

の
支
援
受
入
れ
を
含
む
）。

　

⑤　

そ
の
他
の
論
点
と
し
て
、
第
一
に
、「
感
染
力
・
病
原
性
が
高
い
緊
急
時
に
対
応
す
る
た
め
の
法
的
措
置
の
発
動
の
開
始
・

終
了
の
判
断
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
」。
第
二
に
、「
社
会
機
能
維
持
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
［
イ
ン
フ
ル
以

外
の
］
新
感
染
症
へ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
」
の
二
点
を
注
記
し
て
い
る
。

（
11（
）　

内
閣
官
房
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
室
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
に
必
要
な
法
制
度
の
論
点
整
理
（
案
）」

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/dai47/dai47.htm

＞

配
付
資
料＞

資
料
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
五
頁
は
、
同
年
九
月
に
「
行
動
計
画
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
教
訓
を
踏
ま
え
つ
つ
、
対
策
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
法
制
の
検
討
が
重
ね
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

…
…
『
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
行
動
計
画
』
の
改
定
の
過
程
等
に
お
い
て
、
法
的
整
備
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
お
り
、
政
府
部
内
に
お
い
て
も
法
的
枠
組
み

0

0

0

0

0

も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
行
わ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
り
、
こ
の
論
点
整
理
も
、
右
に
い
う
「
議
論
」
の
流
れ
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

（
111
）　
「
論
点
整
理
」
は
、
個
別
項
目
に
入
る
前
に
、「（
参
考
）
危
機
管
理
に
関
す
る
他
制
度
の
例
」
と
し
て
、
第
一
に
自
然
災
害
や
大
規

模
事
故
へ
の
「
災
害
対
策
基
本
法
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
等
」、
第
二
に
他
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
等
へ
の
「
武
力
攻
撃
事
態
対

処
法
、
国
民
保
護
法
」、
第
三
に
口
蹄
疫
蔓
延
防
止
と
し
て
「
口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
」
を
挙
げ
て
い
る
。
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（
ｂ
）　
「
論
点
整
理
」
を
め
ぐ
る
意
見
交
換

　

本
論
点
整
理
が
提
示
さ
れ
た
第
四
七
回
関
係
省
庁
対
策
会
議
の
「
議
事
概
要）111
（

」
を
み
る
と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
室
長

は
、
本
論
点
整
理
を
「
今
後
、
与
野
党
及
び
関
係
団
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
ご
説
明
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
（
傍
点
引
用
者
）、

内
閣
危
機
管
理
監
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
は
「
い
つ
発
生
す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、［
本
］
論
点
整
理
を
土
台
に

…
…
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
今
後
検
討
を
進
め
て
欲
し
い
。
法
制
化
が
必
要
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
次
期
通
常
国
会
に
提
案
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と
会
議
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
論
点
整
理
が
政0

・
民0

と
の
意
見
調
整

0

0

0

0

0

0

に
向
け
て
の
「
論
点
整
理

0

0

0

0

」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
本
論
点
整
理
に
は
兵
庫
県
検
証
報
告
書
に
あ
る
自
治
体
現

場
が
感
じ
た
問
題
点
や
提
言
も
随
所
に
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
対
策
法
制
度
論
点
整
理
と
し
て
完
全
版
で
な
い
に
し
て
も
、

相
当
程
度
論
点
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
論
点
の
全
て
が
法
律
事
項
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
さ
ら
に
選
別
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
問
題
解
決
の
た
め
個
別
の
法
改
正
で
の
ぞ
む
か
、
特
措
法

を
含
む
新
法
制
定
に
踏
み
切
る
の
か
と
い
っ
た
法
制
化
の
具
体
的
な
工
程
に
ま
で
踏
み
こ
む
段
階
に
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

右
の
「『
論
点
整
理
』
を
も
と
に
、
法
制
度
の
必
要
性
や
法
的
枠
組
み
に
つ
い
て
地
方
公
共
団
体
、
日
本
医
師
会
や
病
院
団
体
等

の
医
療
関
係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
、
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
メ
ン
バ
ー
な
ど
医
療
・
公
衆
衛
生

の
専
門
家
等
幅
広
い
関
係
団
体
と
の
精
力
的
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
」
と
い
う）111
（

が
、
内
閣
官
房
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
残
る
の
は
、
わ

ず
か
に
経
済
団
体
と
医
療
関
係
団
体
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
二
例
の
み
で
あ
る
。

①　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
二
〇
一
一
年
一
二
月
一
四
日
）

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
下
「
経
団
連
」
と
い
う
）
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
内
閣
官
房
が
本
「
資
料
1
・
論
点
整
理
」
と
あ

わ
せ
て
表
3
を
含
む
「
参
考
資
料
・
参
考
と
な
る
他
制
度
の
例
」
を
、
経
団
連
は
「
資
料
2
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
法
制

化
に
つ
い
て
」
を
提
示
し
た）111
（

。
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表
3　
非
常
時
に
お
け
る
各
種
「
措
置
」
対
照
表
　
そ
の
1（
2011

年
現
在
）

新
型

イ
ン

フ
ル

対
策

法
制

度
の

「
論

点
整

理
」

項
目

・
論

点
③

災
害

対
策

基
本

法
及

び
「

災
害

救
助

法
」（「

救
」

と
略

記
）

武
力

攻
撃

事
態

等
「

国
民

保
護

法
」

そ
の

他
法

令
の

主
要

条
文

○
�重

要
な

物
資

の
安

定
供

給
、

物
価

の
安

定
確

保
・

�行
政

機
関

の
長

等
に

よ
る

救
助

に
必

要
な

物
資

の
生

産
・

集
荷

・
販

売
・

配
給

・
保

管
・

輸
送

を
業

と
す

る
者

に
対

す
る

物
資

保
管

命
令

、
収

用
［

78
条

］［
救

・
23

条
の

2
条

、
26

条
］

・
�内

閣
に

よ
る

生
活

必
需

物
資

の
配

給
、

譲
渡

、
引

渡
し

制
限

・
禁

止
。

内
閣

に
よ

る
必

要
な

物
の

価
格

・
役

務
・

そ
の

他
の

給
付

の
対

価
の

最
高

額
決

定
［

109
条

］

・
�知

事
に

よ
る

特
定

物
資

（
医

薬
品

、
食

品
等

）
の

売
渡

要
請

・
収

用
・

保
管

命
令

［
81

条
］

・
�行

政
機

関
の

長
等

に
よ

る
生

活
3

法
等

に
基

づ
く

措
置

（
売

渡
指

示
・

命
令

、
標

準
価

格
決

定
、

課
徴

金
徴

収
等

）
の

適
切

な
実

施
［

129
条

］
・

�日
本

銀
行

に
よ

る
銀

行
券

発
行

、
通

貨
・

金
融

調
整

、
信

用
秩

序
の

維
持

に
資

す
る

措
置

［
133

条
］

○
重

要
な

サ
ー

ビ
ス

継
続

確
保

・
�知

事
に

よ
る

医
療

・
土

木
建

設
工

事
・

輸
送

関
係

者
へ

の
従

事
命

令
等

［
71

条
］

［
救

・
24

条
］

・
�通

信
設

備
の

優
先

使
用

権
［

79
条

］［
救

・
28

条
］

・
�放

送
事

業
者

：
警

報
、

避
難

指
示

、
緊

急
通

報
の

放
送

［
50、

57、
101

条
］

・
�運

送
事

業
者

：
知

事
、

市
町

村
長

か
ら

の
避

難
住

民
運

送
の

要
請

、
内

閣
総

理
大

臣
か

ら
の

是
正

措
置

［
71、

72、
73

条
］

　
�行

政
機

関
の

長
等

か
ら

の
緊

急
物

資
運

送
要

請
［

79
条

］
・

�医
療

機
関

、
電

気
・

ガ
ス

・
水

道
・

運
送

・
通

信
・

郵
便

事
業

者
：

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
義

務
［

134、
135、

136
条

］
・

�河
川

・
道

路
・

港
湾

・
空

港
管

理
事

業
者

：
適

切
な

管
理

義
務

［
137

条
］
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［
出

典
］　

内
閣

官
房

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
室

作
成

資
料

「
参

考
資

料
」

中
の

「
措

置
編

2」（
本

稿
註

（
336））

全
体

2
頁

中
1

頁
（

2011
年

12
月

14
日

）

○
�埋

火
葬

等
生

活
衛

生
環

境
確

保
・

�行
政

機
関

等
の

清
掃

・
防

疫
そ

の
他

の
保

健
衛

生
等

に
関

す
る

災
害

応
急

対
策

の
実

施
責

任
［

50
条

］

・
�埋

火
葬

の
特

例
（

近
隣

市
町

村
に

お
け

る
埋

火
葬

実
施

、
市

長
村

長
の

許
可

な
し

の
埋

火
葬

実
施

を
認

め
る

）［
122

条
］

○
金

融
支

援
・

�政
府

関
係

金
融

機
関

等
に

よ
る

特
別

な
金

融
実

施
の

努
力

義
務

［
104

条
］

・
�政

府
関

係
金

融
機

関
に

よ
る

特
別

な
金

融
実

施
の

努
力

義
務

［
132

条
］

○
債

務
履

行
期

限
の

延
長

・
�内

閣
に

よ
る

金
銭

債
務

の
支

払
い

の
延

長
、

権
利

保
存

期
間

延
長

［
109

条
］

・
�内

閣
に

よ
る

金
銭

債
務

の
支

払
い

猶
予

等
［

130
条

］
○

行
政

上
の

申
請

期
間

延
長

・
行

政
上

の
権

利
利

益
満

了
日

延
長

、
期

間
内

不
履

行
義

務
の

免
責

［
特

定
非

常
災

害
の

被
害

者
の

権
利

利
益

の
保

全
等

を
図

る
た

め
の

特
別

措
置

法
］

新
型

イ
ン

フ
ル

対
策

法
制

度
の

「
論

点
整

理
」

項
目

・
論

点
④

災
害

対
策

基
本

法
及

び
「

災
害

救
助

法
」（「

救
」

と
略

記
）

武
力

攻
撃

事
態

等
「

国
民

保
護

法
」

そ
の

他
法

令
の

主
要

条
文

○
　

停
留

※施
設

の
確

保
・

知
事

に
よ

る
施

設
等

の
使

用
［

82
条

］
・

知
事

に
よ

る
土

地
等

の
使

用
・

�新
型

イ
ン

フ
ル

等
感

染
症

の
所

見
が

あ
る

外
国

人
の

上
陸

拒
否

［
出

入
国

管
理

及
び

難
民

認
定

法
5

条
］

・
�航

空
機

へ
の

国
土

交
通

大
臣

の
離

着
陸

の
方

法
等

の
指

示
［

航
空

法
96

条
］

・
�外

国
籍

航
空

機
へ

の
国

土
交

通
大

臣
の

指
定

空
港

着
陸

要
求

［
航

空
法

126
条

］
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○
�催

事
・

興
行

等
不

特
定

多
数

が
集

ま
る

行
事

・
営

業
の

抑
制

・
�知

事
に

よ
る

家
畜

集
合

施
設

の
開

催
等

の
制

限
［

家
畜

伝
染

病
予

防
法

33
条

］
・

�知
事

に
よ

る
公

衆
衛

生
基

準
に

よ
る

興
行

所
の

営
業

停
止

命
令

［
興

行
場

法
6

条
］

・
�知

事
に

よ
る

食
品

が
人

の
健

康
を

損
な

う
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
の

営
業

停
止

命
令

［
食

品
衛

生
法

55
条

］
○

�学
校

、
保

育
所

、
通

所
福

祉
施

設
等

の
休

業
・

�校
長

に
よ

る
感

染
症

生
徒

等
の

出
席

停
止

［
学

校
保

健
安

全
法

19
条

］
・

�学
校

設
置

者
の

感
染

症
予

防
の

た
め

の
臨

時
休

業
［

学
校

保
健

安
全

法
20

条
］

○
�地

域
封

じ
込

め
の

た
め

の
集

中
的

対
策

・
避

難
の

指
示

［
60

条
］

・
�都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
特

定
区

域
の

緊
急

通
行

車
両

以
外

の
通

行
禁

止
［

76
条

等
］

・
避

難
の

指
示

［
54

条
］

・
�都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
特

定
区

域
の

緊
急

通
行

車
両

以
外

の
通

行
禁

止
［

155
条

］
○

�医
師

、
看

護
師

、
薬

剤
師

の
協

力
確

保
・

�（再
掲

）
知

事
に

よ
る

医
療

・
土

木
建

設
工

事
・

輸
送

関
係

者
へ

の
従

事
命

令
等

［
71

条
］［

救
24

条
］

・
知

事
に

よ
る

医
療

関
係

者
に

対
す

る
医

療
実

施
要

請
・

指
示

［
85

条
］

・
�（再

掲
）

指
定

（
地

方
）

公
共

機
関

で
あ

る
医

療
機

関
の

医
療

確
保

義
務

［
136

条
］
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○

被
災

補
償

・
�国

、
地

方
公

共
団

体
の

土
地

・
建

物
・

物
資

等
の

収
用

に
対

す
る

損
失

補
償

。
都

道
府

県
の

従
事

命
令

に
伴

う
実

費
弁

償
［

82
条

］
・

�地
方

公
共

団
体

に
よ

る
応

急
措

置
に

従
事

し
た

者
に

対
す

る
損

害
賠

償
［

84
条

］
・

�知
事

の
従

事
命

令
に

伴
う

実
費

弁
償

［
救

・
24

条
］

・
�救

助
に

従
事

し
た

者
に

対
す

る
扶

助
金

支
給

［
救

・
29

条
］

・
�国

、
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

物
資

の
売

渡
要

請
・

保
管

命
令

、
土

地
の

使
用

等
に

対
す

る
損

失
補

償
。

都
道

府
県

の
従

事
命

令
に

伴
う

実
費

弁
償

［
159

条
］

・
�国

、
地

方
公

共
団

体
に

よ
る

要
請

に
協

力
し

た
者

に
対

す
る

損
害

賠
償

。
都

道
府

県
に

よ
る

要
請

・
指

示
に

従
っ

た
医

療
関

係
者

に
対

す
る

損
害

賠
償

［
160

条
］

○
�医

療
を

行
う

た
め

の
臨

時
施

設
の

確
保

・
�知

事
に

よ
る

病
院

等
施

設
の

管
理

［
71

条
、

救
・

26
条

］
・

�臨
時

医
療

施
設

・
宿

泊
施

設
に

関
す

る
建

築
基

準
法

等
の

適
用

除
外

［
89

条
］

・
�臨

時
の

医
療

施
設

に
関

す
る

病
院

等
開

設
許

可
等

の
適

用
除

外
［

90
条

］
○

医
薬

品
等

の
備

蓄
・

�地
方

機
関

、
地

方
公

共
団

体
の

長
、

指
定

（
地

方
）

公
共

機
関

に
よ

る
必

要
な

物
資

・
資

材
の

備
蓄

義
務

［
49

条
］

・
�行

政
機

関
、

地
方

公
共

団
体

の
長

に
よ

る
必

要
な

物
資

・
資

材
の

備
蓄

義
務

［
142

条
、

145
条

］
○

医
薬

品
承

認
等

の
医

療
関

係
法

の
特

例
（

外
国

の
支

援
受

入
れ

を
含

む
）

・
�海

外
か

ら
の

支
援

の
受

入
れ

［
109

条
の

2］
・

�外
国

医
療

関
係

者
に

よ
る

医
療

提
供

の
許

可
［

91
条

］
・

外
国

医
薬

品
等

の
輸

入
の

承
認

［
92

条
］

・
海

外
か

ら
の

支
援

の
受

入
れ

［
93

条
］

［
出

典
］　

内
閣

官
房

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
対

策
室

作
成

資
料

「
参

考
資

料
」

中
の

「
措

置
編

2」（
本

稿
註

（
336））

全
体

2
頁

中
2

頁
（

2011
年

12
月

14
日

）
※

�　「
停

留
」

と
は

、
感

染
症

の
病

原
体

に
感

染
し

た
お

そ
れ

の
あ

る
者

に
つ

い
て

、
感

染
の

有
無

を
確

認
す

る
た

め
、

一
定

期
間

、
医

療
機

関
や

宿
泊

施
設

へ
収

容
し

て
経

過
観

察
を

行
う

こ
と

を
い

う
。

https://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/sing/toky2020_suishin_honbu/kansenshou/dai1w

g/siryou9.pdf
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右
の
「
資
料
2
」
の
経
団
連
文
書
は
、
新
法
策
定
を
歓
迎

0

0

0

0

0

0

0

・
期
待
0

0

す
る
一
方
、「
要
望
事
項
」
と
し
て
、
第
一
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
環
境
整
備
、
第
二
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
お
け
る
［
社
会
機
能
維
持
者
の
事
業
継
続
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
、
労
働
法
制
・

事
業
法
等
規
制
の
］
法
令
等
の
弾
力
的
運
用
等
、
第
三
に
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
関
す
る
国
・
自
治
体
と
の
連
携
・
協
力
、

第
四
に
、
政
府
の
指
揮
命
令
系
統
等
の
一
元
化

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
適
時
適
切
な
情
報
発
信
、
第
五
に
、
国
外
在
留
法
人
に
対
す
る
適
切
な
対
処
を
挙

げ
、
最
後
に
法
制
化
と
併
せ
政
府
の
「
行
動
計
画
」
改
定
に
沿
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
早
期
改
定
が
必
要
と
述
べ
た
。

　

内
閣
官
房
と
経
団
連
と
の
質
疑
・
意
見
交
換
に
お
い
て
は
、
と
く
に
災
害
対
策
基
本
法
の
「
指
定
公
共
機
関
」（
同
法
二
条
五
号
、

八
〇
条
）
の
団
体
・
企
業
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
・
有
効
性
の
科
学
的
知
見
の
確
立
、
従
事
者
へ
の
先
行
的
な
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
副
作
用
へ
の
救
済
、
従
事
者
へ
の
企
業
の
「
安
全
配
慮
義
務
」
の
程
度
へ
の
不
安
、
封
じ
込
め
に
よ
る
交
通
規
制
の
想
定
規
模

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
国
は
0

0

、
離
島
等
交
通
至
難
な
場
所
で
の
発
生
を
想
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
回
答
）
の
意
見
・
質
問
が
あ
り
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ

り
、
大
震
災
直
後
の
超
法
規
的
措
置
に
よ
る
混
乱
か
ら
、
今
回
法
を
定
め
る
以
上
は
危
機
時
に
そ
れ
を
遵
守
す
べ
き
と
の
意
見
、
民

間
と
の
情
報
共
有
・
海
外
へ
の
情
報
提
供
の
重
要
性
の
指
摘
等
が
あ
っ
た）110
（

。

②　

日
本
医
師
会
、
日
本
病
院
会
、
日
本
病
院
協
会
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
同
月
一
九
日
）

　

医
療
三
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
内
閣
官
房
か
ら
、「
論
点
整
理
」
本
体
の
ほ
か
、「
医
療
体
制
を
維
持
す
る
観
点
や
医
療
の

専
門
的
な
知
見
を
反
映
す
る
観
点
か
ら
…
…
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
」
と
し
て
「
1
・
官
民
の
事
前
の
備
え
・
発
生
時
の
対
応
」

「
2
・
緊
急
事
態
に
お
い
て
国
民
生
活
・
国
民
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
」「
3
・
緊
急
事
態
に
お
い
て
感
染
防
止
・
被
害
軽
減

を
図
る
た
め
の
措
置
」
と
の
論
点
抜
き
書
き
ペ
ー
パ
ー
を
準
備
し
、（
社
）
日
本
医
師
会
（
以
下
「
医
師
会
」
と
い
う
）
と
日
本
病
院

会
（
以
下
「
病
院
会
」
と
い
う
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
4
サ
イ
ズ
三
枚
の
要
望
・
意
見
書
、（
社
）
全
日
本
病
院
協
会
（
以
下
「
病
院
協

会
」
と
い
う
）
は
同
二
枚
の
要
望
・
意
見
書
に
加
え
二
〇
〇
九
年
、
当
時
の
舛
添
厚
生
労
働
大
臣
宛
の
要
望
書
を
添
付
し
た）110
（

。

　

資
料
中
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
医
師
会
は
「
行
動
計
画
」
改
訂
版
で
も
政
府
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
指
揮
命
令
系
統
が
判
然
と
し
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な
い
と
指
摘
。
政
府
対
策
本
部
へ
医
師
会
代
表
が
専
門
的
意
見
に
参
画
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
法
制
化
の

必
要
性
は
「
別
途
検
討
の
要
あ
り
」
と
す
る
。

　

病
院
会
は
、
ま
ず
二
〇
〇
九
年

0

0

0

0

0

新
型
イ
ン
フ
ル
の
教
訓
と
し
て
、
わ
が
国
が
全
世
界
の
タ
ミ
フ
ル
の
三
分
の
二
を
使
用
し
た
な
ど

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
批
判
も
あ
っ
た
が

0

0

0

0

0

0

0

0

「
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
早
期
の
治
療
開
始
が
流
行
の
遅
延
、
ピ
ー
ク
の
平
定
化
、

重
症
者
・
死
亡
者
の
抑
制
に
貢
献
し
…
…
早
期
診
断
、
早
期
治
療
の
体
制
が
日
本
の
死
亡
率
が
低
か
っ
た
こ
と
の
主
因
」
と
し
つ
つ

も
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
「
発
熱
外
来
、
渡
航
者
外
来
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
、
診
療
動
線
の
分
離
は
、
通
常
の
患
者
が
多
い
中
、
困

難
を
伴
っ
た
。
分
離
す
る
こ
と
で
新
た
な
人
員
の
配
置
や
診
察
時
間
帯
の
再
編
が
必
要
に
な
り
、
ま
た
、
新
た
な
場
所
に
は
診
察
端

末
が
無
い
な
ど
、
効
率
が
悪
く
、
日
常
の
診
療
に
も
支
障
が
出
た
」「
ト
リ
ア
ー
ジ
の
た
め
の
仮
設
テ
ン
ト
は
冬
季
は
寒
く
、
使
用

に
耐
え
な
か
っ
た
。
仮
設
す
る
な
ら
プ
レ
ハ
ブ
型
が
良
い
。
十
分
な
換
気
と
冷
暖
房
が
必
要
」
等
と
述
べ
て
い
る
。

　

病
院
会
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
全
体
に
望
む
こ
と
と
し
て
、「
省
庁
の
縦
割
り
行
政
が
障
害
と
な
っ
て
（［
運
輸
自
粛
は
］

国
土
交
通
省
、［
学
校
休
業
は
］
文
部
科
学
省
、［
医
療
関
係
は
］
厚
生
労
働
省
等
）
調
整
に
手
間
取
っ
た
［
こ
と
か
ら
］
…
…
医
療
現
場

は
無
用
な
体
制
を
強
い
ら
れ
、
必
要
以
上
に
疲
弊
し
た
。
次
回
か
ら
は
一
本
化
し
、
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
」
と
か
、「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク
チ
ン
は
輸
入
し
な
く
て
も
自
国
で
供
給
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
」「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場
所
に
対

す
る
配
慮
が
必
要
。
…
…
公
共
施
設
に
お
け
る
、
混
雑
し
な
い
よ
う
時
間
を
区
切
っ
た
予
約
制
の
接
種
も
候
補
」「
既
存
の
病
院
、

診
療
所
は
外
来
ト
リ
ア
ー
ジ
を
意
識
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
…
…
［
日
常
の
患
者
の
診
療
・
入
院
と
イ
ン
フ
ル
患
者

を
］
如
何
に
両
立
さ
せ
る
か
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
」
等
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
今
後
の
対
策
と
し
て
、
人
口
呼
吸
器
等
の
備
蓄
、
死
亡
0

0

率
が
高
く
な
け
れ
ば
軽
症
者
の
自
宅
待
機

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
自
宅
療
養
の
推
奨

0

0

0

0

0

0

0

等
を
指
摘
す
る
。
立
法
化
に
つ
い
て
「
立
法
が
ど
こ
ま
で
必
要
な
の

か
根
拠
不
明
確
」
で
、
機
敏
性
が
失
わ
れ
流
動
的
状
況
に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
感
染
経
路
別
・
重
症
度
ご
と
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
と
し
て
ま
と
め
た
形
で
法
制
化
す
る
方
が
、
ど
の
よ
う
な
感
染
症
に
も
対
応
で
き
汎
用
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
規
制
や
義
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務
付
け
の
場
合
、
支
援
・
補
償
も
明
記
す
る
必
要
が
あ
る
等
と
す
る
。

　

病
院
協
会
は
、
論
点
抜
き
書
き
ペ
ー
パ
ー
に
近
い
形
で
「
1
・
官
民
の
事
前
の
備
え
」「
2
・
発
生
時
の
国
の
対
応
体
制
、
民
間

の
協
力
確
保
や
国
際
連
携
」「
3
・
緊
急
事
態
に
お
い
て
国
民
生
活
・
国
民
経
済
を
維
持
す
る
た
め
の
措
置
、
感
染
拡
大
防
止
・
被

害
軽
減
の
た
め
の
措
置
」
の
項
目
毎
に
箇
条
書
き
で
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
「
1
・
事
前
」
で
二
次
救
急
指
定
病
院
を
対
応
医
療
機

関
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
感
染
症
法
の
二
類
感
染
症
疾
患
か
ら
解
除
す
る
こ
と
、
医
療
機
関
の
経
済
的

負
担
の
補
塡
の
制
度
化
、「
発
生
時
」
に
支
援
体
制
、
報
酬
上
の
弾
力
的
運
用
、
病
院
の
人
員
配
置
基
準
の
緩
和
措
置
、
国
・
自
治

体
の
要
請
で
の
介
護
・
福
祉
施
設
休
業
時
の
補
塡
等
、「
3
・
緊
急
事
態
」
で
医
療
臨
時
施
設
の
確
保
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
の
補

助
金
拡
大
、
被
害
の
少
な
い
地
域
か
ら
の
医
療
支
援
等
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
席
上
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
制
度
を
構
築
す
る
の
か
、
厚
生
労
働
省
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
と
内
閣
官

房
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
室
と
の
関
係
を
含
め
、
仕
組
み
の
全
体
が
分
か
ら
な
い
と
の
疑
問
（
医
師
会
）
に
対
し
て
、
政
府
側

は
、
ま
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
厚
生
労
働
省
が
関
与
す
る
部
分
は
大
で
、
専
門
家
会
議
の
意
見
は
非
常
に
参
考
に
な
る
と
し
、
法
制

度
に
お
い
て
「
実
施
体
制
は
課
題
」
で
、
省
庁
縦
割
り
で
バ
ラ
バ
ラ
の
対
応
で
は
な
く
何
と
か
し
た
い
と
内
閣
官
房
対
策
室
を
設
け

て
い
る
が
、「
対
策
の
実
施
主
体

0

0

0

0

0

0

0

、
責
任
所
在
に
つ
い
て
は
法
的
に
位
置
付
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
必
要
」（
傍
点
引
用
者
）
と
回
答
す
る
。
自

治
体
と
の
連
携
も
重
要
と
付
言
す
る
。

　

大
震
災
の
被
災
者
連
絡
協
議
会
の
よ
う
に
各
団
体
を
含
め
共
通
認
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要
と
の
指
摘
（
病
院
会
）
に
対
し
て
、
政

府
側
は
、「
行
動
計
画
」
を
つ
く
り
、
現
場
で
ワ
ー
ク
す
る
か
、
現
場
で
の
訓
練
を
通
じ
た
検
証
が
必
要
と
回
答
す
る
。
ま
た
、
国

際
連
携
の
具
体
的
内
容
（
病
院
協
会
）
を
問
わ
れ
、
政
府
側
は
、
国
立
感
染
研
を
中
心
に
欧
米
、
近
隣
各
国
と
非
常
に
密
に
連
携
し

て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
ア
ジ
ア
地
域
で
中
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
立
場
に
あ
り
、
発
生
時
に
は
当

該
国
の
対
策
支
援
や
わ
が
国
の
準
備
体
制
を
整
え
る
た
め
連
携
す
る
と
回
答
す
る
。
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　「
縦
割
り
で
は
な
い
、
国
を
挙
げ
て
で
き
る
仕
組
み
を
…
…
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」（
医
師
会
）
と
い
う
の
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ま

と
め
的
発
言
で
あ
る）（（3
（

。

③
　
小
　
括

　
右
の
二
件
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
、
各
団
体
固
有
の
論
点
提
起
、
要
望
事
項
を
捨
象
す
る
と
、
法
制
化
へ
の
関
心
事
と
し
て
、
団
体

に
と
っ
て
の
緊
急
度
・
重
要
度
を
別
に
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
実
施
主
体
、
責
任
所
在
の
明
確
化
し
、
指
揮
命
令
系

統
を
一
元
化
す
る
と
い
う
も
っ
ぱ
ら
「
組
織
法
」
の
論
点
が
共
通
項
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

（
（（4
）　「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
（
第
四
七
回
）
の
議
事
概
要
」https://

w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/index.htm

l＞

開
催
状
況＞

平
成
二
三
年
一
一
月
一
〇
日
議
事
概
要

（
（（5
）　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
五
頁
。

（
（（6
）　https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/231214hear/sidai.htm

l＞

配
付
資
料

（
（（7
）　「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
で
内
閣
官
房
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
開
催
」
経
団
連
タ
イ
ム
ス
三
〇
六
九
号
（
二
〇
一
二
年
一
月
一
二
日
号
）

https://w
w
w
.keidanren.or.jp/japanese/journal/tim

es/2012/0112/07.htm
l

及

びhttps://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

ful/housei/231214hear/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

（
（（8
）　https://w

w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/231219hear/sidai.htm

l＞

「
配
付
資
料
」

（
（（3
）　https://w
w
w
.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/231219hear/sidai.htm

l＞

「
議
事
概
要
」

Ｄ　

法
制
の
た
た
き
台
（
二
〇
一
二
年
）

　「
論
点
整
理
」
か
ら
二
か
月
後
の
翌
二
〇
一
二
年
一
月
一
七
日
、
第
四
八
回
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

（
以
下
本
款
で
は
単
に
「
イ
ン
フ
ル
」
と
い
う
）
に
関
す
る
関
係
省
庁
対
策
会
議
は
、「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
の
法
制
の

た
た
き
台
」（
以
下
「
た
た
き
台

0

0

0

0

」
と
い
う
）
を
と
り
ま
と
め
た
。
こ
の
「
た
た
き
台
」
に
つ
い
て
、
自
治
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
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討
協
議
会
や
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞
く
場
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
議
論
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る）112
（

。

（
ａ
）　
「
た
た
き
台
」
の
内
容

　

た
た
き
台
は
、
Ａ
4
サ
イ
ズ
二
枚
に
わ
た
り
、
趣
旨
、
責
務
等
、
行
動
計
画
等
、
対
策
実
施
に
係
る
体
制
等
、
緊
急
事
態
へ
の
対

応
、
そ
の
他
と
い
う
六
項
目
い
ず
れ
も
体
言
止
め
の
箇
条
書
き
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
趣
旨
」
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
の
「
脅
威
か
ら
国
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
し
、
国
民
生
活
及
び
国
民
経
済
の
安
定
を
確

保
す
る
た
め
」
新
法
を
制
定

0

0

0

0

0

す
る
。

　

国
・
自
治
体
・
指
定
公
共
機
関
、
事
業
者
、
国
民
の
「
責
務
」
を
定
め
る
と
と
も
に
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
及
び
国
際
的
な
連

携
」
を
定
め
る
。

　

国
・
自
治
体
は
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
い
て
イ
ン
フ
ル
対
策
「
行
動
計
画
」（
発
生
状
況
ご
と
）
を
作
成
・
公
表
。
指
定
（
地

方
）
公
共
機
関
は
、
イ
ン
フ
ル
対
策
業
務
計
画
を
作
成
。

　

対
策
実
施
「
体
制
」
は
、
発
生
時
に
内
閣
総
理
大
臣
を
長
と
す
る
政
府
対
策
本
部
設
置
。
本
部
長
は
「
基
本
的
対
処
方
針
」
作

成
・
公
表
。
本
部
長
は
、
知
事
、
指
定
公
共
機
関
等
と
実
施
対
策
の
総
合
調
整
。
都
道
府
県
に
対
策
本
部
設
置
。
海
外
発
生
時
の
水

際
対
策
の
的
確
実
施
及
び
国
内
発
生
時
の
初
動
強
化
。

　

発
生
し
た
イ
ン
フ
ル
が
、
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
著
し
く
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
国
民
生
活
及
び
国

民
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
国
は
区
域
及
び
期
間
を
定
め

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
緊
急
事
態

0

0

0

0

」
を
宣
言

0

0

0

（
傍
点
引
用
者
）。
緊

急
事
態
の
措
置
と
し
て
、
①
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
、
学
校
・
集
会
等
の
制
限
等
の
要
請
及
び
指
示
、
②
医
療
関
係
者
、
社
会
機
能

維
持
事
業
者
の
先
行
的
予
防
接
種
、
国
民
の
予
防
接
種
、
③
医
療
関
係
者
へ
の
医
療
従
事
の
要
請
・
指
示
及
び
こ
れ
ら
に
伴
う
措
置
、

臨
時
の
医
療
設
備
の
開
設
及
び
特
例
、
④
電
気
・
ガ
ス
・
運
輸
等
の
指
定
（
地
方
）
公
共
機
関
等
は
、
業
務
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
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措
置
実
施
、
⑤
緊
急
物
資
の
輸
送
・
物
資
の
売
渡
し
・
土
地
等
の
使
用
等
に
関
す
る
要
請
又
は
収
用
等
、
⑥
埋
火
葬
の
特
例
、
⑦
生

活
関
連
物
資
等
の
価
格
の
安
定
、
⑧
行
政
・
民
事
上
の
申
請
期
限
・
履
行
期
限
の
延
長
等
、
⑨
政
策
金
融
の
実
施
。

　

そ
の
他
事
項
と
し
て
、
物
資
保
管
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
等
へ
の
罰
則
、
イ
ン
フ
ル
と
同
様
の
影
響
を
も
つ
未
知
の
新
感
染
症

に
も
適
用）112
（

。

（
112
）　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
五
～
六
頁
。

（
112
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/dai48/dai48.htm
l＞

配
付
資
料＞

資
料
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
の
法

制
の
た
た
き
台
（
案
）」

（
ｂ
）　
「
た
た
き
台
」
を
め
ぐ
る
意
見
交
換

　

右
の
「
た
た
き
台
（
案
）」
に
つ
い
て
、
関
係
省
庁
対
策
会
議
の
議
事
概
要
に
は
、
予
算
の
関
係
、
医
療
従
事
者
へ
の
補
償
の
質

問
の
ほ
か
、
訓
練
の
必
要
性
が
説
か
れ
た
程
度
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
対
策
室
長
は
「
与
党
、
野
党
や
関
係
団
体
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
き
た
い
、
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
か
け
て
、
広
く
国
民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
述

べ
、
内
閣
危
機
管
理
監
は
「
法
制
化
を
武
器
に
し
て
、
万
が
一
発
生
し
た
場
合
の
被
害
を
少
な
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
結
ん
で

い
る）11（
（

。

　

右
の
室
長
発
言
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
実
施
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
肝
心
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
を
内
閣
官
房

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
は
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
。
内
閣
官
房
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
全
国
知
事
会
を
含
む
自
治
体
関
係
者
、
学
識
経
験

者
と
の
意
見
交
換
・
検
討
協
議
会
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
そ
れ
ら
の
概
要
を
検
討
す
る
。

①　

全
国
知
事
会
と
の
意
見
交
換
（
二
〇
一
二
年
一
月
一
九
日
）

　

短
時
間
の
意
見
交
換
で
あ
っ
た
が
、
政
府
か
ら
「
た
た
き
台
」、
知
事
会
か
ら
「
今
後
の
イ
ン
フ
ル
対
策
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
〇
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年
六
月
）
と
「
行
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
一
年
九
月
）
が
提
示
さ
れ
た
。

　

知
事
会
は
、
二
〇
〇
九
年
イ
ン
フ
ル
対
応
は
、
対
策
に
か
か
わ
る
「
法
的
根
拠
が
不
明
確
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
た
め
、

広
範
な
対
応
想
定
の
法
整
備
、
集
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
抑
制
等
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
法
的
根
拠
の
明
確
化
、
医
療
機
関
を
含

め
た
社
会
的
機
能
の
維
持
に
関
わ
る
事
業
者
の
協
力
を
確
保
す
る
制
度
の
創
設
等
を
従
来
要
望
し
て
き
た）111
（

と
述
べ
、
事
前
準
備
に
お

い
て
も
相
当
の
財
源
が
必
要
と
強
調
し
た
。

　

政
府
は
、
法
制
度
検
討
に
当
た
り
実
効
性
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
都
道
府
県
・
市
町
村
の
関
係
者
の
参
加
を
得
て
、
実
務
者
で

の
検
討
を
数
回
行
い
、
法
案
検
討
に
活
用
し
た
い
と
し
た）111
（

。

（
11（
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/index.htm
l＞

第
四
八
回
「
議
事
概
要
」。

　

藤
原
淳
一
郎
「
転
換
期
の
行
政
法
学
―
社
会
工
学
へ
の
途
」『
慶
應
の
法
律
学
・
公
法
Ⅱ
』
二
三
五
、
と
く
に
二
八
一
頁
以
下
（
二
〇

〇
八
。
慶
應
義
塾
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ＞
法
学
部＞

慶
應
義
塾
創
立
一
五
〇
年
記
念
法
学
部
論
文
集＞

2
）
は
、「
立
法
前
段
階
」

で
の
意
見
公
募
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
等
、
手
順
改
革
を
提
案
し
た
。
行
政
手
続
法
第
六
章
は
、
立
法
前
段
階
に
お
け
る
「
意
見
公
募
」

を
義
務
付
け
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
九
日
付
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｘ
ウ
ェ
ブ
（https://m

f.jiho.jp

）
は
「
新
型
［
イ
ン
］
フ
ル

対
策
法
案
の
た
た
き
台

0

0

0

0

、
パ
ブ
0

0

・
コ
メ
募
集

0

0

0

0

」
と
伝
え
る
（
傍
点
引
用
者
）。
事
実
、
日
本
民
間
放
送
連
盟
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
右

意
見
公
募
に
応
じ
た
同
連
盟
の
意
見
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。（https://w

w
w

.j-bar.or.jp/category/topics/jba/100789

）。
と
こ
ろ

が
肝
心
の
内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
の
意
見
公
募
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
111
）　

二
〇
一
〇
年
文
書
の
「
2
法
的
整
備
等
に
つ
い
て
」
で
は
、
イ
ン
フ
ル
発
生
時
に
万
全
な
対
策
が
と
れ
る
よ
う
、
感
染
症
法
整
備
と

と
も
に
、
よ
り
広
範
な
対
応
を
想
定
し
た
関
係
法
令
の
整
備
を
求
め
、
各
論
と
し
て
、
①
医
療
関
係
者
を
必
要
業
務
に
従
事
さ
せ
る
等
の

災
害
救
助
法
類
似
権
限
の
自
治
体
長
へ
の
付
与
、
②
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
集
会
・
企
業
活
動
等
の
社
会
活
動
制
限
、
③
自
動
車
運
転
免

許
更
新
期
間
延
長
等
行
政
手
続
に
関
す
る
特
例
措
置
等
に
つ
い
て
の
法
制
化
を
求
め
て
い
た
。https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/
ful/housei/240119ikenkoukan/sidai.htm

l＞

全
国
知
事
会
配
付
資
料
「
今
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い
て
（
平
成
二
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二
年
六
月
二
九
日
）

（
111
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240119ikenkoukan/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

②　

第
一
回
・
自
治
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
討
協
議
会
（
同
年
二
月
二
日
）

　

全
国
知
事
会
と
の
意
見
交
換
で
予
告
さ
れ
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
の
地
方
公
共
団
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
討

協
議
会
」
が
、
合
計
三
回
開
催
さ
れ
た
。
第
一
回
配
付
資
料
は
、「
た
た
き
台
」（
本
体
と
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
ス
ラ
イ
ド
版
）、
兵
庫
県
検
証
委

員
会
報
告
書
（
概
要
及
び
本
文
）、
閣
僚
会
議
「
行
動
計
画
」（
二
〇
一
一
年
。
概
要
及
び
本
文
）、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議

「『
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
見
直
し
に
係
る
意
見
書
」（
概
要
及
び
本
文）

111
（

）
で
、
出
席
者
は
、
政
府
が
内
閣
官
房
と
厚
生
省
、
自
治
体
が
栃

木
・
東
京
・
兵
庫
の
三
都
県
、
福
島
県
郡
山
市
・
静
岡
県
裾
野
市
・
三
重
県
鳥
羽
市
の
三
市
、
新
潟
県
聖
籠
町
・
奈
良
県
斑
鳩
町
・

山
口
県
和
木
町
の
三
町
で
あ
る）111
（

。

　

意
見
交
換
の
概
要
を
み
る
と
［
括
弧
内
は
、
政
府
事
務
局
の
コ
メ
ン
ト
を
示
す
］、
第
一
に
、
対
策
全
体
の
枠
組
・
役
割
分
担
に

つ
い
て
、
法
律
の
適
用
対
象
と
な
る
時
期
の
明
確
化
、
自
治
体
対
策
本
部
設
置
・
廃
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
明
確
化
、
国
と
の
協
議
不

調
の
対
応
も
考
慮
に
入
れ
た
行
動
計
画
作
成
手
続
、
県
の
対
策
本
部
構
成
に
お
け
る
保
健
所
設
置
市
の
保
健
所
長
の
位
置
づ
け
［
事

務
局
・
構
成
員
は
基
本
的
に
都
道
府
県
職
員
で
外
部
か
ら
招
く
こ
と
は
可
能
だ
が
、
保
健
所
長
に
よ
る
市
の
対
策
へ
の
関
与
は
重
要

な
任
務
］、
第
二
に
、「
予
防
接
種
」
に
つ
い
て
、
先
行
接
種
や
副
作
用
被
害
者
救
済
が
論
点
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
ワ
ク
チ
ン
が
開

発
・
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
と
き
に
限
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
第
三
に
「
緊
急
事
態
措
置
」
に
つ
い
て
、
集
会
等
制
限
へ
の

補
償
、
医
療
従
事
者
に
要
請
の
と
き
の
補
償
［
事
務
局
・
前
者
に
政
策
金
融
は
必
要
。
後
者
の
医
療
従
事
者
は
危
険
接
近
・
高
リ
ス

ク
の
点
で
前
者
と
は
違
い
あ
り
］、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ま
ん
延
期
に
社
会
的
弱
者
の
在
宅
療
養
支
援
の
あ
り
方
［
事
務
局
・
入
院
対

応
や
配
食
等
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
を
考
え
る
必
要
あ
り
］
が
論
点
に
な
っ
て
い
る）110
（

。
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（
111
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240202kyougi1/sidai.htm
l＞

「
配
付
資
料
一
覧
」

（
111
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240202kyougi1/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

（
110
）　

同
右
。

③　

第
一
回
・
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
場
（
同
年
二
月
六
日
）

　
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た
め
に
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞
く
場）110
（

」
が
設
け
ら
れ
た
。
配
付
資
料
は
、
資
料
1
「
た
た
き

台
」（
本
文
と
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
ス
ラ
イ
ド
版
）、
資
料
2
「
御
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
事
項
に
つ
い
て
」（
Ａ
4
版
一
枚
本
文
と
参
考
資
料
Ａ
4

版
一
枚
）
と
参
考
資
料
と
し
て
「
行
動
計
画
」
及
び
専
門
家
会
議
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
係
る
意
見
書
」（
い
ず
れ
も
概
要
及

び
本
文
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る）110
（

。
政
府
か
ら
内
閣
官
房
、
厚
生
労
働
省
、
学
識
経
験
者
と
し
て
、
医
療
関
係
（
医
学
部
教
授
、
国
立
感

染
症
研
究
所
、
病
院
長
、
医
務
監
、
保
健
所
長
、
日
本
医
師
会
）
七
名
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
組
織
・
社
会
心
理

学
）
専
門
の
塾
商
学
部
吉
川
肇
子
准
教
授
（
当
時
）
の
八
名
で
あ
る
。

　

資
料
1
の
「
た
た
き
台
」
に
つ
い
て
、
α
・
医
療
関
係
者
に
も
罰
則
適
用
と
読
め
る
が
、
罰
則
を
盛
り
込
む
べ
き
で
な
い
［
事
務

局
・
懸
念
の
趣
旨
は
理
解
。
要
請
・
指
示
の
二
段
階
で
法
律
は
最
後
の
手
段
。
た
た
き
台
「
責
務
」
の
項
で
基
本
的
人
権
尊
重
と
記

述
］、
β
・（
病
院
の
な
い
自
治
体
も
あ
り
）
行
動
計
画
を
全
自
治
体
に
策
定
さ
せ
る
の
は
現
実
的
で
な
い
［
事
務
局
・
自
治
体
の
意

見
を
考
慮
し
検
討
］
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。
法
律
学
者
不
在
も
あ
っ
て
、
γ
・
感
染
症
法
と
新
法
と
の
関
係
、
δ
・
要
請
・
指
示
の

法
律
的
位
置
づ
け
、
要
請
・
指
示
の
権
限
は
国
か
地
方
か
（
政
府
の
意
向
と
関
係
な
く
勝
手
に
指
示
を
出
せ
る
よ
う
で
は
困
る
）［
事
務

局
・
検
討
中
。
知
事
の
役
割
も
大
き
い
］、
ε
・
未
知
の
疾
病
に
も
適
用
で
き
る
法
典
名
が
望
ま
し
い
、
ζ
・
新
法
は
条
例
制
定
を

妨
げ
る
か
、
η
・
人
権
・
自
由
の
制
限
や
業
務
従
事
指
示
で
き
る
の
で
「
悪
法
」
と
な
ら
な
い
十
分
な
配
慮
等
の
意
見
が
出
て
い
る
。

　

次
に
資
料
2
の
「
お
伺
い
し
た
い
事
項
」
第
一
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
お
け
る
専
門
家
と
の
連
携
」
で
は
、
α
・
発

生
時
に
少
人
数
の
感
染
症
対
策
専
門
家
を
政
府
対
策
本
部
の
委
員
と
す
べ
き
、
β
・
専
門
家
の
意
見
を
集
約
す
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
、
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γ
・
専
門
家
の
役
割
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
べ
き
等
の
意
見
が
で
た
。
第
二
の
「
対
策
の
着
手
、
強
度
等
に
係
る
知
見
（
病
原
性
の
程

度
に
つ
い
て
の
判
断
の
仕
方
）」
は
割
愛
す
る
。
第
三
の
「
国
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
α
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
部

門
設
置
の
可
能
性
、
β
・
情
報
開
示
の
あ
り
方
（
ど
の
よ
う
な
情
報
を
ど
こ
ま
で
開
示
す
る
か
。
開
示
で
き
な
い
理
由
を
用
意
す
る
こ
と

も
重
要
。
感
染
者
の
行
動
で
個
人
が
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル
の
情
報
開
示
で
苦
慮
）、
γ
・
病
状
の
程
度
、
感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
等
の
意
見
が
出
た
。
そ
の
他
と
し
て
、
い
ず
れ
の
段
階
の
対
策
も
、
事
前
の
計
画
と
準
備
が
な
け
れ

ば
実
施
不
可
能
で
あ
り
、
緊
急
時
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
法
改
正
を
含
め
効
果
的
措
置
を
と
れ
る
よ
う
考
え
る
べ
き
等
の
指
摘
が

あ
っ
た）112
（

。

（
110
）　
「
学
識
経
験
者
」
概
念
の
内
包
・
外
延
は
不
詳
で
あ
り
、「
資
料
2
（
参
考
資
料
）
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
対
策
に
お
け
る
専
門

家
と
の
連
携
（
現
状
）」
に
よ
る
と
、
発
生
前
の
準
備
段
階
で
衛
生
施
策
担
当
の
厚
生
労
働
省
に
「
専
門
家
会
合
」、
発
生
段
階
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
フ
ェ
ー
ズ
4
宣
言
）
で
「
専
門
家
」
か
ら
知
見
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
対
処
要
領
（
二
〇
一
一
年
九
月
）
に
は
、
後
者
の
「
専

門
家
」
は
、「
厚
生
労
働
省
は
、
内
閣
官
房
及
び
関
係
省
庁
と
協
議
し
て
、
医
学
0

0

・
公
衆
衛
生
の
専
門
家

0

0

0

0

0

0

0

0

の
人
選
を
行
う
。
内
閣
官
房
は
、

必
要
に
応
じ
、
関
係
省
庁
と
協
議
し
て
、
危
機
管
理
に
関
す
る
分
野
の
専
門
家

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
人
選
を
行
う
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。

　
「
聴
く
場

0

0

0

」
の
実
際
の
出
席
者

0

0

0

0

0

0

0

は
、
第
二
回
を
含
め
て
全
員
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
行
政
法
の
高
橋
滋
教
授
を
含

む
総
勢
一
四
名
）
の
委
員
で
あ
る
。
同
会
議
は
、
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
の
下
に
二
〇
〇
六
年
四
月
二
四
日
に
設
置
さ
れ
た
が
、
第
一
八

回
（
二
〇
一
四
年
）
を
最
後
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登
場
し
な
い
。https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/shingi/other-kenkou_128526.
htm

l＞

第
一
回＞

資
料
1
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
設
置
要
綱
」
及
び
第
一
二
回＞

資
料
1
「
委
員
名
簿
」
参
照
。

（
110
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240206gakushiki/sidai.htm
l＞

「
配
付
資
料
一
覧
」

（
112
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240206gakushiki/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

④　

第
二
回
・
自
治
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
討
協
議
会
（
同
年
二
月
一
三
日
）

　

第
二
回
協
議
会
に
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
な
ら
び
に
原
子
力
災
害
対
策
特
措
法
）・
国
民
保
護
法
の
概
要
、「
措
置
編
」
と
称
す
る
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措
置
の
比
較
対
照
表
、
参
照
条
文
の
「
資
料
」
が
提
示
さ
れ
た
。
経
団
連
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｃ
（
ｂ
）
①
）
に
お

け
る
本
稿
表
3
「
参
考
資
料
・
措
置
編
2
」
は
二
頁
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
回
提
示
の
「
措
置
編
」
は
、
本
稿
表
4
に
あ

る
よ
う
に
、
一
頁
分
に
ま
と
め
て
い
る）112
（

。
自
治
体
側
の
出
席
者
は
、
第
一
回
と
全
く
同
一
の
三
都
県
、
三
市
、
三
町
の
顔
触
れ
で
あ

る
）
11（
（

。

　

意
見
交
換
の
概
要
を
み
る
と
［
括
弧
内
は
、
政
府
事
務
局
の
回
答
］、
対
策
の
全
体
の
枠
組
み
、
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
α
・

都
道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
・
保
健
所
設
置
市
と
の
分
担
関
係
［
事
務
局
・
都
道
府
県
単
位
で
行
う
］、
β
・
感
染
症
法
と
の
関
係

［
事
務
局
・
感
染
が
広
が
り
社
会
が
混
乱
し
た
と
き
感
染
症
法
は
十
分
で
は
な
く
、
総
合
対
策
と
し
て
新
法
］、
γ
・
緊
急
事
態
宣
言

の
タ
イ
ミ
ン
グ
［
事
務
局
・
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
研
究
所
の
知
見
か
ら
「
国
民
の
生
命
に
重
大
な
被
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
」］
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
予
防
接
種
関
係
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
臨
時
の
医
療
施
設
関
連
で
は
、
δ
・
臨
時
の
医
療
施
設
編
成
に
医
師

や
医
療
関
係
者
を
い
か
に
集
め
る
か
、
事
前
準
備
を
周
到
に
［
事
務
局
・
新
た
な
施
設
整
備
に
は
技
術
的
基
準
の
特
例
を
作
る
と
か
、

病
床
数
変
更
に
医
療
法
の
許
可
不
要
も
検
討
。
藤
原
註
記
・
自
治
体
の
発
言
は
マ
ン
パ
ワ
ー
な
の
に
回
答
は
施
設
面
で
あ
り
、
両
者

は
か
み
あ
っ
て
い
な
い
！
］、
ε
・
現
存
の
医
療
施
設
の
特
例
を
認
め
、
機
能
許
可
を
全
面
に
出
す
方
が
現
実
的
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
そ
の
他
、
ζ
・
帰
国
者
・
接
触
外
来
で
の
医
師
・
医
療
関
係
者
の
被
災
補
償
は
分
か
り
や
す
い
が
、
一
般
医
療
機
関
で
の
診
療

は
ど
う
か
、
η
・
冬
季
の
雪
の
災
害
時
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
来
た
ら
大
変
等
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た）111
（

。

（
112
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240213kyougi2/sidai.htm
l＞

「
配
付
資
料
一
覧
」

（
11（
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240213kyougi2/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

（
111
）　

同
右
。
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表
4　
非
常
時
に
お
け
る
各
種
「
措
置
」
対
照
表
　
そ
の
2（
2012

年
現
在
）

新
型

イ
ン

フ
ル

対
策

の
た

め
の

法
制

の
た

た
き

台
（

2012
年

）
災

害
対

策
基

本
法

武
力

攻
撃

事
態

等
「

国
民

保
護

法
」

○
�不

要
不

急
の

外
出

の
自

粛
要

請
、

学
校

・
集

会
等

の
制

限
等

の
要

請
及

び
指

示
・

学
校

設
置

者
の

感
染

症
予

防
の

た
め

の
臨

時
休

業
［

学
校

保
健

安
全

法
20

条
］

・
知

事
に

よ
る

家
畜

集
合

施
設

の
開

催
等

の
制

限
［

家
畜

伝
染

病
予

防
法

33
条

］
○

�医
療

関
係

者
へ

の
医

療
従

事
の

要
請

及
び

指
示

、
臨

時
の

医
療

施
設

の
開

設
及

び
特

例
・

�知
事

に
よ

る
医

療
機

関
・

土
木

建
設

工
事

・
輸

送
関

係
者

へ
の

従
事

命
令

等
［

基
本

法
71

条
、

災
害

救
助

法
24

条
］

・
�知

事
に

よ
る

病
院

等
施

設
の

管
理

［
基

本
法

71
条

、
災

害
救

助
法

26
条

］

・
�知

事
に

よ
る

医
療

関
係

者
に

対
す

る
医

療
実

施
要

請
・

指
示

［
85

条
］

・
�指

定
（

地
方

）
公

共
機

関
で

あ
る

医
療

機
関

の
医

療
確

保
義

務
［

136
条

］
・

�臨
時

医
療

施
設

・
宿

泊
施

設
に

関
す

る
建

築
基

準
法

等
の

適
用

除
外

［
89

条
］

・
�臨

時
の

医
療

施
設

に
関

す
る

病
院

等
開

設
許

可
等

の
適

用
除

外
［

90
条

］
○

�電
気

、
ガ

ス
、

運
送

等
の

指
定

（
地

方
）

公
共

機
関

等
は

、
業

務
計

画
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
実

施

・
�知

事
に

よ
る

医
療

機
関

・
土

木
建

設
工

事
・

輸
送

関
係

者
へ

の
従

事
命

令
等

［
基

本
法

71
条

、
災

害
救

助
法

24
条

］

・
�医

療
機

関
、

電
気

・
ガ

ス
・

水
道

・
運

送
・

通
信

・
事

業
者

：
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

義
務

［
134、

135、
136

条
］

○
�緊

急
物

資
の

輸
送

・
物

資
の

売
渡

し
・

土
地

等
の

使
用

等
に

関
す

る
要

請
又

は
収

用
等

・
物

資
の

保
管

命
令

に
従

わ
な

か
っ

た
者

等
へ

の
罰

則

・
�行

政
機

関
の

長
に

よ
る

救
助

に
必

要
な

物
資

の
生

産
・

集
荷

・
販

売
・

配
給

・
保

管
・

輸
送

を
業

と
す

る
者

に
対

す
る

物
資

保
管

命
令

、
収

用
［

78
条

］
［

災
害

救
助

法
23

条
の

２
条

、
26

条
］

・
�行

政
機

関
の

長
か

ら
の

緊
急

物
資

運
送

要
請

［
79

条
］

・
�知

事
に

よ
る

特
定

物
資

（
医

薬
品

、
食

品
等

）
の

売
渡

要
請

・
収

用
・

保
管

命
令

［
81

条
］

○
埋

火
葬

の
特

例
・

�行
政

機
関

等
の

清
掃

・
防

疫
そ

の
他

保
健

衛
生

等
に

関
す

る
災

害
応

急
対

策
の

実
施

責
任

［
50

条
］

・
�埋

火
葬

の
特

例
（

近
隣

市
町

村
に

お
け

る
埋

火
葬

実
施

、
市

長
村

長
の

許
可

な
し

の
埋

火
葬

実
施

を
認

め
る

）［
122

条
］
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⑤　

第
二
回
・
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聴
く
場
（
同
年
二
月
一
六
日
）

　

第
二
回
の
資
料
は
、
第
一
回
と
同
様
の
も
の
で
あ
る）111
（

。
学
識
経
験
者
側
の
出
席
者
は
、
第
一
回
と
の
重
複
を
含
め
医
療
関
係
（
教

授
、
研
究
所
、
大
学
病
院
長
、
医
師
会
）
五
名
と
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
合
計
六
名
で
あ
る）111
（

。

　

意
見
交
換
の
概
要
［
括
弧
内
は
政
府
事
務
局
回
答
］
を
み
る
と
、「
専
門
家
と
の
連
携
」
で
は
、
α
・
専
門
家
に
意
見
を
聴
く
に

も
ス
ピ
ー
ド
感
が
必
要
。
ど
の
よ
う
に
政
策
に
反
映
さ
れ
た
か
明
確
に
分
か
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
、
β
・
海
外
情
報
の
収
集
体
制
、

γ
・
意
思
決
定
を
誰
が
す
る
か
明
確
に
等
の
意
見
が
出
た
。「（
対
策
）
措
置
の
強
度
」
で
は
、
δ
・
法
的
な
制
限
措
置
に
見
合
う
根

拠
が
希
薄
［
事
務
局
・
学
校
休
業
は
研
究
の
知
見
は
あ
る
が
、
効
果
に
つ
い
て
定
量
的
に
積
み
上
げ
が
難
し
い
。
で
き
る
限
り
自
発

的
協
力
で
の
運
用
が
望
ま
れ
る
］、
ε
・
強
い
措
置
の
導
入
に
は
よ
り
詳
細
に
資
料
・
デ
ー
タ
を
捕
捉
す
べ
き
。
現
状
の
取
組
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
も
必
要
［
事
務
局
・
措
置
要
請
や
指
示
の
法
制
化
は
、
自
治
体
か
ら
も
要
望
が
あ
る
。
で
き
る
だ
け
合
理
的
に

な
る
よ
う
努
力
］
ζ
・
強
制
を
伴
う
措
置
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
が
望
ま
し
い
、
η
・
医
師
へ
の
強
制
や
罰
則
が
あ
る
よ
う
に
誤

解
さ
れ
て
い
る
。
医
療
関
係
者
か
ら
対
策
協
力
に
拒
否
反
応
が
で
な
い
よ
う
配
慮
が
必
要
。
θ
・
新
規
立
法
の
案
は
、
感
染
症
法
で

○
生

活
関

連
物

資
等

の
価

格
の

安
定

・
�内

閣
に

よ
る

生
活

必
需

物
資

の
配

給
、

譲
渡

、
引

渡
し

制
限

・
禁

止
。

内
閣

に
よ

る
必

要
な

物
の

価
格

・
役

務
・

そ
の

他
の

給
付

の
対

価
の

最
高

額
決

定
［

109
条

］

・
�行

政
機

関
の

長
等

に
よ

る
生

活
３

法
等

に
基

づ
く

措
置

（
売

渡
指

示
・

命
令

、
標

準
価

格
決

定
、

課
徴

金
徴

収
等

）
の

適
切

な
実

施
［

129
条

］
・

�日
本

銀
行

に
よ

る
銀

行
券

発
行

、
通

貨
・

金
融

調
整

、
信

用
秩

序
の

維
持

に
資

す
る

措
置

［
133

条
］

○
政

策
金

融
の

実
施

・
�政

府
関

係
金

融
機

関
等

に
よ

る
特

別
な

金
融

実
施

の
努

力
義

務
［

104
条

］
・

�政
府

関
係

金
融

機
関

に
よ

る
特

別
な

金
融

実
施

の
努

力
義

務
［

132
条

］
○

�行
政

・
民

事
上

の
申

請
期

限
・

履
行

期
限

の
延

長
等

・
行

政
上

の
権

利
利

益
満

了
日

延
長

、
期

間
内

不
履

行
義

務
の

免
責

［
特

定
非

常
災

害
の

被
害

者
の

権
利

利
益

の
保

全
等

を
図

る
た

め
の

特
別

措
置

法
］

［
出

典
］　

内
閣

官
房

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
等

対
策

室
作

成
資

料
「

措
置

編
」（

本
稿

註
（

351））（
2012

年
2

月
13

日
）。
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は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
部
分
を
カ
バ
ー
し
よ
う
と
し
て
お
り
評
価
で
き
る
等
の
意
見
が
出
た）111
（

。

（
111
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240216gakushiki/sidai.htm
l＞

「
配
付
資
料
一
覧
」

（
111
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240216gakushiki/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

（
111
）　

同
右
。

⑥　

第
三
回
・
自
治
体
関
係
者
と
の
実
務
者
検
討
協
議
会
（
同
年
三
月
六
日
）

　

第
三
回
協
議
会
に
は
、
資
料
1
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
特
別
措
置
法
案
（
傍
点
引
用
者
。
以
下
単
に
「
法
案
」
と
い
う
）
に

つ
い
て
―
―
的
確
な
危
機
管
理
の
た
め
に
」（
ス
ラ
イ
ド
一
六
枚
）、
資
料
2
「
法
案
要
綱
」、
資
料
3
「
法
案
」（
本
則
七
八
か
条
）
が

初
め
て
提
示
さ
れ
た）110
（

。
自
治
体
側
出
席
者
は
、
過
去
二
回
と
全
く
同
一
の
三
都
県
、
三
市
、
一
町
（
二
町
欠
席
）
で
あ
る）110
（

。

　

自
治
体
か
ら
の
意
見
［
括
弧
内
は
、
政
府
事
務
局
回
答
］
は
、
α
・
各
都
道
府
県
が
行
動
計
画
を
作
成
し
対
策
本
部
が
立
ち
上
が

る
中
で
、
各
都
道
府
県
に
自
衛
隊
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
等
、
政
府
行
動
計
画
で
記
載
し
て
ほ
し
い
、
β
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
緊
急
事
態
に
お
け
る
医
療
提
供
目
的
で
の
病
床
数
変
更
等
は
、
当
該
医
療
提
供
期
間
に
限
り
、
医
療
法
七
条
二
項
の
許
可
を

要
し
な
い
と
の
法
案
四
八
条
六
項
は
、
個
人
診
療
所
開
設
の
場
合
は
適
用
除
外
か
［
事
務
局
・
届
出
で
足
り
る
よ
う
、
省
令
改
正
を

検
討
］、
γ
・「
都
道
府
県
行
動
計
画
」
策
定
時
に
、
法
案
七
条
三
項
に
い
う
関
係
が
あ
る
と
し
て
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
他
の
地
方
公
共
団
体
」
の
範
囲
に
つ
い
て
、
運
用
を
統
一
し
て
ほ
し
い
。
δ
・
法
案
二
八
条
（
医
療
提
供
業
務
又
は
厚
生
労
働
大
臣

の
登
録
を
受
け
た
国
民
生
活
・
国
民
経
済
安
定
に
寄
与
す
る
事
業
者
な
ら
び
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
実
施
に
携
わ
る
地
方
公
務
員
に
対
す

る
）
予
防
接
種
に
関
す
る
健
康
被
害
の
認
定
審
査
を
含
む
接
種
の
運
用
に
つ
い
て
、
十
分
整
理
し
て
ほ
し
い
［
事
務
局
・
国
が
実
施

す
る
も
の
は
、
基
本
的
に
国
が
行
う
］、
ε
・
都
道
府
県
（
法
案
七
条
）
及
び
市
町
村
（
同
八
条
）
の
「
行
動
計
画
」
の
モ
デ
ル
計
画

提
示
を
検
討
し
て
ほ
し
い
等
の
五
点
で
あ
る）110
（

。
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（
110
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240306kyougi3/sidai.htm
l＞

「
配
付
資
料
一
覧
」

（
110
）　https://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/housei/240306kyougi3/sidai.htm
l＞

「
議
事
概
要
」

（
110
）　

同
右
。

⑦　

小　

括

　
「
た
た
き
台
」
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の
唯
一
の
手
掛
か
り
で
あ
る
内
閣
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
登
載
資
料
を
一
覧
し
て
き
た
。
右
は

す
べ
て
「
議
事
概
要
」
付
き
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
以
外
に
、
い
わ
ゆ
る
非
公
式
な
い
し
オ
フ
レ
コ
の
意
見
交
換
も
多
数

あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

日
程
的
に
は
、
二
〇
一
二
年
一
月
一
九
日
に
「
た
た
き
台
」
の
策
定
、
翌
二
月
に
集
中
的
意
見
交
換
、
つ
い
で
三
月
六
日
に
は

「
法
案
」
披
露
（
本
稿
（
ｆ
））、
そ
の
わ
ず
か
三
日
後
の
三
月
九
日
に
は
「
法
案
」
閣
議
決
定）112
（

と
い
う
、
極
め
て
駆
け
足
の
日
程
で

あ
っ
た
。

　

少
な
く
と
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
登
載
さ
れ
た
意
見
交
換
機
会
に
限
れ
ば
、
ま
ず
も
っ
て
対
象
第
一
グ
ル
ー
プ
が
自
治
体
関
係
者
で

三
回
と
も
同
一
自
治
体
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
二
グ
ル
ー
プ
が
学
識
経
験
者
と
い
い
つ
つ
、
そ
の
実
、「
普
段
つ
き
あ
い

の
あ
る
」
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
専
門
家
会
議
（
厚
生
労
働
省
）
委
員
限
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
治
体
」「
学
識
経
験
者
」
と

い
う
範
疇
に
お
い
て
す
ら
極
め
て
狭
い
範
囲
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
グ
ル
ー
プ
は
、（
意
見
交
換
の
場
で
資

料
と
し
て
再
提
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
）
意
見
交
換
の
場
を
設
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
全
国
知
事
会
か
ら
の
意
見

書
、
兵
庫
県
検
証
委
員
会
報
告
書
等
、
第
二
グ
ル
ー
プ
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
案
へ
の
意
見
書
等
、
こ
れ
ま
で
意
見
表
明
の
機
会
が
与

え
ら
れ
て
い
た
者
で
あ
る
。
た
た
き
台
へ
の
修
正
な
い
し
批
判
的
意
見
が
、
議
事
概
要
か
ら
は
余
り
う
か
が
え
な
い
の
に
は
、
こ
う

し
た
事
情
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
意
見
交
換
も
医
療
関
係
者
か
ら
の
厳
し
い
指
摘
を
も
含
め
、
お
お
む
ね
政
府
側
の
「
想
定
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の
範
囲
内
」
の
発
言
・
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
気
が
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
三
月
六
日
の
協
議
会
（
本
稿
（
ｆ
））
で
、（
私
が
経

験
し
た
テ
レ
コ
ム
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
審
議
会
で
も
往
々
に
し
て
そ
う
だ
っ
た
が
、
全
体
二
時
間
の
う
ち
一
時
間
程
度
説
明
に
費
し
て
、
質
疑
は

た
か
だ
か
一
時
間
の
）
時
間
的
制
約
を
考
慮
し
て
も
、
お
披
露
め
さ
れ
た
「
法
案
」
へ
の
は
な
ば
な
し
い
や
り
と
り
が
み
ら
れ
な
い

の
は
、
少
し
寂
し
い
気
が
す
る
。

　

右
に
み
た
意
見
聴
取
対
象
者
の
偏
り
を
是
正
し
補
う
た
め
に
は
、
よ
り
広
範
囲
の
非
公
式
な
い
し
オ
フ
レ
コ
の
意
見
交
換
を
重
ね

た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
切
り
離
し
て
、「
た
た
き
台
」
決
定
の
関
係
省
庁
対
策
会
議
（
本
稿
二
（
2
）（
ロ
）
Ｄ
（
ｂ
）
の
冒
頭
）
で
示
さ

れ
た
意
見
公
募

0

0

0

0

（
パ
ブ
0

0

・
コ
メ
0

0

）
実
施
は
賢
明

0

0

0

0

0

だ
っ
た
。
も
っ
と
も
「
た
た
き
台
」
案
か
ら
二
か
月
足
ら
ず
で
の
法
案
閣
議
決
定
と

い
う
駆
足
の
日
程
か
ら
は
、
意
見
が
ど
の
程
度
斟
酌
さ
れ
た
か
に
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
112
）　

二
〇
一
二
年
三
月
六
日
閣
議
決
定
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
総
合
的
か
つ
強
力
な
推
進
に
つ
い
て
」
で
「
所
要
の
法
案
を

速
や
か
に
提
出
」
と
さ
れ
た
。http://w

w
w

.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/kettei.htm
l　

三
日
後
の
同
月
九
日
、
特
措
法
案
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
・
前
掲
註（
7
）・
六
頁
。http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/kakugi/2012/
kakugi_2012030901.htm

l


